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は し が き

本報告書 は,文 部省科学研究費補助金総合研究(A)「 異 なる学校段階 での理数の学 習

と関心 ・態度 の質的変容 に関す る継続調査研究」(課 題番号06301089)で の研究成果の中間

報告および平成7年 度調査 につ いての集計結果の報告 である。

理数長期追跡研究 グループは,国 立教育研究所科学教育研究 セ ンターの科学,数 学,化

学の各教育研究室を中心 と して プロジェク ト 「理科 および算数 ・数学 の到達度 とそれに影

響を与 える諸因子 との関連 に関す る長期的追跡研究」 を昭和61年 に発足 させた。 このプ ロ

ジェク トで は,小 ・中 ・高等学校 か ら大学お よび社会人 に至 るまでの理数 に関す る学習 お

よびその科学的態度等 の諸因子 に対す る寄与やその変容 についての分析を試み ることを目

的 としている。

これまで,理 科 および算 数 ・数学 の到達度 とそれ に影響を及 ぼす と思われ る諸因子 に関

して,小 学校5年 生 と中学校2年 生か ら始 まり,本 年度は小学校5年 生か ら調査 をは じめ

た集団 である高等学校2年 生 と,中 学校2年 生か らの集団を対象 に調査を行 い,年 次繰 り

上 が りで縦断的 な調査を実施 している。 また,新 旧の教育課程 による影響 を見積 もるため,

比較集団 と して中学校2年 生 に も調査を計画 した。

幸 い科学研究費補助金の交付 を受 け,こ れ らの調査研究 を進行 させ ることがで きた。本

報告書の第1部 では,こ れまでの調査における理数 に対 する好 き嫌いへの影響 に関連 す る

分析 の結果を報告 する。また,第2部 では,昨 年の8月 下旬か ら11月 末 にか けて実施 され

た平成7年 度調査 の第1次 集計 につ いて報告す る。本研究 につ いて,忌 揮 のないご意見 や

ご指導,ご 叱正 を賜れば幸甚 である。 なお,中2か ら追跡調査 している集団は高校卒業後

2年 となり,郵 送票で調査 を行 い,す でに別 に報 告 した。

この調査を実施す るにあた って,岩 手県,宮 城 県,福 島県,茨 城県,山 梨県の各教育 セ

ンターには,研 究委員の派遣,調 査地域 との折衝等,多 大の ご協力 を戴 いて きた。 また,

調査校の先生方,調 査に回答 して くれた生徒諸君,さ らに関係の各位の ご援助無 しにはこ

の調査は成 り立 ち得なか った。それに加 えて,山 田ちえ子 さん,小 川友子 さん,鈴 木睦子

さん,清 水佐奈江 さん,古 林知子 さん,藤 本恵美子 さん,鶴 見悦子 さん,西 周鈴子 さん ら

た くさんの人 々の手によ って集 まってきたデータの処理がな された。 これ ら多 くの方々に

感謝申 し上 げる次第である。

平成8年2月 研究代表者

松 原 静 郎
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子 との関連 に関す る追跡研究」科学研究費補助金研究成果報告書(代 表三宅),1990.

010◇理数長期追跡研究 グループ 「理数調 査報告書一本調査第1年 次集計結果一」科学研究費

補助金中間報告書(代 表小島),1990.

011三 宅,小 島,久 保 「児童 ・生徒 の背景質問紙結果 と理科調査結果 との関連」 日本科学

教育学会年会論文集,14,353-356,1990.

*04猿 田,三 宅,松 原,久 保田,大 谷 「理数長期追跡研究(第2報)理 科問題結果 とIEA

国際理科教育調査結果 との比較 一」 日本理科教育学会第40回 全国大会,島 根,1990.

012◇理数長期追跡研究 グループ 「理数調査報告書一本調査第2年 次集計結果一」科学研究費

補助金中間報告書(代 表小 島),1991.

013三 宅,猿 田,松 原 「日米 の理数長期追跡研究の比較分析」 日本科学教育学会年会論文

集,15,1991.

014松 原,小 島,渋 谷,原 「小 ・中 ・高等学校 における理科 に対す る関心 ・態度 と成績 と

の関連」 日本科学教育学会年会論文集,15,1991.

*05猿 田,三 宅,塩 田,新 田 「理数長期追跡研究(第3報 その1)中 ・高校生 における理

科の到達度 と生徒の背景 および学習環境 との関連 の経時的変化 について」 日本理科
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第1部 理数に対す る好 き嫌いへの影響

1.初 等 ・中等教育 における理科の実験 ・観察 と理科 に対 する好 き嫌 いとの関連

稲垣 成哲,松 原 静郎,海 老澤 誠

2.初 等 中等教育 にお ける理科実験 の興味 ・関心や態度 への影響

松原 静郎,吉 田 洋幸,山 本 秀彦

3.算 数 ・数学 の好 き嫌 いの変容に関す る男女差

瀬沼 花子,松 原 静郎,長 崎 栄三
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1.初 等 ・中等教育における理科の実験 ・観察と理科に対する好き嫌いとの関連

RelationsbetweenExperimentalWorkandLikingforScienceinElementaryandSccorxlarySchools

稲 垣 成 哲 松 原 静 郎 海 老 澤 誠

INAGAKIShigenori,MATSUBARASizuo,EBISAWAMakoto

神 戸 大 学 発 達 科 学 部,国 立 教 育 研 究 所 科 学 教 育 セ ン タ ー,茨 城 県 教 育 研 修 セ ン タ ー

KobeUniversity,NationalInstituteforEducationalResarch ,IbarakiPrefecturalCenterofEducation

要約:理 科の実験 ・観察の実施 と理科 に対する好 き嫌い との関連について,過 去6年 悶の追跡調査の結果

を分析 した.実 験 ・観察の機会は学年進行に伴 って減少すること,理 科好きも同様 に減少 し,と くに高等

学校 になってか ら理科嫌いの傾向が現れることがわかった.実 験 ・競察の実施と理科の好 き嫌いとの関連

については,そ の関連が有意な学年 と有意ではない学年が認められた.

キー ワー ド:実 験 ・観察 理科の好 き嫌い 初等 ・中等 理数長期追跡研究

理数長期追跡研 究グループではig89年 度 よ り

「理科および算 数・数学の到達度 とそれに影響 を与

える諸 因子 との関連に関す る長期的追跡研 究」 を

進め,こ れまで に同一生徒 を6年 間にわたって追

跡調査 してきた(松 原ほか、1gg5).

本報 では,こ の調査項目の中か ら理科の実験 ・

観察に関係する項目群の結果を取 り上げ,こ れ と

理科 に対する好 き嫌い との関連について分析 した

結果 を報告す る.な お,本 研究の一部は,文 部省

科学研究費総合研究A(代 表 二松原静郎,課 題番

号06301089)に よる.

表1分 析対象とした調査項目

・生徒による実験や娯察がある

・教師による演示実験がある

・教師は興味深い授業 をして くれる

・実験は楽 しい

・実験器具は取 り扱いが困難である事

・理科は面 白い

・他の教科 に比べて理科は好 き

・実験で もっとも面白い とき

1調 査対象 と調査時期

調査校は東北および関東地方の5地 域の公立校

であ った.調 査対象は集団1で は小5か ら高1ま

で,集 団2で は中2か ら高3ま でのすべての追跡

調査 に参加 した児童 ・生徒であ り,集 団1は456

名,集 団2は490名 であった.こ れ らの集団は,分

析 においては別 々に取 り扱 った.

2調 査項 目

分析対象 とした調査項 目は,表1に 示 した8項

目であ った.回 答方法は,「 児童 ・生徒実験」「演

示実験」「興味深い授業」では授業における頻度の

観点,「実験は楽 しい」「器具の困難」「面 白い」「理

科は好 き」では肯定 ・否定の観点に基づ く5段 階

評定であった.「実験で もっとも面白い とき」では

5つ の具体的な場合や事態をあ らわす選択肢 に対

して,も っとも近 いと考える もの を選択 させ た.

なお,こ の項 目は調査期間中に集団1で は4回,

集団2で は3回 の回答 を:求めた.

3分 析手順

各項 目への回答は得点化 し,そ の平均評定値 を

求めた.頻 度の項目では,い つ もに5,週 に1度 に

4,月 に1度 に3,学 期 に1度 に2,ほ とんどな

いに1を 与 えた.肯 定 ・否定の項 目では,肯 定に

2,や や肯定 に1,中 立に0,や や否定に一1,否

定 に一2を 与えた.た だ し,表1の ・を付与 した

項 目は,他 の項 目との比較 を容易にするために符

号 を逆 にした。「実験でもっとも面 白いとき」では

各選択肢の反応率 とその選択肢 を選択 した調査対

象における 「理科は好 き」の平均評定値を求めた.

4結 果

4.1理 科の実験 ・観察

表2に は生徒実験 と演示実験の実施状況の経年

変化を示 した.「生徒実験」「演示実験 」ともに小

学校 と中学校では4点 か ら3点 であ った ものが,

高校では3点 か ら2点 に減少 して いることがわ

かった.高 校での実験の機会は,か な り限 られて

お り,月 に1回 か ら学期に1回 であった.
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表2各 項目の平均評定値 表3実 験で最 も面 白いときと理科の好 き嫌い

調査項目

小 中 高

56123123選 択肢 小6中1中3高1高3

生 徒 実 験3.94.24,23.8

3.8

演 示 実 験3.33.83.735

3.5

興 味 深 い3.93.93.53.2

3.7

好 き

面白い

楽 しい

器具困難

3.33.1

3.92.12.52.0

3.02.G

3.62.32.42.0

3.42.9

3.72.82.62.6

0.60.40.bO.30.4

0.30.2

1.20.91.00.60.6

0.70.5

1.71.61.51.41.2

1.41.3

0.30.00.00.0-0.1

0.1・0.1

0.1

-O .1-0.3-0.2

0.4

0.2-o.io.i

i.a

監.21.21.O

o.o

-0 .20.0-0.1

準備工夫

実験操作

興味深い

現象観察

予想一致

仲間と話

21!0.415!0.4】8!0.214!0.1

1S/0.118/一 〇.315-0.5

23/0.617/0.911/0.4]4/0.3

H/0.21i1-0.lI31-0.3

38!0.44510.654!0551/0.2

54/0.3521-0.15210.0

13/0.214/0.7910.3910.2

11!03910.010!.0.4

510.28/0.28!0.1i2/一 〇.2

8/0.OIl/一 〇.49/一 〇.4

数字は,(反 応率%1理 科 は好 きの平均評定値)

数値の配列は表2に 同 じ

表4生 徒実験の実施と理科の好き嫌いとの関連

各調査項 目において,上 の行が集団1,下 の行が集

団2で ある '調査項目

小 中 高

56123123

42理 科 に対する好 き嫌い

「理科 は好 き」については,高1で マイナス側に

推移 してい ることがわかった.「面白い」について

は,高2で マイナス側 に推移 し,「興味深い授業」

の機会 も高校 か ら2点 台へ と低下 していた.「器具

の困難」については,中 立的であった ものが中3

からマイナス側に推移 していた.し か しなが ら,

「実験 は楽 しい」については,す べての学年で肯定

的な回答がなされていることがわかった.

興 味 深 い.32.21.13

好き

面白い

楽 しい

器具困難

.25.27.25

.17一.25.24,26

.22.25

.17

.18.26

.14

.13.19

一 .12

4.3実 験 に対する態度や面 白さと理科の好 き嫌い

表3に は 「実験でもっとも面 白い とき」 と 「理

科は好 き」 との対応 を示 した.す べての学年にお

いて 「興味深い現象の観察」が約50%台 ともっ

とも高 い反応 率 を得 ていた.次 に は10%台 で

「壁備 や工夫」「実験操作」が続いていた.「結果が

予想 と一致」は10%を 前後 して推 移 していた.

理科の好 き嫌いとの関連でみれば,理 科好 きは小

6,中1で は 「実験操作」であ り,中3か ら高校

では 「興味深い現象の観察」 であった.全 般 的に

は 「興味深い現象の観察」「実験操作」「結果 と予

想が一致」が理科好 きの回答であった.「準備や工

夫」「仲問との話」は理科嫌いの回答であった.

4.4理 科の実験 ・観察 と理科の好 き嫌いの関連

表4に は 「生徒実験」の機会と理科に対する好

数字 は!%の 有意水車,

表2に 同 じ

(.)はn.s.数 値 の 配 列 は

き嫌いなどとの相関係数を算出 し,無 相関検定 を

行 った結果 を示 した.学 年にかかわ らず正の相関

が認められたのは 「興味深い授業」であった.「理

科 は好 き」「面 白い」「実験 は楽 しい」などは,中

学校 と高校の一部で正の相関が認 め られた.実

験 ・観察の機会 と理科 に対す る好 き嫌いとの関連

は,さ ほど高 くないことことがわかった。こうし

た結果 は,演 示実験 にも同様 に認め られてお り,

理科嫌いあ問題を考える上で非常 に興味深い.

文献

理数長期追跡研究グループ(1995).「 理数調査報告書
一平成6年 度研究成果および調査集計結果,文部省科学

研究費 総合研究A中 間報告書(代 表 二松原静郎).
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2・ 初等中等教育における理科実験の興味.関 心や態度への影響

EffectsofScienceExperimentsonInterestinScience

inElementaryandSecondarySchools

○ 松 原 欝 郎,吉 田 洋 幸+,山 本 秀 彦 榊

YATSUBARAShizuo,YOSHIDAHiroyuki+,YAYAYOTOHidehiko"

国 立 教 育 研 究 所,茨 城 県 教 育 研 修 セ ン タ ー",山 梨 県 総 合 教 育 セ ン ター 榊

NationalInstituteforEducationalResearch,IbarakiPrefectural

CenterofEducation',YamanashiPrefecturalCenterofEducation"

要約:小5か ら高1ま で と中2か ら高3ま で,2集 団の追跡調査結果を分析 した。理科実験

はその頻度を変数 とし,理 科学習に対する興味関心は興味深 い授業の頻度や理科の好 き嫌い,

実験器具の取 り扱 い難易や積極性を変数 として設定 し,当 該年度 と前年度の変数が及ぼす影

響を調べた。 その結果,実 験頻度はある程度興味深い授業の頻度に影響 を与 えていたが,理

科の好 き嫌いにはその影響が小さかった。

キー ワー ド:小 ・中 ・高 等学校,理 数長 期追 跡研 究,理 科実験,好 き嫌 い

我々は,1989年 度(平 成元年度)よ り 「理科およ

び算数 ・数学の到達度とそれに影響を与える諸因

子との関連に関する長期的追跡研究」の調査を7

地域の小 ・中 ・高等学校において進めている。こ

れまで6力 年6回 にわたって追跡調査を実施 し,

1次 集計結果にっいては報告書を作成 してきた1)。

本報では,小 ・中 ・高等学校での理科実験 と理

科への興味関心 との関連,特 に理科実験が及ぼす

理科の好き嫌いへの影響にっいて,追 跡調査での

学習活動の項目群や理科の好き嫌いおよび理科学

習に関する態度の項 目群を使って分析した結果を

報告する。

なお,本 研究の一部は文部省科学研究費補助金

総合研究A「 異なる学校段階での理数の学習と関

心 ・態度の質的変容に関する継続調査研究」(代

表:松 原静郎,課 題番号06301089)に よる。

1.調 査対象および調査時期

本報の分析対象は,調 査対象7地 域のうち国立

校および私立校を除いた5地 域の公立校の児童生

徒で,二 つの年齢集団にっいて分析 した。

集団1は 小5よ り高1ま での6力 年間,集 団2

は中2よ り高3ま での5力 年間にわたる調査すべ

てに参加 した児童生徒であり,そ の人数は集団1
が456名,集 団2が490名 である。

調査時期は,層1989年度が10～12月,90年 度から

は毎年9～11月 の3ヵ 月間であり,こ の間に3校

時の調査を実施 した。

2.調 査項目

学習活動の項目群では,生 徒実験および演示実

験(表1参 照,以 下 「実験頻度」と記す)と興味深

い授業(以下 「授業」)の項 目を取 り上げた。

また,理 科の好き嫌いは,他 の教科と比べた理

科の好き嫌いおよび理科の面白さ(以下 「好嫌」)

と器具の取 り扱いの難 しさ(以下 「器具取扱」)の

項目,さ らに,理 科学習に関する態度として,新

しい器具に対する積極的な態度(以下 「積極性」)

を問 う項目を取 り上げた。

なお,項 目 「実験が楽 しい」はすべての学年で

肯定的な回答が多 く2),少 数の回答による影響を

見積ることになるので分析対象としなかった。

表1.分 析対象調査項目

実験頻度:わ たしたちに実験・観察をやらせてくれる。

先生が実験を見せてくれる。

授 業:興 味深い理科の授業をしてくれる。

好 嫌:他 の教科とくらべて理科は好き。

理科はおもしろい。

器具取扱:器 具の取り扱いがあるとむずかしい。

積 極 性:目 新しい実験器具は進んで使う。

注)積 極性は中2と 高2で のみ調査を実施。

各調査項 目の回答 と得点化は,「 実験頻度」 と

「授業」では毎時間が5,週 に一度 が4,月 に一

度が3,学 期に一度 が2,な いが1で ある。 また,

「好嫌」 と 「器具取扱」で は最 も良 いか ら最 も悪

いまで,お よび,肯 定か ら否定までの5肢 か ら選

一4
へし

臨 .



択 させ,そ の得点化 は,理 科 ない し科学 に対 して

望 ま しい回答を+2と し,そ の逆を一2と した。

なお,「 実験頻度」 と 「好嫌」では,各2項 目

の平均値 を この合成変数の得点 とした。その理由

は,合 成 した各2項 目の相関が どの学年 で も高 く

(それぞれ0.30-0.76,0。53-0.69),同 様 の意識を

反映 していると考え られたか らである。

また,「 積極性」では,進 んで使 うを3,見 て

か ら使 うを2,見 ているを1と して算 出 した。

積極性を除 く上記の4変 数を使 い,影 響の大 き

いと考え られる当該年度 と前年度の変数を説明変

数 として図1の ようなパ ス図を作成 し,重 回帰分

析 によりパス係数を算出 した。 ここで,「 授業」

は理科が好 きなほど興味深 く感 じると思 われ るの

で目的変数 の一っ とし,当 該年度 の変数 の影響の

みを算出 した。

3調 査結果
パス係数を表2に 示す。表中の[]は 目的変数

を表す。数値は表側の学年での目的変数に対 して,

表2。 実験頻度と理科の好き嫌いの関連

韓 顯騰 禰 顯諜 禰

歪{こ皇=:==8:塁 窪:8:§ 呈8

目目§::=:8:霧 塁:8:塗88
1一 一_一 一 〇.23-0.340

留::::

悪1::=:一 0.11
0.Zo
O.20
0.as

0.38
0.33
0.42
0.33

a
O
O
O

前
年
度

当
該
年
度

ノ、60 .130

中100

中200

中300

高100

3000.54000.26-0

0.37
0.32
0.37
0.54
0.50

O

a

a

a

a

00.zs

OO.27

0.100.25

0ロ130.16

00.25

0
0.19
0.13
0
0.12

高100
高200
高300一0.560.510.57 Oaa 88:釜=一〇

.170.24一

0
0.15
0

0

0

0

0

0

O

a

O

O

O

o.zo

o.z2

n.20

0.ai

O.25

a

a

a

a

a

0
0
0
0
0

0
0.23
0.17
0.13
0.17

授業

授業

好嫌 器具取扱

実験頻度

＼:グ選
実験頻度

図1.実 験頻度 と好 き嫌いとのパ ス図

中10

中20

中30

高10

30000.19000一

窪妻差18888:§il888:≡}毒:
高3-0.11000.36000一

は 口 による.1'の ハ ス 、,

0は0.10未 満 の係数,一 は該当 しない変数を指す。

小6か ら高1は 集団1,中3か ら高3は 集団2で ある。

前年度 とは例えばノ1、6の欄では小5の 年度をいう。

表頭の変数を説明変数としたときのパス係数であ

り,数 値が大きいほど説明変数による影響が大き

いと考え られる。

パス係数値は学年や集団によらず,類 似 した傾

向を示 している。負の係数は高3時 に見 られるが,

これは高3で 進学や就職,理 系や文系といったコ
ースに分かれる場合が多 く,他 の学年と同列には

考察できない。

「実験頻度」は,当 該年度の興味深い 「授業」

に0.2程度のパスが見 られ,実験が授業を興味深く

する一因であることを示 している。 しかし,そ れ

以上に授業を興味深 く受けているのは理科好きで,
パス係数にして0 .3程度とより大きく影響 してい

ることがわかる。なお,教 師による影響も大きい

ことが考えられ,ク ラス平均による興味深い授業

と理科学習への興味関心には相関がある3㌔
一方,理 科の好き嫌いや器具の扱いの難易に対

して,実 験頻度の影響は前年度 も当該年度も小さ

く,特 に器具の取 り扱いの難易についてはほとん

ど影響が見 られなかった。 しか し,器 具の取 り扱

いの難易は理科の好き嫌いとの間相互に,パ ス係

数は小さいものの,影 響が見られた。

前年度の同一変数か らは,好 き嫌いで0.3-0.6程

度,器具の取り扱いの難易では0.2程 度のパスが見

られ,い ずれも高1前 後で影響大となっている。

ところで,中2お よび高2で の 「積極性」を目

的変数 とし,3年 度前(小5お よび中2)か らの

各4変 数を説明変数としたパス図を作 りその係数

も算出した。その結果,集 団1の 中2で の積極性

に対 しては小5の 授業や小6の 好嫌からもパスが

見 られた。集 団2の 高2で は,同 一学年の好嫌と

器具取扱からのパスのみであり対照的であった。

しか し,い ずれ も実験頻度からの影響はなかった。

1)理 数長期追跡研究グループ 「理数調査報告書一平成6

年度研究成果および調査集計結果一」科学研究費補助金

総合研究A(代 表:松 原静郎)中 間報告書,1995.,など.

2)稲 垣他 科学教育学会年会論文集,19.F214(1995).

3)稲 垣他 科学教育学会年会論文集,17,199-200(1993).
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3.'算 数 ・数学の好 き嫌 いの変容 に関す る男女差

GenderDifferencesonLongitudinalChanges

ofMathematicsAttitudes

○ 瀬 沼 花 子,松 原 静 郎,長 崎 栄 三

SENUMAHanako,MATSUBARAShizuo,NAGASAKIEizo

国 立 教 育 研 究 所

NationalInstituteforEducationalResearch

[要約]理 数長期追跡研究 におけ る算数 ・数学 の好 き嫌 いのデー タについて,小5か ら

高1ま で6年 間追跡(集 団1:1989年 度 ～1994年 度),及 び,中2か ら高3ま で5年 間

追跡(集 団2:1989年 度 ～1993年 度)を 行 い,そ の変容 の男女 差 を分析 した。 その結果

①男子 は女子 よ りも,や や数学 が好 きで面 白いと感 じて い る,9② 好 き嫌 いは,男 女 とも

毎年半数 は前年 と同 じ,③ 面白さは,小 か ら中 では女子が変 わ り,中 か ら高で は男子が

変わ る,④ 追 跡期間一貫 して好 き ・面 白 いは男子が 多 い,な どが明 らか にな った。

[キー ワー ド]数 学教育,関 心 ・態度,好 き嫌 い,1理 数長期追跡 研究

1.は じめに

本稿 は,1986年 度 よ り行わ れて いる 「理科 お

よび算数 ・数学 の到達度 とそれ に影響 を与 える

諸因子 との関連 に関 す る長期的追跡研究」の本

調査(1989年 度～1994年 度)の 結果1}に つ いて,

毎年継続 して調査 を受 けた児童 ・生徒の追跡結

果を,男 女差の変容 とい う視点か ら,分 析す る

ものであ る。

2.分 析対象 および調査 時期

本稿の分析対象 は,5地 域 の公立学校で のデ
ータで
,集 団1は 小5か ら高i(1989年 度～19

94年度)の6年 間,集 団2は 中2か ら高3q9

89年度 ～1993年 度)ま で の5年 間にわた る調査

をすべて受けた児童 ・生徒 であ る。 調査 時期 は,

毎年秋 であ り,各 年度各学年 とも約2500名 が対

象とな り調査が 行われて きたが,追 跡調 査に残

った人数 は表1の よ うに約500名 であ る。

表2分 析項目とその得点化

[算 数 ・数 学 は好 き]

他 の 教科 と比 べ て,算 数 ・数 学 は好 きで す か。

ア.最 も好 き だ。(+2)

イ.他 の教 科 よ り好 きな 方 だ。GD

ウ.他 の教 科 に比べて,好 きともき ら いともい えな い。(0)

エ.他 の 教科 よ りき らいな方 だ。(一D

オ.最 も き らいだ。(一2)

[箕 数 ・数学 は面 白 い]

算 数 ・数 学 は お も しろ い と思 い ます。

ア.そ うだ と思 う。(+2)

イ.ど ち らか とい え ば そ う思 う。(+D

ウ.そ うで は ない と思 う。(一2)

エ.ど ち らか とい え ば そ うで は な い と思 う。(一D

オ.ど ち ら と もい え ない。(0)

表1男 女別調査対象児童 ・生徒数(名)

集団
1

2

対象学年
小5～ 高1

中2～ 高3

男子
23了

乏66一

女子
219

224

全体
456

490

3.分 析方法

分析の対象 と したの は,算 数 ・数学 に関す る

6調 査 種 目の うち,r背 景』項 目の1つ 「算数'

数学は好 き」,及 び 『態度 』項 目の1つ 「算数 ・

数学 は面 白 い」で あ る。 表2の よ うに回答 を得

点化 した。

4.分 析 結果 と考 察

4.1男 女 の平均値 の変化

「算数 ・数学 は好 き」の平均値 の変化 を図

1に,同 様 に 「算 数 ・数学 は面 白い」の平均値

の変化 を図2に 示 す。

各 図 に共通 の特 徴 は次 の通 り。平均値 はいず

れ も集 団1の 男子 が最 も高 く,次 に集団2の 男

子,集 団1の 女子,集 団2の 女子 と低 くな る。

いず れの学年 や集 団 において もその順序 に逆転

はな い。 また,各 学年各集 団の男女 の平 均値 の

差 はほぼ一定 で,お よそ0.3で あ る。

s
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高1で は集 団1と 集団2の 差 が中2と 中3に

比較 して大 きいが,男 女差 よ りは小 さい。

この ように,図1と 図2は 男女差 に関 して全

般 に似 た ような傾 向を示 して いる。 ただ し,

「篁数 ・数学 は面 白い」の方が,「 算数 ・数学

「算数 ・数学 は好 き」 については,男 女 とも

どの学年 も,約 半 数が前 年度 と同 じ回答 を して

い るこ とが わか る。 男女 間で10%以 上 の差 はど

の学年 に もみ られない。残 り半数 は,好 きから

どち らで もないへ とか,嫌 いか ら好 きへ とか,

好 きか ら最 も嫌 いへ な ど と,回 答が変化 してい

るので あ る。
一方で
,「 算数 ・数学 は面 白い」 については.

差 があ る。10%以 上差 の あ る学年 が9か 所のう

ち5か 所 あ る。小 や・中 で は男子 の方が同 じ回答

を,中 か ら高 では女子 の方が 同 じ回答 をす る割

合が 高 いよ うであ る。

全般 に,「 算 数 ・数学 は好 き」 の回答 の方が

「算 数 ・数学 は面 白 い」 よ り男女 とも安定 して

いるよ うで あ る。 つ ま り,面 白さはその学年の

何 らかの要 因によ り変わ りやす いようである。

最後 に,追 跡期 間中(6年 間,5年 間)一 貫

した回答 を表4に 示す。表4で は,好 き,賛 成

は+2ま た は+1で あ った回答 を,嫌 い,反 対

は 一2ま た は一1で あ った回答 を示す。

表4一 貫 した回答 の割合(%)

集団

1(6年 間)

2(5年 間)

数学は好き

好き

男 女

148

148

嫌い

男 女
36

715

数学は面白い

賛成
男 女

149

139

反対
男 女

22

612

「数学 は好 き」 と 「数学 は面 白い」 の回答の

は好 き」 よ りも男女 ともに変化量が やや大 きい、傾向 は似 て いる。一貫 して好 き・賛成 は男子が

4.2毎 年同 じ回答 を した男女 の割合

前年度 と翌年度 で同 じ回答 を した男女 の割合

を,表3に 示 す。

表3前 年度 と同 じ回答をした割合(%)

多 く,一 貫 して嫌 い ・反 対 は 集 団2の 女子 に多い。

集団

1

2

学年
!」、5→ ノj、6

小6一 中1

中1一 中2

中2一 中3

中3一 高1

中2→ 中3

中3一 高1

高1一 高2

高2一 高3

好き

男 麦
5248

4343

4748

484了

4848

5151

4646

5049

5351

面白い

男 女

46>34

44>31

4444

4了>37

39く48

4138

3836

3了 く50

4747

注)〉 とくは男女間 で10%以 上 の差。

5.お わ りに

今回の分析 か ら,q)男 子 は女子 よ りも,や や

数学 が好 きで面白 い,② 好 き嫌 い は,男 女 とも

毎年半 数 は前年 と同 じ,③ 面 白さは,小 か ら中

では女子が変 わ り,中 か ら高 では男子が変わる,

④一貫 して好 き ・面 白 いは男子 が多 い,な どが

明 らか にな った。今後 は,集 団1と 集団2に 含

まれ る男女 の特質 を,高2・ 高3で の数学履修

状況 か らよ り明確 に位置づ けて いきたい。

参 考文献

1)単 年度 毎 に報告 書発行。例 えば',理 数長期

追跡 研究 グループ(1995)「 理 数調査 報告書一

平成6年 度研究成果 お よび調査 集計結 果 一」

文部 省科 研費総合A(代 表:松 原 静郎)中 間

報告 書.国 立教育研 究所.133p.
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1.研 究 の 概 要

1.理 数長期追跡研究概要

1.1研 究 の 目 的

主 として理科 および算数 ・数学の到達度 とそれに影響 を及ぼす と思われ る諸因子 に関 し

て,10才 か ら10数 年間の経年調査 を行 うことによ り,小 ・中 ・高 ・大学および社会人 に至

るまでの,到 達度や科学的態度に対す る諸因子の寄与および変化についての分析を試み る。

たとえば,

① 成績 と興味 ・関心 との相関 はどち らか らの影響 が大 きいのか,ま たそれは学校段階や

学年 とともに変化 するのか。

② 進学観や就職観 と成績 との関連 はどうか。明確 な職業観 を もっている生徒 ほど教科の

成績や興味 ・関心が高 いであろうか。

③ 理科および算数 ・数学の学習や自然科学 に対す る意識は,い つ ごろどのよ うに変化 し

てい くか。

④ 学校時代 に理数 に対 して高 い興味 ・関心 を示 し,学 校内外 で知識 を得 ようとす る者ほ

ど,社 会人 となって も科学や数学の知識を身 につ ける努力を続 けるであろうか。

⑤ 学校時代に獲得 した科学や数学 に対 する興味 ・関心や知識 思考様式 は社会人 となっ

て も役立つであろうか。

⑥ 女子 の理科や数学 に対す る関心 ・態度 や成績 に,就 職や結婚 が及ぼす影響はいかなる

ものであるか。

な どの研究仮説を基 に調査項 目を作成 し,一 連の分析を試 み,教 育改善の資料に供す る。

一般に教育 の影響はす ぐに現れず,先 々にわたって徐 々に現れて くるもの と考え られ るた

め,同 一生徒 に対 して長期間実施する経年調査(毎 年1回)が 必要 である。

なお,本 調 査研究は学校段階 を超えての理数 に関する成績 は もとよ り,理 数の好 き嫌い

など,関 心 ・態度 に関 して も,ま た,そ れ らの相関,さ らには科学に対 して児童 ・生徒が

どのように考えているか,読 み能力 とどの程度関連があるかなど貴重 なデータを もた らす

ものと考 え られ る。

また,本 調査の集団1は 中学校3年 以上で新学習指導要領の対象者 となり,集 団2お よ

び3は 旧学習指導要領の対象者である。 さらに比較集団 として新課程の中2お よび小5で

の調査を加 え,新 旧学習指導要領 の重点 の変化を見 ることも可能 なよう設計するなど,そ

の結果は教育課程の編成,改 訂の資料 にな り得 るもの と考 えている。
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1.2翻 査対 象 校 お よび 調査 時 期

対象地域 としては次の7都 府県 の各1地 域であ り,そ れ ら地域 にある公立校および小 ・

中 ・高等学校を併設す る国立校,私 立校が調査対象校 とされ る。

岩手県,宮 城 県,福 島県,茨 城県,東 京都,山 梨県,大 阪府

調査時期 は毎年9月 始 めか ら11月 末 日までの3か 月間 に調査 して戴 く。

なお,対 象地域 は小学校5年 生 か ら高等学校3年 生 までの8年 間 の追跡調査対象者が1

地域 約100名 以上 になるよ う,こ れまでの進学者数を元 にして見積 り選定 した。

この対象人数 を100名 に設定 したのは,統 計的 な処理 に対 して十分大 きな標本数 にする

ためである。ただ し,国 立校 と私立校ではその数 にはな らないが,大 都市部での調査 とし

て設定 した ものである。

1.3調 査 内容

調査内容 としては,以 下の表に示す とお り児童 ・生徒 に対す る調査(3調 査7種 目),

と学校の先生方に回答をお願 いする調査(2調 査)が ある。

児童 ・生徒 に対 してはそれぞれの調査内容毎 に時間を区切 り,全 体で3校 時 を使 って調

査を実施する。 なお,先 生方に対す る調査 は,時 間制限を設 ける性格 の ものではな く,十

分な時間をかけて回答 をお願いする。なお,生 徒 に対する調査時間については,P.16の 表

2を 参照 のこと。

表1.児 童 ・生 徒 に対 す る調 査

調査 調査種目

① 到達度調査

② 質問紙調査

③ 基礎調査

理科,算 数 ・数学

背景,学 習,科 学 に対す る態度

読 み調査,科 学観調査

表2.学 校 および担 当の先生方に対 する調査

調査 対象

① 学校質問紙

② 教師質問紙

学校長 もしくはそれに代わ る先生

調査対象学年 の理科 および算数 ・

数学担当の先生方全員
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1.4対 象 児 童 ・生 徒 お よび調 査 年次 計 画

本年度 は本調査 と して高等学校第2学 年,比 較集団 と して中学校第2学 年,郵 送票調査

1と して集団2の 高校卒業2年 後 の方を対象 と した。 なお,本 調査では毎年年次繰 り上が

りで追跡調査 している。 また,郵 送票調査 の第1次 集計については別 に報告 した。

表3.調 査年 次計 画

年次 酪鞭 集団1 集団2 集団3 比較集団
1987小 規模調査[1]小6

88小 規模調査[2]中1

4地 域調査 小5

中3

高1

中2

高3

卒業生

高2
189

290

391

492

593

694

了95

896

997

ioss

1199

122000

1301

1402

1503

本調査開始 ①小5

(学校での ②小6

質問紙調査)③ 中1

④中2

⑤中3◇

⑥高1◇

⑦高2◇

⑧高3◇

(郵 送票 で の

調 査1～ 皿)

1:高卒2年後

L躰6年 後

皿:高卒10年後

①中2

②中3

③高1

④高2

⑤高3

進学就職

⑥1

①高2

②高3

進学就職

OI

進学就職

OI

就職他

ｮII

就職他

⑦H

⑧ 皿

就職他

ｮII

◎ 中2◇

◎小5◇

⑤皿

なお,○ 中の数字は同一児童 ・生徒 に対する調査実施回数,◇は新課程対象学年を示す。

本研究 の目的 は,同 一児童 ・生徒を長期的に追跡調査す ることではあるが,以 下のとお

り,毎 年 の調査 それ 自体で意味 を持つ ものであ り,万 が一途 中で調査実施が不可能になっ

た場合 で も,そ れまでの調査が無意味 になることはない。

・毎年 の調査では
,小 ・中 ・高等学校や卒業生の間で同一項 目が設定 されで お り,そ の比

較が可能である。

・2年 目以降は前学年 との比較が可能 となり
,伸 びをみることができる。

・3年 目以降は,小 学校5年 生か ら高等学校3年 生 まで同一地域での結果が揃 った ことに

なり,全 学年での伸 びをみる ことがで きる。

・また,学 校段階がかわった ことによる影響 も見積 ることができる。

・4年 目以降は,3年 前の同一地域同一学年 の生 徒 との比較がで き,3年 前の生徒 との変

化をみることがで きる。

・4年 目以降,卒 業生 に対 して郵送票で実施 され る調査により,卒 業後における影響 をみ

ることができる。

・比較集団 として,7年 目に中2(小5よ り新課程),8年 目に小5(小1よ り新課程)で 調

査を実施することで,新 課程での理数に対す る意識の変容をみることがで きる5
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1.5こ れ までの研究の進行状況お よび今後の予定

本研究 プロジェク トにお ける調査経過 と今後の予定 について表4に 示 す。

表4.本 研究 プ ロジェク トにおける研究経過 および今後の研究予定

時 期 内 容

昭和61年10月 研 究 プ ロ ジェ ク トの発 足

62年1～2月

3月

6～7月

8月

11～12月

各県教育 セ ンターでの説明

第1回 研究委員会議開催

基礎調査(読 解)調 査実施(昭 和62年10月 報告書刊行)

第2回 研究委員会議開催

予備調査 として小規模調査を実施(昭 和63年3月 報告書刊行)

63年1～3月

3月

5～6月

5～8月

9～12月

調査地域 の決定

第3回 研究委員会議開催

算数 ・数学30題 調査実施(平 成元年3月 報告書刊行)

調査地域 での説明会開催(以 後毎年同時期に実施)

予備調査 として4地 域調査,小 規模[2]調 査,郵 送票調査実施

(平成元年 および2年 に報告書刊行)

平成元年2月

9～12月

第4回 研究委員会議開催

第1回 本調査実施(平 成2年3月 報告書刊行)

2年3月

9～11月

第5回 研究委員会議開催

第2回 本調査実施(平 成3年3月 報告書刊行)

3年3月

9～11月

第6回 研究委員会議開催

第3回 本調査実施(平 成4年3月 報告書刊行)

4年3月

9～11月

11月

第7回 研究委員会議開催

第4回 本調査実施(平 成5年3月 報告書刊行)

第1回 郵送票調査1(高 卒2年 後)実施

(平成5年3月 報告書刊行)

5年3月

9～11月

第8回 研究委員会議開催

第5回 本調査実施(平 成6年3月 報告書刊行)

6年3月

9～11月

第9回 研究委員会議開催

第6回 本調査実施(平 成7年3月 報告書刊行)

7年3月

6～8月

7月

8～9月

8～11月

第10回 研究委員会議開催

翻査地域 での説 明会開催

日本科学教育学会第19回 年会論文集 に発表

第2回 郵送票調査1(高 校卒業2年 後)実 施

(平 成8年2月 報告書刊行)

第7回 本調査(高2対 象),比 較調査(中2対 象)実 施

(平成8年3月 報告書刊行)

8年3月

5月

6～8月

8～9月

8～11月

第11回研究委員会議開催

第2次 分析原稿校了予定

調査地域での説明会開催予定

第1回 郵送票調査H(高 校卒業6年 後)実施予定

(平成8年12月 報告書刊行予定)

第8回 本調査(高3対 象),比 較調査(小5対 象)実施予定

(平成9年3月 報告書刊行予定)

9年3月 第12回研究委員会議開催予定
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2.平 成7年 度調査の概要

2,1調 査 目 的

高等学校第2学 年および中学校第2学 年 における理科 および数学の到達度 と科学的態度

に関する調査をとお してそれ らに影響 を及 ぼす教育諸因子等 に関 して,調 査研究 を行 う。

また,「 理数長期追跡研究」 の一環 として,年 次繰 り上が りで調査を進 めることで理科

および算数 ・数学の到達度や科学的態度 に影響 を及ぼす教育諸因子等に関す る縦断的調査

研究(昨 年度以前 の調査 との比較)と,6年 前 および3年 前の同学年(高2お よび中2)生 徒

との比較を行 う。なお,前 回調査 まで旧課程 であったので,新 旧課程 の比較 も試 みる。

2.2謂 査対 象

調査対象は全7地 域であ るが,国 立 と私立 を対象 とした地域を除 く5地 域の,公 立高等

学校 と中学校 の第2学 年 についてのみ本報告書の対象 と し,そ の数 を表1に 示す。 この措

置は国立および私立 と公立 で入学 システムが異な るので,デ ータの持つ意味が複雑になる

ことを避 けるためである。

なお,今 年度は新課程の比較集団 と して中学校第2学 年 において も調査 を実施 したが,

各地域1校(1地 域 のみ2校)に おいて調査 している。 これは追跡対象集団ではないので,

各地域150名 程度 の対象者が見込 まれ るよ うに設計 した ことによる。

表1.調 査対象生徒数

中学校第2学 年 高等学校第2学 年

質 問 紙1,数 学 調 査

質 問 紙H,理 科 調 査

質 問 紙 皿

1308名

1298名

1299名

2273名

2296名

2303名

2.3調 査時 期

調査時期 は調査校の要請 により開始時期を早 め,平 成7年8月 下旬 より11月 末 日の間の

3校 時である。なお,一 部 の学校では調査が完了せず,12月 に も調査 を継続 してい る。

2.4調 査 内容

生徒 に対 する調査種 目にっ いては,表2に 示 すとお りであ る。なお,質 問紙 については

「読 み」を除 いて,時 間不足 による無回答を減 らすため,適 宜時間の伸縮を可能 とした。

また,生 徒調査に学校 および教師質問紙を加 えた全調査項 目と,生 徒調査 については各

項 目の反応率 とを第3章 に示 してある。
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表2.調 査 種 目お よび 調査 時 間

調査群 調査種目 調査時間 調査種目 調査時間

A質 問紙1(背 景 ・学習)約15分 数学調査 25分

B質 問紙H(態 度) 約15分 理科調査 25分

C質 問紙 皿(読 み) 15分 質問紙皿(科 学観)約25分

なお,高 校では調査群Cの 前に履修科 目調査(約5分)を 実施 している。

2.5調 査 実施 の手 引 き

調査校 に依頼 した,調 査実施 に際 しての要項 を次に示す。

[平成7年 度]理 数長期追跡研究 調 査 実 施 の 手 引 き

学校質問紙 ・教師質問紙

[今 年度の調査対象学年は 高2,中2で す]

① 調査の種類 とご回答戴 く方は次のとおりです。

種 類 対 象

学校質問紙 学校長,ま たは,そ れ に代わ る方(例 え

ば,教 頭,教 務主任 の方)

教師質問紙 調査対象学年(高2,中2)の 数学または理科を

(履修状況調査)担 当されている先生方全員。

② 回答 しに くい項 目もあ るとは思い ますが,調 査用紙お もての回

答の しかた に したが って,必 ず答えて くだ さい。

なお,お 答え戴いた事項 につ いて は,本 調査 の目的以外には使

用致 しません し,個 々の項 目に対す る回答者がわか るような発表

の しかた は一切致 しません。

③ 各項目に対する回答は直接調査用紙にご記入ください。

なお,教 師質問紙中の履修状況調査については,担 当されてい

る教科または科目についてご回答をお願い致 します。

ただし,調 査対象学年で実施 していない教科ない し科 目がある

場合は,先 生方で ご相談の上 履修状況調査 にご回答戴き,ま た,

その旨お知 らせ戴 きます ようお願い致 します。

④ ご記入戴いた調査用紙(学 校質問紙;1部,教 師質問紙;担 当

者数分)は,生 徒対象の調査用紙等と共に,国 立教育研究所宛ご

返送戴きますようお願い致 します。
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[平成7年 度]理 数長期追跡研究 調 査 実 施 の 手 引 き

生 徒 調 査

〔本年度の調査対象学年は 高2,中2]

(1)調 査 の種類 と調査に要す る時間は次のとお りです。

ただ し,各 時閤のは じめに5分 程度の説明時間を見込んで ください。

調査用紙と

調 査 カー ドの色 回答面 項目数 調査時間

調査A質 問紙1緑 色 おもて40題

算数 ・数学問題 うら20題

約15分

25分

調査B質 問紙H

理科問題

紫色 おもて40題

うら20題

約15分

25分

高校のみ履修科目調査 うら 19題 約5分
調査C質 問紙皿(1～20)茶 色 おもて20題

(21～35)お もて15題

15分

約25分

注)調 査実施の順序 はこのとお りでな くてもかまいません。

(2)調 査 実施時に調査用紙 と所定 のマークカー ドを配布 して ください。なお,

マ ークカー ドは3色 あ ります。上表 に示 してある色のマークカー ドをそれぞ

れの調査において配布 して ください。

(3)回 答 はマー クカー ドに記入す ることにな っていますので,時 間の はじめに

マークカー ドでの回答 の しかたを指導 して ください。

① いずれの項 目もすべて選択肢か ら選ぷようにな っています。適当と思 う

記号 を,H～2Bの 鉛筆 で右の正 しい例 のようにぬ らせて ください。

② マークカー ドのおもてには40題 分の欄,う らには20題 分の欄があ り,

調査AとBで はすべての欄を使います。調査Cで はカー ドの おもては35

欄 だけを使い,最 後の5欄 が空欄とな りますので,生 徒に注意をさせて く

ださい。なお,高 校ではまず履修科 目調査を実施 しますが,そ の回答はカ

ー ドの 「うら」の1～19欄 を 使い
,最 後の1欄 が空欄 とな ります。

(4)マ ー クカー ドでは 「おもて」の調査時には,学 校名,学 年,組,番 号,氏

名を記入 させ,男 女 と質問紙の番号(1・H・ 皿)に っいては該当するもの

を○で囲 ませて ください。 調査Cで は続いてうらも記入させて くだ さい。

(5)「 う ら」の調査時には次 の記入の しかたについて説明 して ください。

①男女 と調査の記号(数 ・理 ・質)に ついては該当する ものを○で囲む ように

させて ください。数学調査;「 数」,理 科調査;「 理」,調 査C;「 質 」

② 「氏名の頭文字」の 「みょうじ」と 「なまえ」 とは,氏 名 それぞれをひ ら

がなで書 いた ときの最初の文字を指 します。た とえば,湯 川秀樹 であれば

「み ょうじ」は 「ゆ」,「 なまえ」は 「ひ」 とな ります。

③ 「誕生日」は,本 人の誕生月 日を記入 させて ください。なお,調 査当日の

日付 とよ く間違え ますので,生 徒に注意 させて ください。

(6)調 査 を開始する前に,調 査用紙の表紙にある 「注意」を,生 徒の理解 を助

けるため,必 要 に応 じて読み上げて くだ さい。

(7)調 査 時間 に従 って調査を実施 して くだ さい。ただ し,調 査時間に"約 國のつ

いている調査では,進 み具合によって適宜時間を調節 して くだ さい。

(8)各 調 査(A～C)終 了後はマークカー ド裏表両面の氏名等がすべて記入 され

ていることを確認 させてか ら,調 査用紙と共に回収 して くだ さい。

◎ 調査用紙およびマークカー ドの返送につ いて

回収 したマークカー ドと調査用紙 は共に,同 封 の着払い用紙を使 ってペ リカ

ン便で11月 末 までにご返送 くだ さいますようお願い致 します。

また,調 査対象生徒の名簿(名 票)も 指定 の封筒に入れ,ペ リカ ン便に同

封 して くだ さい。

なお,本 調査に関する連絡 は下記にお願い します。

連絡先;@153東 京都 目黒区下 目黒6-5-22

国 立教育硯究所 松 原 静 郎 または猿 田 祐 嗣

昼03-5721-5083,5078FaxO3-3714-7073

(お もて)
学校 年 組 番 名前

一 丁而而:而面
嗣 稠稠羽燗羽羽下 稠iむ稠羽弱羽

鵬棚…糊糊調糊藩1棚翻 織 詔
園稠 欄.嗣 稠 胴 鯛 司鯛 司羽 稠 翻 鯛 胴 胴 司・

欄 銅 細 欄 鋤 欄 』』羅 遇糟

耀 灘雛 灘 醐
甲 太 ぬ
心 め り
に の つ
ひ 線 ぶ

く を す

正 しいぬ り方の例

き
れ
い

に

は
み
だ
す

力 短 ○ よ 二 う
ナ す を く つ す

を ぎ っ い消 ぬ す
ぬ る け なえ る ぎ

る る いて る

よ くないぬ り方 の例



II.調 査 の 結 果 と考 察

1.理 科 網 査 の結 果 と考 察

1.1理 科 調 査 結 果 概 要

(ユ)問 題選択 の背景

理科問題選 択 にあた っては,

①各学年 ともに,内 容領域 と しては,物 理 ・化学 ・生物 ・地学 の4領 域 それぞれ5題 ずつ

とし,さ らに,こ れ ら5題 はIEA第1回 国際理科教育調査 の目標分類 に倣 い,知 識 ・

理解 ・応用 ・高次 の過程 ・実 験の5つ の目標領域 に1題 ずつ属 す るようにす る。

②学年間 で共通 の問題 を ローテー ションで配置 す る(表1参 照)。

③予備謁 査 の正答率 を もとに,各 学年 と も20題 の平均 正答率が60%程 度 となるよ うに問題

の選択 を行 う。

の3点 に基 づ き,問 題選 定を行 った。

表1学 年間共通問題か らみた理科問題の構成

対象学年
ノ、子5

小学6年
中学1年

中学2年

中学3年

高校1年
高校2年

高校3年

物理領域

A

B

C

A

B

C

A

B

注1)ゴ シ

鰐1応 用;高次:鐵

A3:A41A5:A

B3.AA.BSB

C31C4:B51A

D寓CJD`8

C31E41D5E

Da:EcFs:F

GゴG`;FピE

H3:G41H5;F

化学領域
煽i廓

As.A

B3.B

C31C

D練A

C3:B

D3iC

C,iA

D31B

鯛i漱 灘
A5:A4:A2

BまA4iB2

B尋C41A2

D乱C4B

D§E41A2

F嘆E4;B2

FぶG6G

Hs:GcHz

生物領域
臓!囎

A

B

;A

,B

C31C

D31A

Cs.B

D31C

G,;B

C,:H

鰍 漱i鍛
A51A

BまA

BdC

D蝿C

D歴E

Fb;E
F郵G

Hs;G

A2

Bz

A2

.g

E,

Az

Bs

.Az

ソク部分は,今 回の調査で実施した問題である。

地学領域
臆1囎i鯛i漱:鶏

A31A

B3.B

:A51A

iB5iA
C31A2;B51C

DまB21D風C

C31A21D51E

D31B2:F5:E

.A

,B

.C

lA

B

lC

C,iGxiF,.GaiA

Dz:Hz:Hs:GcB

年間共通問題
小5を1仲2津3滴1滴2

4ii
44

4胴
24e4

11瑳5昼4

32244

1;3瑳 瑳4;414

(2)本 調 査の結果 につ いて

ここで は中 ・高 を通 した全体的 な傾 向 につ いてのみ述 べ る。

表2に,各 学年 の内容 お よび目標 領域別 の平均正答率 を掲 げた。 また,今 回 と同一 の問

題 を第1年 次(平 成 元年 度)に 集 団2(中2)と 集 団3(高2)を 対象 として,第4年 次

(平 成4年 度)に 集 団1(中2)と 集団2(高2)を 対象 と して同一 の問題を実施 して い

る。 そ こで,前 々回の第1年 次調 査結果お よび前 回の第4年 次調査結果 と今回の第7年 次

調査結果 を比較 す るた めに,前 々回 と前回 の結 果を合わせ て掲 げた。 表2よ り,

① 今回(第7年 次)の 全問題 の平均正答率 は,中2,高2と もに55%で あ った。

② 内容領域 につ いて は,中2の 物理が60%で 最 も平均正答率 が高 く,地 学56%,化 学54

%,生 物49%の 順 とな って いる。高2で は,化 学が58%で 最 も高 い一方 で,地 学 が49%

で50%を 下回 って い る。

③ 目標領域 につ いては,中2の 理解 が64%で 最 も高 く,他 の領域はすべ て50%台 である。
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高2で は,理 解67%,実 験57%,知 識60%,高 次 の過程50%と 約50%以 上で あるのに対

して,応 用 は41%で50%を 大 きく下回 って いる。

④ 前 々回 の第1年 次調査 と前回 の第4年 次調査 の平 均正答率 を比較 した結果,中2で は

内容領域,目 標 領域 と もにすべての領域 で前 々回,前 回 を下回 って いる。全体 として も

前 々回 よ り5%,前 回 よ りも4%下 回 ってい る。高2で は,全 体 と して は前 々回よ りも

約2%,前 回 よ り も約1%下 回 って いるが,領 域 によ っては前 々回,前 回 を上 回 ってい

る もの もあ り,特 に知識領域 では前 々回 よ りも約8%,前 回 より もを約1%ほ ど上 回 っ

て い る。

表2各 学年 の内容 ・目標別 平均正答率(%)

内容領域 目標領域

学年 年次 物理 化学 生物 地学 知識 理解 応用 高次 実験 全体

中21年 次61.459.854.263.458.770.059.354.356.359.7

4年 次61.358.053.761.358.767.358.353.355.258.6

7年 次59.854.149.355.655.663.753.451.149.954.7

高21年 次59.060.259.146.852.967.741.456.563.156,3

4年 次55.260.757.947.959.065.940.851.260.455.4

7年 次55.858.456.348.760.466.540.549.757.054.8

注)高 次 とは,高 次 の過程 を示 す。
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1.2中 学 校 理 科

(1)全 体 的 な傾 向

今 回 の 調 査 の 内 容 ・目標 領 域 別 平 均 正 答 率 を表1に 示 した。 内容 領 域 か らみ た 場 合,正

答 率 は 「物 理 」 が60%と 最 も高 く,「 地 学 」(56%),「 化 学 」(54%),「 生 物 」(49

%)の 順 に な って い る。 ま た,目 標 領 域 か らみ た場 合,「 理 解 」 が64%と 最 も高 く,次 い

で .「知 識 」(56%),「 応 用 」(53%),「 高 次 」(51%),「 実 験 」(50%)の 順 の 正

答 率 とな る。 各 問 題 につ い て み る と,問 題 の 難 易 度 に もよ るが,正 答 率 の高 い 問 題 は 「物

理 ・応 用 」(81%),「 生 物 ・理 解 」(75%),「 物 理 ・理 解 」(71%),「 地 学 ・知 識 」

(71%)の4題 で あ り,「 化 学 」 に は 正 答 率 の 高 い問 題 は見 られ な い。 ま た,正 答 率 の 低

い問 題 は,「 生 物 ・知 識 」(29%),「 物 理 ・実 験 」(29%) ,「 生 物 ・応 用 」(38%)

を含 め て10題 あ る。 そ の他 の 問題 の 正 答 率 は50～70%の 範 囲 内 に あ る。 全 体 と して55%の

正 答 率 で あ る。 第1年 次 調 査 の 中2(60%),第4年 次 調 査 の 中2(59%)と 比較 す る と,

今 回 は 全 体 的 に正 答 率 は低 い と いえ る。 以 下,第1年 次 調 査,第4年 次 調 査 の 中2の 結 果

と比較 す る。

表1内 容 ・目標 領 域 別 平 均正 答 率(%)一 中2一

物 理

化 学

生 物

地 学

計

知識

67.6

54.7

28.9

71.0

55.6

理解

71.3

ss.i

74.8

42.4

63.7

応用

81.2

44.8

38.0

49.6

53.4

高次

49.4

40.1

47.8

67.1

51.1

実験

29.3

64.9

57.2

48.0

49.9

計

59.8

54.1

49.3

55.6

54.7

(2)正 答率 によ る問題分析

各問題 ご との正答率 を表2に 示 した。 これ によ り,次 の3段 階 に分 け,各 段階 ごとの考

察を試み た。

a)正 答率 の高 い問題 ・… 正答率70%以 上[4題]

b)正 答率 の中程度の問題 ・・正答率50%以 上70%未 満[6題]

c)正 答率 の低 い問題 ・… 正答率50%未 満[10題]

a)正 答率の高 い問題

ここには,(4)(5)(7)(9)の4題 が該当す る。

(4)は,天 気図記号 の問題で ある。 中2で 履修 するが調 査時は まだ学習 されて いない こ

とが,履 修率13%か らうかがえ る。 この点か ら考 え ると,正 答率71%は 高 く,風 向 と風力

の記号 は,読 み取 りやす い記号 といえ る。第1年 次調 査(73%)と 第4年 次調 査(71%)

とほぼ同 じ正答率 であ る。(5)は,地 球 と月 の重力 の違 いを問 う問題 であ る。中1で 履修

したばか りで履修率 も高 く,正 答率71%は 妥 当であ る。第1年 次調査,第4年 次調査 と も

に73%の 正答率で あ るの に対 し,今 回の正答率 は2%低 くな って い る。(7)は,牛 乳 の保

存 の問題 で ある。履修率 は25%と 低 い ものの,牛 乳 の腐 敗 は細菌 によ ってお こ り,そ の細
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表2平 均 正 答 率 一 中2一

内

容

物

理

化

学

生

物

地

学

目

標

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

問

題

番

号

1

5

9

13

17

2

6

10

14

18

3

7

11

15

19

9

8

12

16

20

問 題 の 内 容 反 応 率(%) 笏 正答

[]誤 答

■■■ 無答

金属管の長 さと音の高低
67.6

地 球 と 月 の 重 力

ゴ ム ま り の 弾 性

32.3U.1

T1.3

81.2

28.90.

99.9

18.60,

50,10,

水 の 温 度 変 化

29.3 70.1 0

気 体 の 圧 力 変 化

59.7

66.1

9.8

90.1

45.10,

亜 鉛 と 硫 黄 の 化 合

鉄 の 酸 化 反 応

物 質 の 性 質

食 塩 水 の 濃 度

33.TO,

59.60.

59.TO.

混 合 物 の 分 離
34.50.

生 殖 の 過 程
70,9 0,

牛 乳 の 保 存
.oo.

38.0

47.8

57.2

si.s

血 液 中 の 酵 素
o,

予 防 接 種 の 効 果
1.8 o.

動 物 の 吸 収
92.30.

天 気 図 記 号
8.60,

42.9

99.6

5T.9 o.

太 陽 高 度 と 気 温

履

修

状

況

中1

小6

小4

中2

中2

中2

小5

小5

高

中2

中2

中2

小6

50.00.,

フ ェ ー ン 現 象

高 い 山 で 貝 化 石
32.90.

51.5Q.
太 陽 の 動 き と か げ

高

中3

小6

履

修

率

(%)

100

100

62.5

75.0

87.5

75.0

75.0

62.5

100

ioo

12.5

25.0

37.5

25.0

50.0

12.5

75.0

12.5

25.0

100

正予

答想

率平

(%)均

45.0

60.0

50.0

35,0

27.5

42.5

45.0

22.5

62.5

50.0

15.7

40.0

15.0

22.5

42.5

22.5

ao.o

15.0

27.5

60.0
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菌 の働 きは温 度に よって左右 され ることが,日 常経験で理解 され ていたため,75%の 高 い

正答率 が得 られた。 しか し,過 去2回 の調 査(第1年 次調査 ・第4年 次調査)は80%を 越

える正答率 であ ることを考え る と,決 して高 い数字で あるとは言 えない。(9)は ,ゴ ムま

りの弾性 の問題 であ る。 この問題 も,学 校 では扱われ ないが,日 常経験 か ら正答(81%)

が導 けた もの と思 われ る。

b)正 答率 の中程度 の問題

ここには,(1)(2)(6)(16)(18)(19)の6題 が該当す る。

(1)は,金 属管 の長 さと音の高低 の問題 であ る。長 さによ って音の高 さが変化 する こと

は89%の 生徒 は理解 してい るが,長 い金属 管の方が,高 い音 なのか,低 い音 なのか は知識

と して定着 していないよ うで ある。履修率 が,第1年 次調査が41% ,第4年 次調査 が30%

に対 して,今 回 の調査 では100%で あ る。指導要 領の改訂 にと もな って,音 を中1で 扱 う

よ うになった関係 であろ うか。 その割 には,正 答率は,過 去2回 の調査 とあま り変 わ りは

ない。(2)は,亜 鉛 と硫黄 の化合 の問題 であ る。履修率が,第4年 次調 査 と比較 す ると96

%か ら75%に 下 が ってい る。中2で 学習 す るはずで あるが,定 比例 の法 則が定着 していな

いため,誤 答 力の 「2倍 の硫黄を含 む … 」を選ぶ生徒 が,過 去2回 の調 査同様,19%

い る。(6)は,鉄 の酸化反 応の問題で あ る。鉄 が さびるとい う現象 が窒素 や二酸 化炭 素 と

ふれ ることによ るもの と考 えて いる生徒 が22%い る。鉄の酸化 は,以 前 は中1で 学 習 して

いたが,新 指導要 領では中2で 学習 するよ うにな ったた め,正 答率 は上 が るはずであ るが,

第1年 次調査(74%),第4年 次調査(71%),今 回の調査(66%)と 年 を追 うごとに低

くな ってい る。(16)は,高 い山 で見つ か る貝化 石の問題で ある。 中3で 履修 す る内容で履

修率 も25%と 低 いが,化 石 につ いては小6で 学 習 して いることか ら,正 答率67%は 妥 当で

あ る。過去2回 の調査での正答率 は,70%を 越 えて いたが,今 回 はそれ を下回 る結 果で あ

る。(18)は,ろ 過 に必要 な実験器具 を問 う問題 であ る。小5お よび中2で 学習 してい るこ

とが履修率100%か らもうかが え る。 メス シ リンダーを含んで いる誤答 を選択 す る生 徒が

25%見 られ,い ろい ろな実 験で のメス シ リンダーの印象が強 く残 っている もの と思 われ る。

(16)の 問題同様,過 去2回 の調査 の正答率 が70%を 越えて い るのに対 し,65%と 低 い。

(19)は,動 物 の呼吸 の問題 で ある。誤答 にば らつ きが み られ,実 験 の内容が理解で きず に

答 えた生 徒が42%も いる。正 答率57%は,過 去2回 の調査 の正答率 よ りも3～4%低 い。

c)正 答 率 の低 い 問 題

こ こに は,(3)(8)(10)(11)(12)(13)(14)(15)(17)(20)の10題 が該 当 す る。

(3)は,生 殖 の過 程 の 問 題 で,高 校 の 理 科1.で 履 修 す る 内容 で あ る。 履 修 率 も13%と 低

く,配 偶 子 は 中学 校 で は扱 って い な い言 葉 で,誤 答 セの 「精 子 が卵 細 胞 に達 す る こと」 を

選 ぶ 生 徒 が55%い る こ と は 当然 で あ る。 正 答 率29%は,過 去2回 の調 査 の 正 答 率 よ り も10

%低 い。(8)は,太 陽 高 度 と気 温 の 関 係 を問 う問題 で あ る。 小6で,観 察 を通 して 学 習 し

て い る はず で あ るが,誤 答 キ を選 ぶ生 徒 が38%も い る こ と か ら,太 陽高 度 の ピー ク と気 温

の ピー クが 一 致 して い る と思 う生 徒 が 多 い こ とが うか が え る。 正 答 率 が,第1年 次 調 査

(50%),第4年 次調 査(45%),今 回 の 調 査(42%)と だ ん だ ん と低 くな って きて い る。

自然 にふ れ る機 会 が少 な くな って きて い る の で あ ろ うか 。(10)は,物 質 の 性 質 を問 う問 題
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で ある。開 いた系での化合 ・分 解の場合,質 量 が変わ る ことを理解 して いない生徒 が38%

もいる。表 の中に,ほ か の要素 も含 まれて い るため に,判 断 しに くい。正答率45%は,過

去2回 の調査 の正 答率 よ りも約4%低 い。(11)は,高 地 に住 む人 の赤血 球数が多 い理 由を

問 う問題 であ る。赤 血球の はた らきにつ いては中2で 履修す るが,そ の応用 と しては難解

で,読 解力が必要 とされ る問題 であ る。選択肢 クとケで は,空 気 が薄 いのか,酸 素 の割合

が少 ないのか の違 いを読 み と らねばな らない。誤答 ケが25%と 多 いのはそのた めで あろ う。

正 答率38%は,過 去2回 の調査 の正答率 と大 きな差 はな い。(12)は,フ ェー ン現象 を問 う

問題であ る。高校 で履修 す る予定 であ る。正答率 は,過 去2回 の調査 では,ど ち らも65%

であ るの に,今 回 は50%と な り,15%も 低 い。(13)は,水 の温度変化 の問題 で ある。小6

で履 修 して いる。二 つの違 う温度 の水 が接 す ると最終 的には同 じ温度 にな ることは理解 さ

れて いるが,ど のよ うに同 じ温度 にな るかは理解 されていな い。正答率 は,過 去2回 の調

査(47%・46%)と 比較 して最高 であ り,49%を 示 す。最高 を示す のは,こ の問題 が唯一

であ る。(14)は,食 塩水 の蒸 発後 の濃度 を問 う問題 であ る。 水の蒸発 とと もに食塩 も蒸発

す ると考 えて いる生徒 が28%と 多 い。正答率 は,第1年 次調 査(48%),第4年 次調査(4

2%),今 回 の調査(40%)と,だ んだん と落 ちて きてい る。(15)は ,予 防接種 の効果の

実験 の問題で ある。今 までの実験 の中で,対 照 実験の認識が あ る程度 で きてい るため,48

%の 正 答率 とな った もの と思われ る。過去2回 の調 査では,52～53%の 正答率 であ り,5

%ほ ど低 い。(17)は,気 体の圧力変化 の問題 であ る。空 気が多 いよ りも,水 の多 い方が勢

いよ く飛 び出す と考 えた生徒 が,56%も いる。液体 と気体 の温度変化 による体積変化の違

いが理解 されて いない。 この問題の正答率 も,第1年 次調 査(36%) ,第4年 次調査(32

%),今 回の調査(29%)と,だ んだん と落 ちて きてい る。(20)は,太 陽 の動 きと影の問

題 であ る。小6で 履修 してい る。履修率 は100%で,予 想正答率 も60%と 高 いが,正 答率

は予想正答率 を22%も 下回 ってい る。 この問題 の正 答率 も,第1年 次調査(58%) ,第4

年次調査(53%),今 回 の調 査(48%)と,5%ず つ落 ちて きてい る。

(3)生 徒 の正答率 と教師 の予想 ・履修率 との比較

表3に,生 徒 の正答率 と教 師の予想正答率 およびそれ らの差 を掲 げた。

表3生 徒 の正 答率 と教師 の予想(%)一 中2一

領 域

内

容

目

標

物 理

化 学

生 物

地 学

知 識

理 解

応 用

高 次

実 験

計

生徒の正答率

59.8

54.1

49.3

55.6

55.6

63.7

53.4

51.1

49.9

54.7

教師の予想

43.5

44.5

27.1

33.0

31.9

46.3

25.6

36.9

45.0

37.0

差

16.3

9.6

22.2

22.6

24.2

17.4

27.8

14.2

4.9

17.7

一23一



全 体 的 に見 る と正 答 率 は 教 師 の予 想 を か な り上 回 って お り,特 に差 が 目立 つ の は,内 容

領 域 で は地 学 の23%お よ び生 物 の22%,目 標 領 域 で は応 用 の28%お よ び知 識 の24%で あ る。

各 問 題 で 見 る と,正 答 率 が 教 師 の 予 想 を下 回 った問 題 は,(14)化 学 ・高 次 と(20)地 学 ・実

験 の2題 で,他 は全 て上 回 って い る。 特 に,30%以 上,上 回 った 問 題 は,(4)地 学 ・知 識,

(7)生 物 ・理 解,(9)物 理 ・応 用,(12)地 学 ・応 用,(16)地 学 ・高 次 で あ り,地 学 の 問 題

に3題 あ り,化 学 に は な い 。 履 修 率 との比 較 で は,正 答 率 が 履 修率 を 上 回 った問 題 は ,物

理 に1題,生 物 に5題,地 学 に3題 あ り,第2分 野 に多 い 。 これ らは 日常 生 活 の範 囲 内 で

考 え られ る問 題 だ か らで あ る と思 わ れ る。 正 答 率 が履 修 率 を40%以 上 下 回 った問 題 は,

(14)(17)(20)の3題 で あ る。 履 修 したか ら とい って で き る とは 限 らず,難 解 な問 題 で あ る

と いえ よ う。

(4)第1年 次調査 と第4年 次調査 との比較

平成 元年度 に同 じ問題 で行 なわれた第1年 次調査 と,第4年 次調査 との比較 を表4に 示

した。 表4は,今 回 の正答率 と前回 の正答率 の差 を示 して いる。今回 の正答率 が,前 回 の

正答率 を下回 った場合 はマイ ナスで示す。上段 は,第1年 次調査 との比較,下 段 は,第4

年次調査 との比較 であ る。 全体的 にみ る と,正 答率 の平 均 は,今 回 が54.7%,1年 次調査

が59.7%で,第4年 次調査 が58.6%で,だ んだん と下 が って いる。正答率 を内容領域 か ら

みた場合,物 理 は2%の 差 であ るが,地 学 の第1次 調 査 との差が8%と 大 き く下回 ってい

る。 目標領 域か らみた場合,す べてが下回 ってい る。第1次 調査 との差 は,理 解 と実 験が

6%と 大 き く,応 用,高 次,知 識の順で小 さくな る。 また,平 成4年 度 の調 査 との差 は,

第1次 調査 ほど大 きくないが,実 験 の5%を 筆頭 に,応 用,理 解,知 識,高 次 の順にな っ

て いる。各問題 についてみ ると,今 回 の調査 の正答率 が上回 って いるのは,(13)物 理 ・高

次 であ り,第1次 調査(3%),第4年 次調査(4%)の わずか な差 にな ってい る。 また,

(11)生 物 ・応 用が,第4年 次調査 を2%上 回 ってい る。その ほか はすべ て今回 の調査 が,

下回 ってい る。特 に大 き く下回 って い るのは,(12)地 学 ・応用 の15%で あ る。

表4内 容 ・目標領域別平均正答率 の他の隔査 との比較(%)一 中2一

物理

化学

生物

地学

計

知識

0.7
-2 .8

一2
.5

-0
.7

一8
.7

-7
.5

一2
.1

-0
.3

一3
.1

-3
.1

理解
一1
.7

-1
.5

一7
.5

-4
.5

一8
.5

-6
.5

一7
.8

-2
.1

一6
.3

-3
.6

応用
一3
.6

-2
.8

一4
.3

-3
.6

一 〇
.s

2.2

一15
.1

-15
.5

一5
.9

-4
.9

高次

2.8

3.9

一7
.6

一 乞
.1

一3
.7

-5
.3

一4
.2

-5
.2

一3
.2

-2
.2

実験
一6
.6

-3
.0

一s
.s

-8
.9

一2
.9

-4
.5

一9
.8

-5
.3

一6
.9

-5
.3

計
一i
.s

-1
.5

一5
.7

-3
.9

一4
.9

-4
.9

一7
.8

-5
.7

一5
.0

-3
.9

注)上 段 は第1年 次調査 との比較,下 段 は第4年 次調査 との比較で ある。
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1.3高 等 学 校 理 科

(1)全 体的 な傾向

今回 の調 査内容 ・目標領域 別平均正答率 を表1に 示 した。 また,各 問題毎 の正答率 を表

2に 示 した。 なお,今 回 は平 成4年 度,平 成 元年度の理数調 査報告書 との比較 が可能 であ

ったので,そ の数値を(,)内 に記載 した。 カ ンマの前 が平 成4年 度 ,後 が平成 元年

度の数値 であ る。

表1内 容 ・目標 領 域 別 平 均 正 答 率(%)一 高2一

(,)内 の カ ンマ の前 は平 成4年 度,後 は平 成 元 年 度 の値 で あ る。

物 理

化 学

生 物

地 学

計

知識 理解 応用 高次 実験

71.060.642.342.162.8

(71.3,67.4)(55.9,63.1)(41.3,43.8)(39.9,46.9(67.8,73.8

85.682.921.367.235.1

(86.5,85.3)(85.4,87.5)(22.4,20.5)(69.9,69.9)(39.2,37.8)

34.089.652.444.061.6

(30.1,25.5)(89.5,88.9)(57.4,61.8)(46.8,51.5)(65.9,68.0)

51.032.746.045.368.9

(48.2,33.4)(32.9,31.1)(41.9,39.3)(48.1,57.6)(68.5,72.7)

60.466.540.549.757.0

(59.0,52.9)(65.9,67.7)(40.8,41.4)(51.2,56.5)(60.4,63.1)

計

55.8

(55.2,59.0)

58.4

(60.7,60.2)

56.3

(57.9,59.1)

48.7

(47.9,46.8)

54.8

55.4,56.3)

平均正答率 によ り,問 題 を次の3段 階 に分類 した。

a)正 答率 の高 い問題

b)正 答率 の中程度 の問題 ・

c)正 答率 の低 い問題

正 答率70%以 上

・・…正 答率50%以 上70%未 満

正 答率50%未 満

[4題]

[7題]

[9題]

(4題,4題)

(6題,7題)

(10題,8題)

内容領域

物理

化学

生物

地学

計

正答率高

1(1,1)

2(2,2)

1(1,1)

O(0,1)

4(4,5)

正答率申

2(2,2)

1(1,1)

2(2,3)

2(1,1)

7(6,7)

正答率低

2(2,2)

2(2,2)

2(2,1)

3(4,3)

9(10,8)

平均正答率(%)

55.8(55.2,59.0)

58.4(60.7,60.2)

56.3(57.9,59.1)

48.7(47.9,46.8)

54.8(55.4,56.3)

目標領域

知識

理解

応用

高次

実験

計

正答率高

2(2,1)

2(2,2)

0(0,0)

O(0,0)

OCO,2)

4(4,5)

正答率中

1(0,1)

1(1,1)

1(1,1)

1(1,3)

3(3,1)

7(6,7)

正答率低

1(2,2)

1(1,1)

3(3,3)

3(3,1)

1(1,1)

9(10,8)

平均正答率(%)

60.4(59.0,52.9)

66.5(65.9,67.7)

40.5(40.8,41.4)

49.7(51.2,56.5)

57.0(60.4,63.1)

54.8(55.5,56.3)

上 の表 か らわか るよ うに,平 均正答率 の高 い方か ら順 に並 べた順 位は,内 蓉領域 では化
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表2平 均 正 答 率 一高2一

内

容

物

理

化

学

生

物

地

学

目

標

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

問

題

番

号

1

5

9

13

17

2

s

10

14

18

3

7

ii

15

19

9

8

12

16

20

問 題 の 内 容 反 応 率(%)「 影 正答

[コ 誤答

■ 無答

金属管の長さと音 の高低
71.0

60.6

28.90.1

39,90,1

空 気 の し め る 体 積

92.3

92.1

57.5 0.1
小 石 の 運 動

57.5 o,

熱 の 伝 導

電 気 の 回 路
s2.s 36.70,

鉄 と 硫 黄 の 化 合

鉄 の 酸 化

21.3

85.6

82.9

78,

19.40,

17.00.1

o,

化 合 物 の 燃 焼

化 学 反 応 の 速 さ
67.2 32.70,

35.1

39,0

69.2 o,
フヲ化 スズ(亙)水 溶 液 の 作 り方

遺 伝 子 と 性 の 決 定
ss.o o,

花 と 種 子

葉 か ら の 水 の 蒸 発
52.9

99.O

si,s

51.0

32.7

89.6

97.5

1.20.1

U.1

55.6 o,

植 物 の 器 官 と 呼 吸

37.80,

動物の呼吸と二酸化炭素 の量

地 球 と 月 の 距 離

岩 石 の 生 成 と 仮 定

地 球 と 金 星 の 動 き

地 形 図 と 地 質 構 造

98.8 0.1

67.0 o,

96,0

95,3

太 陽 と か げ

53,8 o.

54.3 o,

68.9 31.10.

履

修

状

況

小5

小4

高

小6

中2

中1

中1

中2

高

高

高

小6

小5

中2

中2

高

中1

高

小6

履

修

率

(%)

42.9

57.6

44.5

34.8

36.4

76.3

81.3

87.5

45.0

48.7

81.3

93.8

75.0

72.9

83.7

22.7

35.2

38.7

20.3

61.3

正予

答想

率平

(%)均

42.1

41.3

43.0

30.8

30.0

48.0

63.0

51.0

34.0

29.0

49.1

si.s

48.2

35.2

46.5

26.3

35.5

36.9

35.5

58.2
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学,生 物,物 理,地 学 で,3回 の調 査 結 果 と も同 じで あ る。 目標 領 域 で は,3回 の 調 査 結

果 と も,平 均 正 答 率 が 最 も高 い の は理 解 で,最 も低 い の は 応 用 で あ る。 平 均 正 答 率 の 高 い

問 題4題 の うち3題 は3回 と も同 じ問題((2),(6),(7))で あ る。 平 均 正 答 率 の 中程 度 の

問 題7題 の うち4題 は3回 と も同 じ問題((5),(11),(14),(19))で あ る。平 均 正 答 率 の 低

い問 題9題 の うち7題 は3回 と も同 じ問 題((3) ,(8),(9),(10),(12),(13),(18))で あ る。

(2)正 答率 によ る問題 の分析

a)正 答 率の高 い問題(正 答率が70%以 上 の問題)

問題(1)(2)(6)(7)の4題 で ある。

(1)は 金属管の長 さと音 の高 低 に関す る問題 であ る。平均正答率 は71%で,平 成4年 度

とほぼ同 じ値 であ る。一方,誤 答 の中で はイ 「最 も短 い金属管 が最 も低 い音 を出す」 が

22%と 多 く,こ の値 も平成4年 度 の21%と ほぼ同 じ値で ある。

(2)は 鉄 と硫黄 の化合 に関 す る問題 で ある。平均正 答率 は86%で,20題 中,2番 目に高

い値で あ る。平 成4年 度,平 成元年 度は87% ,85%で ほぼ同 じ値で ある。 中1で 扱 われて

お り,化 合の例 と して多 くの教科書 が この実験 を載せ てお り,生 徒への定着 も良 く正答率

が高 くな って いる。

(6)は 鉄 の酸 化 に関す る問題 であ る。平均正答率 は83%で,平 成4年 度,平 成 元年度 の

値85%,88%に 比べ下が って きてい る。

(7)は 花 と種子 に関す る問題 であ る。平 均正答率 は90%で,全 問題 中最 も高 い。平成4

年度,平 成元年度 の平 均正答率 はそれぞれ90%,89%で いずれ も全問題 中最 も高 い。

b)正 答率が 中程度 の問題(正 答率が50%以 上70%未 満 の問題)

問題(4)(5)(11)(14)(17)(19)(20)の7題 であ る。

(4)は 地球 と月 の距離 に関す る問題 であ る。平 均正答率 は今回 が最 も高 く51%と なって

い る。平成4年 度 は48%,平 成元年度 は33%と いずれ も低 い問題 に分類 されて いた
。 日本

人宇宙 飛行士 の体験 の情報 が多 く入 って きたために正答率が高 くな った もの と考え られ る。

(5)は 空気 の しめ る体積 に関す る問題 であ る。平 均正答率 は今回 が61%,平 成4年 度が

56%,平 成元年度 が63%と なって いる。誤答 力 「空 気が水 よ り強 く押 してい る」が28%と

比較 的多 いの は,ろ うとの中の水面 に働 く大気圧 を考 慮 しなか ったためであ る。

(11)は 葉か らの水 の蒸発 に関す る間題 であ る。平均 正答率 は今回 が52%で 最 も低 くなっ

てい る。平成4年 度 は57%,平 成 元年度 は62%で 下 が って きて いる。誤答 力が29%と 比較

的多いの は,空 気の出入 りが多 い と水蒸気 の出 る量 が少な いと誤 って考 えたためであ る。

(14)は 化学反応の速 さに関 す る問題で ある。平均正 答率 は今回が67%,平 成4年 度 ,平

成元年 度 と も70%で ほぼ同 じ値 を示 すが,今 回が一番低 い。

(17)は 電気回路 に関 す る問題 であ る。平均正答率 は今 回が63%,平 成4年 度が68%,平

成元年 度が74%と なってお り,約5%ず つ低 くな って きてい る。情報化時代が進 み,電 気

回路 の部 分が ブ ラックボ ックスとして扱われ る傾向 が強 くな って きた ためで ある。

(19)は 動 物の呼吸 と二酸化炭素 の量 に関す る問題 であ る。 この問題 も回を重ね る ごとに

平均正 答率 が低 くなって きてい る。平 均正答率 は今回 が62%,平 成4年 度が66% ,平 成元
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年度 が68%を 示 して いる。

(20)は 太 陽 とか げに関 する問題 であ る。平均正答率 は今回 が68%,平 成4年 度 が69%,

平成元年度 が73%で,今 回が最 も低 くな って いる。

c)正 答率 の低 い問題(正 答率 が50%未 満の問題)

問題(3)(8)(9)(10)(12)(13)(15)(16)(18)の9題 である。

(3)は 遺伝子 と性 の決定 に関 す る問題 で ある。平均正答率 は今回 が34%,平 成4年 度 が

30%,平 成元年度 が26%で,正 答率 が4～5%ず っ増加 している。誤答 ソ 「精子 と卵 の両

方の中 のDNAとRNA」 が45%と,正 答サ 「精子の 中のDNA」 を上回 ってい る。性 の

決定が生殖細胞 の減数 分裂 に関連 してい る事 と体細胞分裂 の区別が は っきりしていないた

めで ある。

(8)は 岩石 の生成 と仮定 に関 す る問 題で ある。平均正答率 は33%で,平 成4年 度,平 成

元年度 の値33%,31%と ほぼ同 じ値 を示 して いる。

(9)は 小石 の運動 に関す る問題 であ る。平均正答率 は42%で,平 成4年 度,平 成元年度

の値41%,44%と ほぼ同 じ値 を示 してい る。

(10)は 化合物 の燃焼 に関す る問題 であ る。平均正答率 は今回,平 成4年 度,平 成元年度

とも20題 中,最 も低 く,そ れ ぞれ21%,22%,21%で あ る。誤 答 ウ 「炭素 と酸素は この物

質の成 分元素であ る」が44%と,正 答 イ 「炭素 と水素 は この物質 の成分元素で ある」 の約

2倍 の値を示 して いる。空気 中での燃 焼 によ り酸素が化合 された事 を見落 と して いるため

であ る。

(12)は 地球 と金星 の動 きに関 す る問題 で ある。平均正答率 は46%で,平 成4年 度 の42%,

平 成元年度 の39%よ りも高 い値 を示 して いる。誤答 シは30%で あ る。

(13)は 熱 の伝導 に関 す る問題 であ る。平均正答率 は,今 回 が42%,平 成4年 度が40%,

平成 元年度が47%と な ってい る。誤 答 ア 「PとQ(間 隔 が1cm)」 が27%と 比較的多 いの

は,問 題 文中の 「単位 の長 さ当た り……」 とい う表現 の解釈 の し間違 い による。

(15)は 植物の器官 と呼吸 に関 す る問題で ある。平均正答率 は今 回が44%と 最 も低 く,平

成4年 度 が47%,平 成元年度 が52%と な って いる。平成元年 度 には,中 程度 の問題 に分類

されていたが,回 を重ね る ごとに正答 率が低下 してい る。

(16)は 地形図 と地質 構造 に関 す る問 題で ある。 この問題 も(15)と 同様 に回 を重 ね るごと

に正答率が低下 してい る。平均正答率 は,今 回が45%,平 成4年 度が48%,平 成元 年度が

58%と な って お り,平 成元年度 には,中 程度 の問題 に分類 されて いた。誤答 イが21%と 比

較 的多 い。

(18)は フ ッ化 スズ(H)水 溶液 の作 り方 に関す る問題 で ある。平均正答率 は,今 回が35%,

平成4年 度が39%,平 成元年度が38%と なってい る。正 答率の低 さは20題 中,4番 目,3

番 目であ る。誤答 シ 「ビーカーの中に フ ッ化 スズ(H)を 入れ,… 」が20%,誤 答セ 「ビー

カー とてん びんを用 いて,… フッ化 スズ(II)を その中に加え る」が15% ,誤 答 ソ 「ビーカ
ーの中で

,フ ッ化 スズ(H)を …」 が14%で,こ れ らの値を合計す る と,49%と な り,正 答

ス 「メスフ ラス コに フ ッ化 スズ(巫)を 入れ…」 の35%を 約14%上 回 ってい る。正確 な濃度

の水溶 液 を作 る時 には,あ らか じめ ビーカー中で溶 かす とい う操作 のみに重 点をお いて考

えたためで ある。
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(3)生 徒の正答率 と教 師の予想正答率 との比較

表3生 徒の正答率 と教 師の予想正答率(%)一 高2一

領 域

内

容

目

標

物 理

化 学

生 物

地 学

知 識

理 解

応 用

高 次

実 験

計

生徒の正答率

55.8(55.2,59.0)

58.4(60.7,60.2)

56.3(57.9,59.1)

48.7(47.9,46.8)

60.4(59.0,52.9)

66.5(65.9,67.7)

40.5(40.8,41.4)

49.7(51.2,56.5)

57.0(60.4,63.ll

54.8(55.4,56.3)

教師の予想

37.4(42.0,39.2)

45.0(52.2,50.9)1

48.1(51.1,44.9)

38.4(45.8,34.7)

差

18.4(13.2,19.8)

13.4(8.5,9.3)

8.2(6.8,14.2)

10.3(2.1,12.1)

41.4(47.7,43.0)

50.4(55.3,52.8)

44.7(46.7,40.9

33.9(43.5,35.1)

40.9(45.9,40.5)

19.0(11.3,9.9)

16.1(10.6,14.9)

)1-4.2(一5.9,0.5)

15.8(7.7,21.4)

16.1(14.5,22.6)

42.2(47.8,42.4)912.6(7.6,13.9)

上 の表 か らわか るよ うに,目 標 領域 の応用以外 は全 て,生 徒の正答率が教師 の予想 を上

回 ってお り,こ の ことは平成4年 度 と同 じで ある。

また,平 成元年度 は,全 ての項 目にわた って生徒 の正 答率 が教師の予想を上回 って いる。
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2.数 学調査の結果 と考察

2.1数 学 翻 査結 果概 要

(1)問 題選択の背景

問題選択の背景 については毎年 ブック レッ トで述べている(ブ ックレット005及 び010が

詳 しい)が,再 度方針をあげると次の通 りであ る。

①出題傾向が偏 らないよ うに,IEA第2回 国際数学教育調査(SIMS)の 内容 ・目標

の2次 元の枠組みを採用 した。

②正答率の伸びをみ るために,学 年に共通 な問題を設定 した。

③過去 の大規模調査 と比較可能 なように,問 題の多 くはSIMSか ら選択 した。

④問題 の難易度が適 切であるよ うに,各 学年の正答率の平均が60%に なるよう想定 し問

題を選択 した。

ところで,各 学年の出題数は20題,し たが って小5か ら高3ま での8年 間で延べ160題

であるが,こ の中には学年 に共通 な問題 が含 まれているので,そ れ らを1題 と数え ると,

算数 ・数学問題の種類は83題 である。 この83題 の中『2及び高2の 内容 ・目標領域別の数を

示 したのが表1で あ る。

今回 の調査対象である中2及 び高2内 容領域別 にみれば,代 数 は中高 ともに6題,幾 何

は中2が6題,高2が5題,解 析 は中2が4題,高2が5題,確 率 ・統計は中高 とも4題

であ る。

表1算 数 ・数学 問題の種類 とその数(題)

代数

幾何

解析

確 ・統

計

計算 理解 応用 分析

2/2/101/2/9

1/1/73/1/6

2/2/61/1/4

0/2/41/1/4

2/1/61/1/4

1/3/61/0/4

0/1/51/1/3

2/1/41/0/1

5/7/276/5/235/6/214/2/12

計

6/6/29

6/5/23

4/5/18

4/4/13

20/20/83

注:表 中の数字 は[中2の 問題数/高2の 問題数/全 体 の問題数]を 表 す。

(2)調 査 の結果

今回の調査で,中2及 び高2の 平均正答率は53%,62%で あり,ま た,教 師の予想の平

均は46%,54%で あ った。教師 は生徒の成績をやや低 く予想 している ものの,そ の違いは

10%以 内である。各問題の予想正答率 を聞 く選択肢が20%の 幅を もってい ることを考え る

と,教 師は生徒の実態 を適切 にと らえているといえる。

表2は これまでの算数 ・数学問題の平均正答率 を,3つ の集団及 び比較集団 ごとにまと

めた ものである。

高2の 平均正答率 は今回が62%,1992年 度が66%,1989年 度が66%で あ り,今 回 はこれ

までより4%ほ ど低 くなっている。中2に つ いては,今 回が53%,1992年 度が56%,1989

年度が55%で あり,3%ほ ど低 くなっている。
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表2算 数 ・数学問題 の平均正答率(%)

学年

団

1

団

2

団

3

較

団

年度

正答率

年度

正答率

年度

正答率

年度

正答率

小5小6中1

198919901991

58.348.852.4

中2

1992

56.1

1989

55.9

中3高1

19931994

52.953.5

19901991

55.158.0

高2

1995

6i.7

1992

65.9

1989

66.3

高3

1993

55.6

1990

58.0

1995

52.8

ただ し,1994年 度か らの高等学校学習指導要領の改訂 の実施 によ り,そ の影響が表 れた

と思われる内容が,高1・ 高2に 含まれてい る。 それは複素数 の計算問題であ り,高2で

71%(1992年 度)か ら48%(1995年 度)へ と低 くなった。実は この問題 は学年間共通問題

であ り,高1で は70%(1991年 度)か ら15%(1994年 度)と 急 に低 くなった。 これは複素

数が 「数学1」(高1で 全員履修)か ら 「数学B」(高2で 選択履修)に 移動 したためで

あ る。 また,導 関数 の計算問題 も高2で63%(1992年 度)か ら31%(1995年 度)へ と低 く

なっている。導関数は従来 「基礎解析」及 び 「数学II」 に含まれていたが,現 在 「数学II」

に含まれてお り,こ れ らの科 目履修の変化や学習時期 の変化が影響 してい ると思 われ る。

中2に ついては,こ れ らと対比 して今回正答率の特 に低 くな った問題はない。

なお,高2の 数学科 目の履修状況 について図1と してあげてお く。

図1数 学科 目の履修状況 一高2一(%)

020

数学H笏/多2i.9笏

数学B12

数学1

数 学A13.7、,

数学皿

数学C

40

了III;1目.'」1

37.8

97.3

so 80

98.6

99.1

1、1,1・17.31; .::∴..

56.7.

(単 位:%)

4.6

100

13,4口1～2校 時

囮3校 時

口4校 時

口5校 時以上

國受 けない

園無答

高校数学の標準単位数 は 「数学1」4単 位(必 修,コ ア),以 下選択履修で 「数学II」

「数学 皿」各3単 位(コ ア),「 数学A」 「数学B」 「数学C」 各2単 位(オ プション)

である。高2で は 「数学II」 「数学B」 を選択履修す ることが期待 され る。

「数学II」 「数学B」 を履修 して いる高2は およそ8割,4割 で ある。 「数学A」 も15

%ほ どの履修が ある。他の科 目の履修はほ とん どない。なお,5校 時以上 「数学II」 「数

学B」 を履修 してい る高2も およそ15%ず ついる。
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2.2中 学 校数 学

今回の調査問題は,第1年 次調査(平 成元年度),第4年 次調査(平 成4年 度)と まっ

た く同 じ調査問題 である。 この報告書の中で も,今 回の調査結果 とともに,第1年 次,第

4年 次の調査 と比較 しなが ら,分 析 して いきたい。

(1)各 問および領域別正答率

表1は 内容 ・目標領域別 に本年次,第1年 次,第4年 次 の平均正答率 をまとめたもので

ある。本年次の各問題 ごとの正答率 は表2と してま とめてある。

本年次は,全 問題 の平均正答率は53%で あ った。内容領域か らみると,「 代数」領域が

60%と 最 も高 く,「 解析」領域が46%と やや低か った。 目標領域 では,「 計算」領域が高

く,「 分析」領域 が低か った。

他の年次 の調査 と比較 すると,本 年次の調査が どの領域 で も,1%～5%低 いことがわ

か る。

表1内 容 ・目標領域別平均正答率(%)一 中2一

代 数

幾 何

解 析

確率 ・統計

計(本年次)

第1年 次

第4年 次

計算

72.8

65.7

59.3

65.9

66.7

ss.s

理解

67.4

45.6

29.3

74.3

51.3

54.5

55.3

応用

51.3

49.3

45.7

48.7

50.0

50.3

分析

46.8

36.8

36.8

54.7

43.8

49.4

48.9

(本 年次)

60.4

48.1

46.2

55.1

52.8

第1年 次

62.9

49.3

50.0

58.8

55.9

第4年 次

63.6

51.2

49.8

58.7

56.1

本年次,第1年 次,第4年 次の各問題 ごとの正答率 を比較 し,グ ラフに表 したのが図1

「各問毎の正答率比較」である。 このグラフを見 ると,グ ラフの変化の形が同 じであ り,

ほぼ3回 の調査の傾向は同 じであ るとみ ることがで きる。調査 の生徒,そ れを指導する教

師が変化 して も,正 答率 はそれほど変化 しないことに,不 思議 さを感 ずる。

次に,各 問題毎の比較 を してい きたい。 これ までの調査では,正 答率が70%以 上の問題

を 「比較的やさ しか った問題」 とし,正 答率が40%未 満の問題 を 「比較的むずか しか った

問題」 と して,分 析 していた。 ここでは,「 比較 的やさ しか った問題」 「比較的むずか し

か った問題」が変化 しているか見て いきたい。 また,前 回2回 の調査 の平均を各問題毎 に

取 り,今 回の調査 との差が5%以 上の問題 を,変 化 があった問題 として,見 ていきたい。

1)比 較的やさ しか った問題

比較的や さしか った問題は,問 題10,問 題16,問 題17,問 題20の4題 であ る。 これまで,

比較的や さしか った問題 に入 っていた問題11の 正答率が67%で,70%を わ っている。問題

11は 分数概念 の基本的 な理解に関わ る問題 である。
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表2各 問 正 答 率 一 中2一

内

容

代

数

幾

何

解

析

確

率

●

統

計

目

標

計

算

理

解

応

用

分

析

計

算

理

解

応

用

分

析

計

算

理

解

分

1析

理

解

応

用

分

析

問

題

番

号

10

19

11

13

15

a

7

5

12

14

1

8

6

20

9

2

17

3

16

is

問 題 反 応 率(%)
笏 正答

[コ 誤答

■ 無答

5x十3y十2x-4y=

急書 と等しい聴 つぎの
中から… …

X2.4

83.3 1豊80.9

33.59.3

上の図で,小 さな正方形はすべ

て同じ大きさである… …

山のふ もとの温度は31度で,頂

上の温度は一7度 … …

46.3

ソーダ水は1本a円 で,そ のあ

きびんを返すと1本 に… …

67.9 31.11.

52.2 1.

56.3

つぎの証明の中に,ま ちがいが

あるとするならば… …

96.8

っぎのア～オのうちで 左の図

形を線対称に移動したら… …

プラスチックで作 られている1

辺lcmの 固 体の… …

幻.8

41.22

52,2 o.

65.T 33.50,

71.7 o.

上 の2つ の 三 角 形 は 合 同 で,

∠A=∠B=80。 ・・・…

55.9 42.7 i.

左の 図で,直 線AB,CDは 平

行である。2つ の角の… …

53,6 44.0 2

左の図の立方体を図の中の3点

A,B,Cを 通る… …

99.3 50.2 o.

直線ABが 直線ACを 軸として

30。の角を保ちながら… …

36.8 62,1 1.1

30は どの数の75%か 。 … …
39.9 59,9 i.

ボーリングの球が毎秒4メ ー トルの

速 さで動 いている。 … …

79.1

xy=1で あ って,xは0よ り

大 きい。 このとき,… …

29.3 69.3

16.29,

1.

第1列1

第2列1-1

36,8 627 o.

上の表とグラフは同じ資料をも

とにしている。… …

79.3 22,33,

環境状況

①中2で学
んだ

②中2まで
に学んだ

つぎのサからソの文の中で,2鳳8

つの ことがらが・…

0

O

②

②

0

C

0

0

①

①

0

②

②

②

②

未 学 習

75.6

未 学 習

9.

未 学 習

太郎の3つ のテス トの成績は,

78点,76点,… …

71.6

上のグラフは,あ る場所の13週

間の降水量をあらわした… …

25.52

59.7 40.6 4,

②

未 学 習

※IEA第2回 国際数学調査での中1で の正答率。()は 高3の 正答率。なお,空 欄はIEAの調査問題と

予 想

平 均

正答率

(%)

69

45

61

si

38

45

53

52

49

42

42

35

45

61

29

36

56

22

53

30

X

IEAの

正 答率

(%)

73.7

68.2

75.4

71.0

61.5

54.7

68.5

35.1

53.2

57.2

Cgo.2)

46.5

84.9

(91.6)

41.7

78.2

81.7

66.9

異なる問題。
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表3第1,4年 次 調査 平 均 と本 年 次調 査 の正 答 率 の差(%)一 中2一

問題番号

差

問題番号

差

1

0

11

一5
.4

2

一7
.5

12

一3
.6

3

2.2

13

一2
.1

4

一3
.8

14

一7
.5

5

1.4

15

一i
.s

6

一 〇
.s

is

一s
.o

7

0.5

17

一4
.3

8

一3
.7

is

一s
.s

9

一2
.3

19

一3
.3

10

一1
.0

20

一4
.9

(差 は,本 年次調査正 答率 一第1,4年 次調査正答率平均値)

問題14は,平 行線 の角の和が180。 にな る組み合わせを求 める

問題 である。 このよ うな補角の問題 は現在あま り指導 されていな

いが,錯 角 や同位角の基本的 な問題 である。、誤答では,右 の図の

ような∠1と ∠8の 組を選択す る生徒が約3%増 えている。

全体的に,誤 答の選択肢 を選んだ割合はどの項 目も増加 してお

り,問 題 では増加 してい る誤答がある事がわか る。

1

8

(2)生 徒 の成績 と教 師 の予 想

本調 査 で は,実 施 校 の教 師 に次 の形 で予 想 正 答率 を選 択 して いた だ いた。

1.20%未 満 で あ る。

2.20%以 上40%未 満 で あ る。

3.40%以 上60%未 満 で あ る。

4.60%以 上80%未 満 で あ る。

5.80%以 上 で あ る。

集計 においては,1～5の 数値 の範囲の中央値を予想正答率 とし,各 問題 について平均

値 を出 した。表4は それをまとめた ものであ り,図2「 教師の予想 と正答率」は正答率 と

予想正答率を比較 した ものであ る。

表4生 徒 の成 績 と教 師 の予 想(%)一 中2一

領 域

内

容

目

標

代 数

幾 何

解 析

確率 ・統計

計 算

理 解

応 用

分 析

計

生徒の成績

60.4

48.1

46.2

55.1

65.9

51.3

48.7

43.8

52.8

教師の予想

53.1

44.6

42.7

40.4

54.6

47.2

43.3

36.6

45.9

差

7.3

3.5

3.5

14.7

11.3

4.1

5.4

7.2

6.9
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図1各 問毎の正答率比較
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問 題

問題10は 第1年 次,第4年 次,本 年次調査 と80%以 上 の正 答率 を出 し続 けている。 この

問題 は,「5x+3y+2x-4y=」 の式の計算である。文字式ではあるが,基 本的な

技能は身 についてい ることがわか る。

2)比 較的むずか しか った問題

比較的 むずか しか った問題は,問 題2,問 題3,問 題5,問 題6,問 題8,問 題9の6

題 であ る。問題2は 今回初 めて40%を 下 回 った。 それ以外 の問題は,過 去の調査 と同 じ問

題 である。

1)と2)で あげ られた問題の分析 にっいては,第1年 次調査,第4年 次調査 と同 じで

あるので,そ れ らを参照 していただ きたい。

3)第1年 次,第4年 次調査 と本年次調査の各問の比較

ここでは,第1,4年 次調査 の各問 の平均正答率 と,本 年次調査の正答率の比較を し,

5%以 上 の差がある問題 について分析 する(表3参 照)。

5%以 上 の差があるのは,問 題2,問 題11,問 題14,問 題16,問 題18の5題 である。

問題2は,1-1+1… と続 く数列 の50番 目の値を答え る問題である。 この問題で

は,第4年 次調査の誤答 と比較す ると,25と 答え る生徒の割合が約5%増 えている。 これ

は,50番 目 とひ く1が25個 あるか ら,単 純 に50-25と 計算 したと思 われ る。

問題11は,分 数概念 の理解 についての問題で ある。誤答については,正 答以外のどの項

目もほぼ1%ず つ高 くなってお り,ど の誤答 が高い とはいえない。

一35一



全体 として,教 師の予想正答率 は生 徒の正答率 よりも低い ことがわか る。 しか し 「確率・

統計」 「計算」領域を除 いては,ほ ぼ生徒の正答率 と5%前 後の違 いであ り,教 師の予想

が的確であることがわか る。

各問題で,教 師の予想正答率が生徒の正答率よ りも大 き く上回 った問題が2題 ある。問

題5と 問題13で あ る。問題5は 立方体の重 さを問 う問題 で,1辺 が2cmの 立方体 の重 さ

を1辺 が1cmの 立方体の重 さの2倍 と して答えた解答が40%も あり,こ れが教師の予想

を大 きく狂わせた要因であ る。問題13は,山 のふ もとと頂上での温度差 を求める問題であ

る。 これ も,ふ もとと頂上の温度の差 をとるところを,頂 上 の温度がマイナスであるため,

そのまま足 して しまった誤答が34%で あったたたあ に,教 師 の予想正答率 と大 きく差が出

た。

図2教 師の予想と正答率
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2.3高 等 学校 数 学

(1)各 問および領域別正答率

領域別の正答率を表1に,各 問 ごとの正答率 を表2に ま とめた。表1を みると,全 問題

の平均正答率 は62%で あった。内容領域 か らみた場合は,「 代数」が45%と 他の領域 に比

べてやや低 い。 この理 由としては,平 成6年 度 か らの新学習指導要領の実施等 によ り,調

査時点でまだ学習 されていない内容の問題が,6題 中3題 も含 まれて いたためであ る。 目

標領域か らみた場合 はそれほど大 きな差 はみ られなか った。

表1内 容 ・目標領域別平均正答率(%)一 高2一

代 数

幾 何

解 析

確率 ・統計

計

計算

52.0

82.4

56.9

83.8

66.8

理解

38.3

84.4

57.4

85.9

so.8

応用

32.9

56.8

78.8

51.8

55.6

分析

59.2

70.5

64.9

計

45.4

67.4

64.1

76.2

61.7

1)比 較 的 や さ しか った 問題

ここで は,正 答率 が70%以 上 の問 題 を 「比 較 的 や さ しか った問題 」 と して考 察 す る。 比

較 的 や さ しか った問 題 の番 号 は,1,2,5,7,12,15,16,17,18で あ る。 問題2を

除 く8題 は,い ず れ も中学 校 まで に学 ん だ 内容 で あ るため高 い正答 率 にな った ので は ない

か と思 わ れ る。

2)比 較的 むずか しか った問題

ここでは,正 答率が50%未 満の問題を 「比較的むずか しか った問題」 と して考察する。

比較的むずか しか った問題 の番号 は,8,11,13,19,20で ある。

問題11に つ いては,直 観的 に正解 を見つけるのが難 しい問題で,論 理的に考え ることが

必要 とされる。格子点の数 と円周上の点の数 とを比較す ることにより無限の意味を考 える

ことになり,こ うした教材 は教科書 などでは取 り上 げ られ る機会が少 ないため,生 徒 は,

かな り戸惑 ったのではないだろ うか。

問題13は,多 項式 の次数 に関す る問題である。 このよ うな代数的な構造につ いて,授 業

中に十分 な時間を とり,説 明 され ることがあまりないのではないだろ うか。単純にm+n

と答 えた生徒が約4割 いたが,問 題 を具体化 して考 えるとい う工夫が あれば間違いに気が

っいたと思われ る。

問題8,20に ついては,お よそ半数 の生徒 にとっては,ま だ学習 されていない内容の問

題であるため正答率 が低か ったのではないかと思われる。
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表2各 問 正 答 率 一 高2一

内

容

代

数

幾

何

解

析

確

率

統

計

目

標

計

算

計

算

理

解

理

解

応

用

分

析

計

算

理

解

応

用

応

用

応

用

計

算

計

算

理

解

応

用

分

析

計

算

計

算

理

解

応

用

問

題

番

号

8

9

10

13

11

9

18

12

1

14

19

5

6

15

2

18

17

7

3

問 題

複素数(1+D2に 等 しいものは,

次 のどれか。

反 応 率(瑠)
笏 正答

[コ 誤答

■■■ 無答

ベクトル乎(1)お よびげ=(8)の 差

ドーぼは,次 のどれか。

4T.5 51.2 1,3

56.9 91.1 2

*

履 修

状 況

儒 は,ど の範囲にあるか。
59,8 95,1

③

③

0,10

Pはxに ついてのm次 の多項式21,8

Qは ■ についてのn次 の …

π,1 1.10

左の図で点Pは 原点0を 中心と

した半径1の 円周上を …

32.9 66.5 1.1 ③

つぎの証明の中に,ま ちがいが

'あ るとするな らば …

59,2 40.50,

上の図において0は 円の中心で

円周の長さが24、 …

上の図で,直 線AB,CDは 平

行である ・…

左の図の立方体を図の中の3点

A,B,Cを 通る平面で …

70.1

瞼4

89.9

17.10,

0

C

15.50,10

直交座標において,点(0,一5)を

通 り,直 線y=2x+3に ・ ・

29,80,1

60.4 39.20.

σλ=蔵(兎=言,o「 ℃=で

とする。 …

39.9 57,0 3.1

O

0

125の20%は い くらになる

か。

82.9

f(X)=3x6+1の と き,

f(x)の 導 関数 は,つ ぎの どれか。

3し3 ss.2

17.50,1

Z

κy=1で あ っ て,xは0よ り

大 きい 。 …

5T.4 926 o,

上の表について,貼nの 関係を

あらわしている等式は,つ ぎの

78.8

③

C

③

0

20.80.9

第1列1,第2列1-1,

第3列1-1十1,…

つぼの中に5つ の黒玉と1っ の

赤玉が入っている。 …

5回 のゲームを行 った。あるチ

ームは1ゲ ームにつき …

ある学校の売店では牛乳やジ'ユ

ースなどの飲物を …

っぎのサからソの文の中で2つ

のことがらが起こる割合が ・・

70.5 2s,so,

51.8

a9.a

83.2

85.9

97,2

15,20.

is.so.

14.50.1

i.

OO

②

O

O

①

v

予 想

平 均

正答率

(%)

43

58

60

28

65

53

72

65

25

s7

35

so

61

67

63

ss

58

IEAの

正答率

C%)

高3

91.7

高3

87.5

中1

19,7

中1

54.7

中1

75.3

中1

57.2

高3

90.9

高3

91.6

中1

62.5

高3

84.8

中1

49.4

中1

41.7

中1

98.9

中1

86.1

中1

73.1

*① 高2以 前て学んだ ②高2で 学んだ ③高2で これから学ぶ
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(2)生 徒の成績 と教師の予想

この調査では,実 施校 の教師に調査問題の予想平均正答率 を次 の選択肢か ら選んで もら

った。

1.20%未 満である。

2.20%以 上40%未 満である。

3.40%以 上60%未 満である。

4.60%以 上80%未 満 である。

5.80%以 上 である。

ここでは,上 の5つ の選択肢の範囲 の中央値 をとって,各 問題につ いて,予 想平均正答

率 の平均 を算出 した(表3)。 この予想平均正答率の平均 を 「教師の予想」 とし,正 答率

を 「生 徒の成績」 と して,そ の関連 を考察 してみる。

①全体に 「教師の予想」 と 「生徒の成績」は,ほ ぼ近い値 になっている。内容領域 におい

て,「 幾何」 と 「確率 ・統計」が,そ れ ぞれ約13%「 生徒の成績」が 「教師の予想」を上

回 っている。 これは,高 等学校以前 で学習 した知識で解 ける問題 が数題 含まれていたか ら

ではないかと思 われる。目標領域においては,「 計算」で開 きが大 きいが,教 師の認識以

上 に生 徒の 「計算」の能力 は高 いのでは ないだろうか。

②個々の問題では,問 題13の 多項式 の次数 に関す る問題 において,「 生徒の成績」が 「教

師の予想」を大 きく下回 って いる。最近の授業では,こ のよ うに代数的 な構造を考える場

面が減 っているのではないだ ろうか。

表3生 徒 の成績 と教師の予想(%)一 高2一

内

容

目

標

領 域

代 数

幾 何

解 析

確率 ・統計

計 算

理 解

応 用

分 析

計

生徒の成績

45.4

67.4

64.1

76.2

ss.a

so.a

55.6

64.9

61.7

教師の予想

47.3

54.5

56.1

63.3

50.9

62.5

48.9

62.9

54.4

差

一1
.9

12.9

8.0

12.9

15.9

一1
.7

s.z

2.0

?.3

(3)第2回 国際数学教育調査 との比較

今回の調査問題20題 の うち15題 は,IEAが 昭和55年 に実施 した第2回 国際数学教育調

査(SIMS)の 問題 と同一 の もので ある。SIMSで 中1で 実施 した もので今回正答率

が下回 った ものは問題17の みで,SIMSで 高3で 実施 した もので今回正答率が上回 った

ものはなか った。(SIMSの 場合,高3は 理科系の大学進学志望者 を対象 に実施 した。)
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(4)過 去の調査 との比較

①今回の調査 と平成 元年度 と平成4年 度 の2回 の調査を比較 を してみて一覧表 にしたのが

表4で ある。

表4過 去 の調 査 との比 較(%)一 高2一

問題

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

19

15

16

17

18

19

20

平均

平成元年

64.9

65.7

43.0

63.9

85.8

62.1

85.9

65.8

69.6

62.3

30.6

87.9

29.7

62.5

86.3

82.6

91.0

84.5

51.8

51.2

66.3

平成4年

65.5

66.9

44.4

64.7

84.1

59.8

86.3

70.8

64.7

57.8

34.6

84.9

29.4

60.0

79.9

83.3

85.8

82.1

50.8

63.1

65.9

平成7年

70.1

70.5

51.8

59.2

82.9

57.9

85.9

47.5

56.4

54.8

32.9

84.4

21.8

60.4

78.0

84.4

83.2

82.4

39.9

31.3

61.7

過去 の2回 の調査 と比 べて,今 回 の調査で顕著 に成績が伸びたのは,問 題3で ある。 そ

の原因 としては,学 習指導要領の改訂 により,確 率 ・統計を数1で 学習 してい るためでは

ないかと思われる。逆 に,問 題8,19,20に つ いては,学 習指導要領の改訂によ り調査時

点でいずれ も未学習のため,正 答率が下が って いるのでは ないかと思われ る。実際 これ ら

の内容 を,生 徒 は 「高2以 前で学んだ,高2で 学んだ」 と回答 してい る教師は40%(問 題

8),24%(問 題19),44%(問 題20)で ある。
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②過去6年 間(小5:平 成元年度,小6:平 成2年 度,中1:平 成3年 度,中2:平 成4

年度,中3:平 成5年 度,高1:平 成6年 度)で 行 った調 査 と各学年 に共通な問題(問 題

1,2,3)を 比較 してみ る。

図1か ら,全 体 には学年が上 がるにつれて ほぼなだ らかに正答率が上 がっていることが

わかる。

問題3(確 率)は,中3か ら高1に かけての伸 びが顕著である。それ以外の学年ではな

だ らかに上昇 している。学習指導要領の改訂 により 「確率」が数学1の 内容 に含 まれたた

あ,そ の影響 もあるのではないか と思われ る。

問題2(数 列)は 中3か ら高1,高1か ら高2に かけて毎年10%程 度上昇 している。高

校では,数 列 を系統的に取 り扱 うので,そ の効果が表れているのではな いかと思 われる。

図1全 学年に共通な問題の正答率

(単 位:%)

100

80

60

40

20

0

口

口

口

ノ、 ノ、 口 慣

一41



3,生 徒質 問紙 調査 の結 果 と考察

3.1背 景:に 関 す る 項 目

3.1.1学 習 環 境

(1)家 庭 環境 に関す る質 問

「家庭 の蔵書数 」

中2,高2と もおお よそ 半数 近 くの家庭 が30冊 以下 の蔵 書 とな って いた。 こ うした傾

向は前 回(89年,92年,以 下 こ とわ りがな い限 り前 回とは89年 と92年 の調査 を意 味す る。)

とほぼ 同 じ傾向 であっ た。

「家庭学 習で の家の人の 援助 」

3割 程度 の者 が全 く援助 を受 けて いない反面,5割 以 上の者 が援 助を受 け るな ど両極 に

分 かれ て い るの が特徴 であ った。

「家 人か らの学習の勧 め 」

前回 と同様 に,高2の 生 徒の7割 以上の者 が家人 か らの学 習に関 する勧め を受 けてい た。

(2)学 校 外 の学習に 関す る質 問

「学 習塾 ・進 学塾通 い」

中2で お およそ5割 弱,高2で2割 弱の者 が通塾 をしてい た。 これも前回 とほぼ同 じ傾

向であ った。

「学校で の補 習授業 」

中2で は補習授 業を 開講 して いる学校は おお よそ4割 程度 であっ た。 この傾 向 は92年 調

査 と同様で あっ た。89年 調 査 よ り10ポ イ ン ト程度92年 に上 昇 した が,今 回 では この傾 向

が継続 して いた。 また,補 習授 業が 開講 されて いて も4割 弱 の者は受講 して いな かった 。

これ も92年 と同 様であ った 。高2で は5割 弱の者 が補習 授業 を受け てい た。 これ も92年 調

査 と同 様の傾 向であ った。

「学 校外 学習 の週当 た り時間 数」

中2,高2共 に0～2時 間程

度 の学 校外 学習 の割合 は図 に示

すよう に,92年 調査 よ り増 加 し

て いた。 また,高2で はそ の割

合 が4割 程 度 に及んで いた 。中

2で も3割 台 を越え,高2と 同

水準に 到達 する傾向に あっ た。

「学校外 の数 学の学 習」

学校 外で の数 学の学 習 を行 っ

て いな い者 の割 合は高2は 中2

のおお よそ2.5倍 程 度 で ある。

a

学校外学習の週当たり時間数

'10 40 60 80

中2-89

中2-92

中2-95

高2-89

高2-92

置

loo弩一一一「一『「一一"「

・…・…・琿

:';㍉ 《

鴇2騨5要10胤20界 窯答

この割合 は,92年 度調 査で は3倍 で あったので,そ の差 は多 少縮 ま って いる傾向 にある と
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言える.全 体的 には中2の 方が高21・ 比べ て学 習機会 を 多 く持 って いるが・ この鮪 は前

回とも同様 であ った。

「学 校外 での理科の 学習 」

学校 外で の理 科の学 習を行 っ てい ない者 の割 合 は高2は 中2の お お よそ2.5倍 程度 で あ る。

全体的 には 中2の 方が高2に 比 べて学習機 会 を 多 く持 ってい るが,数 学 と比 べる と,学 習

を行 ってい ない者 の割 合は理科 で はその1/2で あ った。 この 傾向 は高2で も同 じで あ る。 ま

た,高2で は6割 程度 の者 が学 校外 で理科 の学 習機 会を持 って いな かっ た・ この傾 向は 前

回 とも同様 で あ った。

(3)教 科 の成 績及び好嫌

「自己評価 によ る数 学の成績 」

数学 の成 績を他教科 と比 べて

良いと思 ってい る者 は 中2,高

2共 に おお よそ3割 程 度で あっ

た。この傾 向は前回調 査 と も同

様 であ った。逆 に悪 い と思 って

いる者 の割 合 は中,高 共 に4割

弱程度 であ り,こ れも前 回 と同

様であ った。 ただ し,細 か く見

ると高2で 他教 科 よ り悪 い と判

断 して いる者 の割合は僅 かでは

あるが今回 は,前 回に比べ て高

くなって いた。

「自己評価 に よ る理 科の成績 」

理科 の成績 を他教科 と比 べて

良 いと思 ってい る者 は,前 回調

査 から比べて中,高 とも増 加傾

向にあ り,特 に 中では4割 近 く

まで達 して いた。 一方,悪 い と

思って いる者 は 中では前 回 と同

様 に2割 程 度で あるが,高 では

1割 以 上減 少 して いた のが 顕著

な点で あっ た。

「数学 に対 する好 き嫌 い 」

数学 を好 きと思 って いる者

の割合 は,中,高 共 に3割 程

度であ り,前 回 調査 とほぼ 同

様であ った。細 か く見 ると,

中で この割 合は 僅かで あるが,

増加傾 向に あ り,高 で は逆 に

自己評緬による数学の成績

0204060 9ゆ 15む 冤

中2一 鮒

中2覗

中2・一95

高2-99
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減少傾 向に あっ た。一方,嫌 い と思 ってい る者 の割 合 は,中,高 共 に前 回同 様に4割 程 度

であっ た6細 か く見 る と,好 感 度の結果を 反映 して,中 では この傾 向は減少 し,高 では増

加傾 向 にあ った。

「理科 に対 する好 き嫌 い」

理科 を好 きと思って いる者

の割合 は中 では,前 回調査 と

同様 に,お およそ5割 程度 で

あった。 しか し,高 で は前 回

よ り1割 近 く増 加 し,4割 弱

の者が好 き と応 えて い た。 一

方,嫌 いと応 えた者 は中で は

前 回とほぼ 同 じ傾向に あ り,

2割 弱程度 で あ った。高で は,

好感度 の増 加 を反映 して,1

割近 く減少 し,お お よそ3割

程度で あつ た。

「 一 理科・撫 好・嫌・

D`1040 60

一
so 1α0駕

i中 團

機:1

難i

i
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最 も好 き 他より好き どちらでもない

…………L・疵
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3.1.2進 学観 、 就 職観

中2・ 高2の2っ の学年に共通 の質問項 目が5っ あ った。また、中2・ 高2は 、6年 前

の第1年 次 と3年 前 の第4年 次 に も調査 の対象学年 であった。 したが って、本稿3.1.2で

は、中2・ 高2の 比較お よび6年 前及 び3年 前の同 じ学年 との比較を中心 に検討 した。な

お、 グラフでは第1年 次(1989年)の 調査を学年 の後 に(89)で 、第4年 次(1992年)の

調査を学年の後 に(92)で 表 して区別 した。本文では、それぞれ前 々回調査(89年)、 前回

調査(92年)と 今回調査 と区別 して表現す るが、特 に断 らない場 合は今回調 査の ことを示 し

てい る。

(1)進 学 につ いての質問

[進学計画(希 望)]を みる と、高等学校 より上 の学校を希望 している者の割合は中2

で約60%で ある。 この値は前回調査よ りやや低 くな って いる。高2の 場合、短期大学以上

の学校を希望 している者の割合 は約65%で 、前回調査 とほ とん ど変わ らない
。

進学計画(希 望)

a 20 40 60

(単 位名:%)

80100

中2(89)

中2(92)

中2(95)

35.2 21.3 42.1

31.4 23.8 43.2

1口 高等学校まで

,1幽 期大学まで
1言口 大学 まで
1団 大学院 まで

ロ ロロ 　サロ ロ ロ ロー ,、團 無 答

0 20 40 so

(単 位 名:%)

80100

高2(89)

高2(92)

高2(95)

18

17.7

16.8 10.7
川1[瓦⑳L臓 巨.㌧り.り怯り川 ノ.LL田」激 、U川 川 ↓U夏川11:[り11川11
灘 灘織 謝ll翻 灘 灘rl.

rii 1紅 目lUII

髪13.59

13.2 17.6%//i9.4

マ ぼ 　 ハ る で ド ゴ ノ ぱロ
暫

.'寮 ・・ 、'1・157311i」 呂lilけ1目'→Jl3↑ 胃 ト1±目ID

11'1
L.瓦 ノ匙Uj「r

t1

ロ ヱ 　 じ

Iu、 》1耳 〒 正「 ド 占'

1[隔 、 レ7川 、

ド 、 「iで ノビゲ

luUi臼 目nH目,

ヘドユ　 リゴ　　 　 　 じ

、'568、 酬 目・ 蹴 き
}J

ll♂ ㌦賊買'r'、tY、

口高等学校まで

國各種・専修学校
躍口短期大学まで

翻大学まで

誓團大学院まで

團無答

[進学動機]を みると、中2で は成績 や興味によって進学先を決 める者 が、47%と 高 い

が、高2で は進学先 と将来の職業 との関連を考慮 する者 が54%と 最 も高 く、成績 や興味に

よって決 める者 は31%と 低 い。前々回調査 ・前回調査 との比較では、中2・ 高2と も、成

績や興味 によ って進学先を決 める者が減少 し、将来の職業 との関連を考慮す る者が増加 し
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て い る 。

進学動機

0 20 40 so

(単位名:%)

80100

中2(89)含6.5

中2(92)39.9

中2(95)・43.8z

高2(89)幽12.5"笏45.6

高2(92)12.7笏 笏 琶.5/易

高2(95)10.1/勿53.8/

52.4

51.1

lll6・2口 進 学 しな い

46.与

36.8

34

30.6

16
.4翅 将来の職業

7口 成績や興味

圃 先生や親の勧め

國 その他

園 無答

[進学 についての家の人 との話 し合 い]に っいては、中2の みの質問項 目であるが、中

2で70%以 上の者が家の人 と進学 につ いて話 し合 っているとい う結果がでている。

(2)職 業観に関す る質問

[将来希望する職業 の方向]と して、工業技術者等の工学関係を希望 している者 が中2

で15%(前 回14%)、 高2で19%(前 回18%)で 、医学 ・薬学 ・理学関係を含めた全理工学関

係の職業を希望 して いる者は、中2で23%(前 回22%)、 高2で29%(前 回26%)で ある。 こ

れに対 して、理工学関係以外の職業を希望 している者は中2で27%(前 回28%)、 高2で40

%(前 回38%)で ある。

将来の希望職業

(単位名:%)

020406080100

中2(89)14.86.224.7㌧}

中2(92)14.27.527.7

中2(95)15.47.127.1

高2(89)17・8.1〆36

高2(92)17.87.9/38.2

高2(95)18.5io.膨40.4

・'頁 顧 「卿}54 ・2… 鉦〔田 ・ 口 理 科 ・工 学 関 係

50.5

50.3

38.7

呂1旧 ㌦11目01;1ト35.9

國医学 ・薬学関係

口理科工学関係以外
iI

E]未定

團無答

1目目目i:::130
.4唱ll1:用ll:1

[将来 の希望職業の有無]に っいては、中2の みの質問項 目であるが、 「はっきり希望

している職業 がある」 と答えた者 は11%(前 回11%)で ある。 「漠然 とではあるが希望 し

てい る職業がある」 と答 えた者 は67%(前 回52%)で ある。

[将来の職業 についての家の人 との話 し合 い]に っいて は、高2の みの質問項 目であ る。

家の人 と話 し合 っている者が76%で 、前回 とほとん ど変わ らない。

[職業選択 の意識](A)～(D)は 将来職業を選ぶ ときどのような考えで選ぶかを き

いた ものである。

社会奉仕型の職業 を選ぶか自己充足型 の職業を選ぶかを高2に きいた質問では、 自己充
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足型を求め る者の割合が大 きい。前回調査 との比較 では、社会奉仕型が増 え、 自己充足型

が減 る傾向にある。

仕事に打 ち込め る職業を選 ぶか余暇を楽 しむための時間の持 てる職業 を選ぶかをきいた

質問では、両者の割合が ほとん ど同 じくらいであ る。前回 との比較では、仕事重視型が増

える傾向にある。

社会奉仕型か 自己充足型 か

(単位名:%)

020406080100

高2(89)

高2(92)

高2(95)

20.9

〃撚 髪
笏

㌧1

53.6

彰羅 52.6

1譲 45.臼

口社会奉仕

・臨 充足

団 無答 ・その他

a 20

仕事重視か余暇重視か

4060

(単位名:%)

80100

高2(89)

高2(92)

高2(95)

、;==琿==亙=ロ 　
37.1

睡 、
48.7

・臨 重視

匝撫 答 ・その他

44.9 罵 42

0

昇進重視型か家庭重視型か

204060

(単位名:%)

80100

中2(89)

中2(92)

中2(95)

脚 …難! 、

薩1

52.4.

57.1

口昇進重視

騰 生活重視
岡 無答 ・その他

・2ガ垂'
58.71幽

中2に きいた将来 の昇進希望型 か家庭生活重視型 かの質問では、後者 を求める者の割合

が2倍 以上大 き く、 この傾向 は前回 よ り増 してい る。
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能力の発揮で きる職業か安定 した職業かをきいた質問では、前者を求め る者の割合がや

や高 い。この傾向 も前回よ り増 している。

(3)生 涯学習等 に関する質問

[ク ラブ活動 の種類]を み ると、運動 クラブに入 っている者 が圧倒的に多 く、中2で71

%、 高2で52%で あ る。理科関係の クラブに入 って いる者 はわずかで、 中2も 、高2も2

躰にすぎない。 この傾向は前回調査 とそれほ ど変わ らない。

クラブ活動の種類

0 20 40 so

(単 位名:%)

80100

中2(89)

中2(92)

中2(95)

高2(89)

高2(92)

高2(95)

を6.2i笏 ss.s

i8":'z 73

i8.髪 70.7

8.8

E5.

7

笏20.6 44.5

17.琶 53.8

15.9 51.6

30.8

25.1

28.6

口理科関係の部

圏文化芸術部

口運動クラブ

匹】ボランテア活動

團入っていない

團無答

[読書本の種類]に つ いては、高2で は文学 ・小説等 は31%で ある。科学 に関す る本 は

2%と 低率である。

土曜 日や日曜 日以外の普通の 日の[TV視 聴時間数]は 、 中2で は、2時 間以下が28%、

2～3時 間が35%、3時 間以上が37%で あ る。高2で は3時 間以上 テ レビを見 る者 の割合

が低 くな っているなど、中2に 比 べて テ レビの視聴時間は少 ないよ うであ る。前回調査 と

の比較 では、中2の 視聴時間がやや増えた程度である。

TV視 聴時間数

(単位名:%)

a 20 40 so

中2(89)6な'4

中2(92).6.1

28.5

26.3

中2(95)2 23 、「134.5

高2(89)

高2(92)

高2(95)

/σ19
/ 34.6 II

多io7形 35.9
ノノノノ 　

5彩10.3z 33.1

1「1

・・3312目 画 聖

80

28.5

31.9

37.1

'
≡:・〕:1:・:・
・1乞9
.i1詐:

'ド

戸レII甲18
.8

:〕il21.4

:ヒ::22
.4

100

口 見ない

國1時 間以下

口1・2時間

面2・3時間

團3時 間以上

團 無答
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3,2学 習 に関 す る項 目

3,2,1理 科 の 学 習

理科 の授業 で 日常的 に行われている学習に関する10個 の質問項 目につ いて,そ の頻度

を調査 した。 回答 は,5件 法(毎 時間,週 に一度 くらい,月 に一度 くらい,学 期 に一度

くらい,ほ とん どない)で 求め た。調査対 象は,中 学2年 生,高 校2年 生の2集 団であっ

た。各質問項 目への回答傾向について,6年 前(1989年 度)と3年 前(1992年)の 同学

年 の結果 を含 めて表1と 表2に 示 した。

結果 を要約 す ると,中 学2年 生では,生 徒実験 ・観 察 を毎時 間 してい るとする回答が

5割 を上 回 った。高校2年 生 では,実 験 や観察 な どはあ ま り行 われず,教 科書 中心 で板

書 をノー トに写す ことことが授業の 日常であることがわかった。さらに,過 去2回 実施

された同学年 の調査 との比較では,中 学2年 生 で先 に も述べ た生徒 実験 ・観察において

顕著な差が認められ,1995年 度で は実験 や観察 の機 会が大 き く増加 していることがわ

かった。

以下では,1995年 度 の結果の傾 向 を学年別 に概観 し,次 に1989年 度及 び1992年 度 の

結果 との比較 につ いて検討す る。

1中 学2年 生

頻度 の高い項 目は,「 復習」 「教 科書 中心 の授 業」「板書 ・ノー トが授業の大半」「考 え

や希望の受け入れ」「興味深い授業」「生徒実験 ・観察」「演示実験」の7項 目であ った。

毎時間 ない し週 一度 とした生徒の回答率 を合計 したとき,「考 えや希望の受 け入れ」 「演

示実験」が60%を 超 えてお り,そ の他 の項 目は70%以 上であ った。

頻度の低い項 目は,「 野外観察」「コンピュー タの使用」「科学 と生活 との関連の説明」

の3項 目であ った。「野外観察」と 「コンピュータの使用」は,ほ とん どないが大半であ っ

た。「科学 と生活との関連の説明」は,月 一度 と学期一度 の合計が35%,ほ とん どないは

48%で あ った。

2高 校2年 生

頻度の高い項 目は,「復 習」「教科書 中心の授業」「板書 ・ノー トが授業の大半」の3項

目であった。 これ らの項 目については,毎 時間 ない し週一度 とした生徒 の回答率を合計

すると 「復習」で54%,「 教 科書 中心の授業」で71%,「 板書 ・ノー トが授業の大半」で

80%と かな りの高率であ った。

頻度 が中程度の項 目は,「生徒実験 ・観 察」「演示実験」「興味深い授業」の3項 目であっ

た。「生徒 実験 ・観察」は,月 一度 とした生徒 が38%,続 いて学期一度 とした ものは28%

を占め てい た。それ に対 して毎時 間 としたものは5%,週 一度 とした ものは11%で あっ

た。「演示実験」は,月 一度が28%,学 期一度が25%,ほ とん どないが29%で あった。「興

味深 い授業」は,ほ とん どないが33%と 選択肢 の中で最 も高率 であったが,週 一度や月
一度 にも20%近 い回答 を得 ていた。

頻度の低 い項 目は,「 考 えや希望 の受 け入 れ」 「野外観察」「コンピュータの使用」「科

学 と生活 との関連の説明」の4項 目であった。「考 えや希望 の受け入れ」は,ほ とんどな

いが55%で あ った。「野外観察」「コンピュータの使用」は,ほ とんどない とした回答が
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表1中 学2年 生 の 回答 傾 向

表中の数字は調査項目に対する頻度別の回答率(%)を 示 している。上段が1989年

中段が1992年,下 段が1995年 の結果である。ただし,無 回答は省略している。

質問項目 毎時間 週一度 月一度 学期一度 ない

31復 習 198933.6

199233.8

199540.1

30.7

32.8

30.7

11.6

13.3

10.0

3.8

6.5

5.6

15.5

12.9

12.4

32教 科書中心の授業 50.2

s2.2

57.0

22.0

18.7

22.2

9.1

8.2

7.8

3.3

3.9

3.1

10.2

6.1

8.7

33板 書 ・ノー トが

大半

58.1

56.9

61.5

18.8

23.3

21.0

7.5

8.6

7.6

3.4

3.0

3.4

7.4

7.4

5.3

34生 徒の考え希望 26.2

21.5

32.6

29.5

25.8

28.7

13.1

16.0

14.9

5.8

8.6

6.8

19.9

27.2

15.6

35興 味深い授業 35.8

29.8

38.3

28.5

27.0

28.5

13.1

16.5

13.7

4.9

7.2

6.0

12.3

18.7

12.3

36生 徒実験 ・観察 30.4

33.3

53.6

42.8

44.5

32.6

17.2

16.7

8.5

1.8

2.9

1.8

1.7

1.8

2.3

37演 示実験 20.7

14.3

30.8

38.4

42.7

35.4

24.9

31.0

19.6

4.8

6.6

7.0

5.2

4.5

5.5

38野 外観察活動 1.0

1.0

1.9

2.2

1.4

3.1

5.1

5.6

10.0

18.5

21.5

23.7

66.9

69.6

59.6

39コ ンピュータの

使用

o.s

O.7

0.$

0.7

0.7

1.3

0.9

0.7

1.4

o.s

1.6

3.4

91.0

95.2

91.8

40科 学 と生活との

関連の説明

6.5

3.8

ss

13.8

8.2

9.7

16.8

14.5

15.7

16.4

18.2

19.1

40.2

54.4

47.5
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表2高 校2年 生 の回 答 傾 向

表中の数字は調査項目に対する頻度別の回答率(%)を 示している。上段が1989年

中段が1992年,下 段が1995年 の結果である。ただし、無回答は省略 している。

質問項目 毎時間 週一度 月一度 学期一度 ない

31復 習 198920.3

199220.1

199521.8

30.0

27.4

32.6

12.1

14.1

14.0

5.9

6.7

5.8

30.8

31.2

25.1

32教 科書中心の授業 57.4

61.4

51.7

18.1

17.0

19.4

6.3

7.6

8.8

2.5

3.1

4.2

14.4

10.3

15.4

33板 書 ・ノー トが

大半

72.8

71.8

70.1

8.4

10.3

10.1

3.3

4.0

4.9

1.3

1.8

z.s

13.2

11.4

11.6

34生 徒の考え希望 6.7

5.1

7.7

11.3

11.5

13.5

9.8

11.2

12.7

7.8

9.1

10.6

62.9

62.4

54.9

35興 味深い授業 12.5

15.2

17.6

18.6

21.1

19.9

19.3

17.3

18.1

10.5

10.4

11.2

37.6

35.3

32.5

36生 徒実験 ・観察 4.2

2.8

4.7

15.7

10.2

10.8

45.7

36.3

38.1

21.0

34.4

28.2

11.8

15.5

17.7

37演 示実験 3.4

3.0

4.1

12.1

13.3

12.7

33.9

29.4

28.2

23.3

29.4

25.3

25.6

24.2

29.1

38野 外観察活動 0.5

0.5

0.7

0.5

0.4

1.0

1.5

1.2

2.6

10.1

5.3

7.3

85.8

91.8

87.7

39コ ンピュータの

使用

0.2

0.3

0s

0.5

0.5

0s

2.0

1.0

1.1

1.3

1.4

3.2

94.5

95.9

93.8

40科 学 と生活との

関連の説明

4.1

3.0

4.5

7.9

7.1

10.3

12.7

12.8

14.7

12.7

14.4

14.3

60.8

61.7

55.3
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80%を 超 え,理 科 の授 業では これ らの実践 があまり行なわれていないことがわかった。

「科学と生活 との関連の説明」 もほとんどないが55%で あ った。

31989年 度及び1992年 度 との比較

中学2年 生 と高校2年 生 につ いては,6年 前(1989年 度)と3年 前(1992年 度〉 にも

同 じ調査 を実施 している。表1と 表2に は,1989年 度 ・1992年 度 ・1995年 度 における両

学年の結 果 を対比 している。3回 の調査結果 において顕著 な差が認められたのは,中 学

2年 生の 「生徒実験 ・観察」の項 目だけであった。図1に 示 す ように 「生徒 実験 ・観察」

は,1995年 度 の方が他の年度 よ りも高頻度傾向の回答 となっていた。毎時間で比較 して

みると1989・1992年 度 で30%台 であった ものが,1995年 度 では54%に なっていた。 ま

た,若 干 の差が認 めれ たの は,同 じく中学2年 生の 「演示実験」 であった。 この項 目は

1995年 度の方が他 の年度 よ りも,毎 時 間で10～15%ほ ど高率であ った。これ らの結果 よ

り,実 験 ・観察 の機会 は,全 般 的 に増加 してい ることがわかった。

しか しなが ら,こ うした実験 ・観察の機会の増加が認め られたにも関わらず,他 の項

目の回答率 には変化が ほ とんど生 じていない。昨年にも指摘 したように,と くに 「興味

深い授 業」の回答 率 に顕著な変化が認め られないことは,問 題 をは らんでい るように思

われる。実験:・観 察の機会 の増加が学習者の興味を必ず しも喚起するような役割をはた

していない と推察で きるか らである。

1995年 度 灘
騨灘

1992年 度
触 匪

響 瑛
,㌧触懲

灘 嚢i響
糠 購

1989年 度

懸 癖繕 講…

■ 毎時間

囲 週一度

團 月一度

■ 学期一度

園 ほとんどない

□ 無回答

0102030405060708090100

%

図1中 学2年 生 に お け る 「生徒 実験 ・観 察 」 の 回答 傾 向

各年度の中学2年 生の調査結果をグラフ化 している。「毎時間」と 「週一度」の合計では顕著な差

は認められないが,「毎時間」については1995年 度が50%を 越えていることに注 目できる
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3.2.2数 学 の 学 習

数 学 の学 習 に関 す る調 査 は,生 徒 質 問紙1の 項 目番 号(21)か ら(30)の10項 目で構 成 され

て い る。調 査 の回 答形 式 は,質 問 項 目そ れ ぞれ に5段 階 の 評定 尺 度(ア:ほ とん ど毎時 間,

イ:週 に一 度 く らい,ウ:月 に一 度 く らい,エ:学 期 に一度 くらい,オ:ほ とん ど ない)

で,生 徒 が答 え る もの で あ る。

ま た,上 記10項 目を,そ の 内容 に した が って,次 の4つ に分 類 して お く。

A授 業 の す す め方(21),(22)

B数 学 の問 題 解決(23),(24),(25),(26)

C数 学 に お け る実 験 及 び応 用(27),(28)

D電 卓 と コ ン ピュー タの使 用(29),(30)

な お,A～Dの 用 語 は,一 般 的 な意 味 で は な く,質 問 項 目 に限定 した意 味 で 使 う。 調査

結 果 の処 理 は,中 学 校2年 生,高 等 学 校2年 生 別 に,各 項 目番号 につ いて アか らオ の割合

を百 分率 計 算 した。

過 去2回 の調 査(平 成 元年 度,4年 度)は,い ずれ も中2,高2の 生 徒 を対 象 に した も

ので あ る。今 年 度 の調 査 も同様 で あ る。 過 去2回 の調 査 も参 考 に考 察 す る。

A授 業のすす め方

[項 目番号(21)の 回答につ いて]

中2・ 高2と もに,数 学の授業 は,先 生 の説明を聞 いてい るという意識がある。 ほとん

ど毎 時間先生 の説明を聞 いてい ると考え る生徒は,中2で86%(平 成元年度),86%(平

成4年 度),87%(平 成7年 度)で あり,高2で86%(平 成元年度),84%(平 成4年 度),

86%(平 成7年 度)で あ る。過去2回 の調査 と変化 していない。

[項目番号(22)の 回答 について]

中2で はほとん ど毎時間,例 や問 い,練 習問題 とい う形で授業が進 め られてい くと意識

している生徒が77%,78%,78%で あ り,高2で は91%,94%,90%に 上が っている。 こ

れは中学校での授業 のすすめ方 には,例 や問い,練 習問題 とい う形以外 に も授業の形態が

あ ることを示 して いる。 しか し,高2の 生徒は,数 学 の授業は,例 や問 い,練 習問題 とい

う形態 が強い傾向である ことを意識 している。
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以上,項 目番号(21),(22)か ら中学校 ・高等学校では,教 師が例や問 い,練 習問題の

説明を しなが ら授業をすすめる方法が 日常的であ り,生 徒 も先生 が授業をすすめていると

意識 している。 この傾向は,調 査年度 に関わ らず出て いるものである。

B数 学 の問題 解 決

一 つ の問題 を理 解 して い く過 程 にお いて
,ど の よ うな授 業 が展 開 され て い るだ ろ うか。

[項 目番号(23)に つ いて]

項 目番 号(23)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時間 が57%,46%,52%で,イ:週 に一 度

く らいが28%,40%,33%で あ る。 高2で は,ア:ほ とん ど毎 時間 が38% ,31%,31%で,

イ:週 に一度 く らいが40%,45%,44%で あ る。 中高 と もに ,【A.授 業 のす す め方 】 で

明 らか に した教 師主 導 の授 業 の すす め方 の中 で,そ の授 業 内容 を い ろ いろ な角 度 か ら考 え

させ る工夫 を教 師 が行 って い る傾 向 が 出 て い る。

[項 目番 号(24),(26)に つ いて]

項 目番号(24)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時 間 が28%,23%,21%で,イ:週 に一 度

くらいが27%,29%,28%で あ る。 高2で は,ア:ほ とん ど毎 時間 が17% ,15%,13%で,

イ:週 に一 度 く らい が18%,19%,18%で あ る。

項 目番号(26)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時間 が24%,24%,21%で,イ:週 に一度

くらいが27%,29%,28%で あ る。 高2で は,ア:ほ とん ど毎 時間 が5%,5%,4%で,

イ:週 に一 度 くらい が12%,8%,8%で あ る。

中2で は解 決 した問 題 を振 り返 り,そ の見 直 しを した り,先 生 に質 問 した り生徒 ど うし

で相 談 した りす る機 会 が 週 に数 回程 度 あ るの に対 して,高2で は問 題 を振 り返 り見直 す機

会 は あ って も,生 徒 が 意 見 を 出 しあ うな どの話 し合 いは な か なか もて ない。

[項 目番 号(25),(26)に つ い て]

項 目番号(25)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時 間 が6%,5%,9%で,イ:週 に一度

くらいが25%,21%,23%で あ る。高2で は,ア:ほ とん ど毎 時間 が3%,2%,3%で,

イ:週 に一 度 くらいが11%,9%,8%で あ る。

項 目番号(26)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時 間 が24%,24%,21%で,イ:週 に一度

く らいが27%,29%,28%で あ る。 高2で は,ア:ほ とん ど毎 時間 が5%,5%,4%で,

イ:週 に一 度 くらいが12%,8%,8%で あ る。

中2で は学 期 に一 度 以上 の程 度 で,先 生 と生 徒,生 徒 ど う しで長 時 間 にわ た る話 し合 い

を して い る傾 向 が 出て い る。 しか し,高2で は,な か な か もて な い傾 向 が 出て い る。
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C数 学 にお け る実 験及 び応 用

数学 におけ る実 験 や生 活 との 関 わ りを教 師 が生 徒 に考 え させ るこ とは,中2・ 高2と も

に,日 々の授 業 の 中で 行 わ れて い ると は言 い難 い。 更 に,生 徒 は,教 師 が数学 と生活 との

関 わ りを説 明 す る ことは あ ま りな い と考 え て い る傾 向 が見 られ る。 学校 段 階 に お いて は,

比 較的 身 の まわ りの物 を取 り入 れ て学 習 す る傾 向 が,高2よ り中2の 方 に強 い ことがわ か

る。

[項 目番 号(27)に つ い て]

項 目番 号(27)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時 間 が3%,2%,3%で,イ:週 に一 度

く らい が6%,5%,8%で あ る。高2で は,ア:ほ とん ど毎 時 間が1%,1%,1%で,

イ=週 に一 度 くらいが1%,1%,1%で あ る。

逆 に い えば,中2の 項 目番号(27)は オ:ほ とん どな いが65%,63%,67%で あ る。高

2で は,オ:ほ とん どな いが94%,95%,94%で あ る。

中2・ 高2で の回 答 を み る と,生 徒 が模 型 を作 って考 え る こ とは,学 校 段階 が あ が る と

と もに少 な くな って きて い る こ とを示 して い る。高2の 回答 か ら,高2で は時間 をか けて

物 を作 りなが ら試 行 錯誤 を繰 り返 して 問 題 に対 す る解 決 を生 徒 自身が 見 つ けて い くこ とが,

ほ とん ど行 われ て い な い こ とを示 して い る。

[項 目番 号(28)に つ い て]

項 目番号(28)は 中2で は,ア:ほ とん ど毎 時 間 が5%,3%,3%で,イ:週 に一度

く らいが10%,6%,7%で あ る。高2で は,ア:ほ とん ど毎時 間 が2%,1%,1%で,

イ:週 に一度 く らい が4%,1%,3%で あ る。

逆 に い えば,中2の 項 目番号(28)は オ:ほ とん ど ないが56%,63%,64%で あ る。 高

2で は,オ:ほ とん どな い75%,82%,76%で あ る。
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高2の 段階においては,数 学の内容 を生活 の問題 として解決 してい くことの少ないこと

を示 している。

D電 卓 と コ ン ピュー タの使 用

[項 目番 号(29)に っ いて]

項 目番号(29)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時 間 が1%,1%,1%で,イ:週 に一 度

くらいが1%,1%,1%で あ る。高2で は,ア:ほ とん ど毎 時間 が0%,1%,1%で,

イ:週 に一 度 く らい が1%,1%,1%で あ る。

逆 に いえ ば,中2の 項 目番号(29)は オ:ほ とん ど ないが92%,96%,88%で あ る。高

2で は,オ:ほ とん どな いが93%,92%,87%で あ る。

〔項 目番 号(30)に っ い て]

項 目番 号(30)は,中2で は ア:ほ とん ど毎 時間 が1%,1%,2%で,イ:週 に一度

く らい1%,2%,1%で あ る。 高2で は,ア:ほ とん ど毎 時 間 が0%,1%,1%で,

イ:週 に一 度 くらい1%,1%,1%で あ る。

逆 にい えば,中2の 項 目番 号(30)は オ:ほ とん どな いが92%,88%,82%で あ る。 高

2で は,オ:ほ とん どな いが97%,97%,97%で あ る。

項 目番 号(29)の 回 答 で は,年 度 を重 ね る ごとに少 しず つ増 えて い る。

電 卓 ・コ ン ピュー タの使 用 につ い て は,中 高 を通 して少 な い。 生 徒 は,ほ とん ど毎 日の

授 業 の中 で使 用 して い な い と回 答 して い る。 しか し,そ れ ぞ れ の学校 段 階 で年 度 を お うご

とに,授 業 の 中で 使 用す る機 会 が で て きて い る ことが グ ラフの変 化 か ら読 み取 れ る。特 に,

電卓 の使 用 が 中高 と もに普 及 して きて い る こ とが 項 目番 号(29)の オ の回 答 か ら,わ か る。

また,中 学 校 に お いて は,高 等 学 校 よ りは コ ンピュ ー タを用 い た授業 が展 開 されて い る こ

とが項 目番 号(30)の オ の回答 か らわ か る。
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3.3態 度 に関 す る項 目

3.3.1態 度 項 目(科 学 の価 値)

〈理数 に対 する価値観 〉

生徒の自然科学や学習 に対 する見方 を問 う質問項 目であ り,次 に示す五つの選択肢よ り

回答 させた。ア(カ,サ)は その見方 に対 して肯定 する回答,イ(キ,シ)は どち らか と

いえば肯定,ウ(ク,ス)は 否定,エ(ケ,セ)は どち らかといえば否定,オ(コ,ソ)

はどちらともいえない(中 立)と す る回答であ る。なお,以 下で 「肯定」 とはアおよびイ

と回答 した生徒,「 否定」 とは ウおよびエと回答 した生徒を指す。

この中で,(5)(6)(7)(14)(28)の5項 目が該当す る。 この うち,(5)(6)の2項 目は,

科学の学習に対す る個人的価値観(生 活への利用)を 問 うものであり,(7)(14)(28)の3

項 目は,科 学 と世の中の関係(国 の政策 レベル との関連)に ついて問 うものである。

今回は本調査 の第7年 次 目にあた り中2及 び高2の 回答の概要 を以下 に示す。

表1.理 数 に対 する価値観

5.生 活 の豊 か さ

6.問 題解決

7.国 の発 展

14.国 の予 算拡 充

28.資 金 の価 値

第7年 次(中2)

「肯定」

48%

55%

64%

19%

31%

「否定」

25%

22%

14%

45%

36%

「中立」

27%

23%

22%

36%

33%

第7年 次(高2)

「肯定」

39%

48%

61%

24%

40%

「否定」

28%

23%

14%

34%

24%

「中立」

33%

29%

25%

42%

36%

注)表 中の数値は,「 肯定」 と 「どちらか といえば肯定」を合わせた割合を示 す。

(5)(6)の 科学の生活への利用 に関 しては,「 肯定」の割合が発達段階が増すにつれて

減少 して きている。学年段階の進行 と共 に,自 分の生活 と社会 とのかかわ りを学習 するこ

とによ り,「 必ず しも,生 活が豊か にな ったり,日 常生活の問題解決 に役立つばか りでは

ない」 という見方が表れている。 これは,第1年 次及 び第4年 次デー タと同様の傾向を示

してい る。

(7)の 国の発展 との関連 について は 「肯定」が中2,高2と も6割 以上を示 し,科 学の

価値を認 めてい る生徒が多 い。 ところが,(14)の 国の予算拡充 の必要性 については,「 否

定」が 「肯定」を上回 る傾 向を示 している。生徒 の意識 の中 に,科 学関係以外の面での予

算使途が必要で あるとい う意識が働いているのであろう。(28)の 資金投入の価値について

は,中2で 若干 「否定」の方 が多 く,高2で 「肯定」の割合が増加 してい る。中2で は,

q4)の 意識 の状況が(28)に も連動 してい ることが伺 えるが,高2で は学習の幅の増加 に伴

い,科 学関係 への資金投入への価値を認 めて いる者 が多 くな ってい る。

(7)に ついては,第1年 次及び第4年 次 のデータとほぼ同様 の傾向を示 している。(14)

(28)に ついては,第4年 次 データと比較す ると高2の 「肯定」の割合がやや減少 し,第1
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年次 デー タに近い状況 にな って いる。 これ ら3回 の データを総合すると,全 体的には,発

達段階に伴 う 「理数 に対す る価値観」 の状況は一貫 した傾向が伺えると言 える。

〈科学 の害の面 〉

ここには,(2)(9)(16)(21)(25)の5項 目が該当す る。 いずれ も,科 学 の進歩が人間や

社会の発展 に対 して害を与 えて いると感 じているか どうか について質問 している。中2及

び高2の 回答の概要を以下 に示す。

表2.科 学 の害の面

2.社 会の複雑化

9.益 よ り害 多 し

16.世 界 の破 壊

21.人 間思考減退

25.問 題 の原 因

第7年 次(中2)

「肯定」

38%

35%

55%

48%

38%

「否定 」

35%

29%

23%

28%

28%

「中立」

27%

36%

22%

24%

34%

第7年 次(高2)

「肯定」

35%

30%

49%

37%

35%

「否定」

39%

27%

21%

36%

27%

「中立」

26%

43%

30%

27%

38%

注)表 中の数値は,「 肯定 」 と 「どち らか といえば肯定」を合わせた割合 を示す。

科学の発明 ・発見による,(2)の 世 の中の複雑化 との関連及 び(9)の 益 よ り害 が多い こ

ととの関連 については,中2,高2と も回答上,「 肯定」 「否定」 「中立」 に分 かれてい

る状況があ り,意 識 の傾向の特徴が顕著 ではない。

(16)の 科学 のために世界 が破壊 されてい くことについては,「 肯定」 が中2,高2と も

ほぼ半数を占めてい る。今のなお,世 界各地のどこかで行われている軍事紛争 と科学兵器

との関連の意識が根底 にあ るもの と思われ る。

(21)の 科学 の発見による人間の思考 の減退 につ いては,中2で ほぼ半数を占めるものの

高2で は4割 以下 に減少 している。中学生の方が この点 については感覚的 に回答 し,高 校

生は,科 学 と人間の思考 との関わ りにつ いて吟味 している傾向が伺え る。(25)の 世の中の

問題 の原因 との関わ りについては,「 肯定」が 「否定」 より多 いがその差は高2の 方が少

ない。 これ も(21)と 同様な傾 向と言 えよう。

これ らを総合す ると,「 科学の害 の面」は世界の破壊 と人間 の思考 の減退 について意識

されて いる点があ る。 いずれ も,第1年 次及 び第4年 次のデー タをほぼ同様 の傾向を示 し

ている。特 に,(16)(21)の 「肯定」が中2か ら高2に つれて減少 している状況が,3年 前

の中2の 生徒が高2に 進級 した現状 の中で同様な傾向を示 していることは興味深い点であ

ると言え よう。
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3.3.2態 度 項 目(理 数 の学 習)

態度質問項 目の うち,理 数 の学習に対す る見方を問 う質問項 目についての結果を ここで

は扱 う。

態度質問項 目については,次 に示 す五っの選択肢 よ り回答 させている。 アの段の選択肢

(ア,カ,サ)は 質問項 目の見方 に対 して肯定,イ の段 の選択肢は どち らかといえば肯定,ウ

の段は否定,エ の段 はどちらか といえば否定,オ の段は どちらともいえない(中立)の 回答

である。以下の文 中で記す 「肯定」 とはア とイの回答の合計を指す。

表1～3に は,本 調査1年 次(平 成元年度)以 来の,集 団1～3と 比較集団 における各

質問項 目での 「肯定」の割合を示 す。その中で,今 回の調査結果は集団1の 高2と 比較集

団の中2で ある(ゴ シックで示 した数値)。

なお,高2で は今年度が集団1,平 成4年 度 が集団2 ,平 成元年度が集団3で ある。
一方,中2で は今年度が比較集団,平 成4年 度が集団1,平 成元年度が集団2で ある。

理数 の学習に該当する質問項 目には,毎 年調査を行 ってい る(1)(3)(15)(20)(26)(30)

(31)(32)(33)(37)(39)(40)の12項 目と,小5,中2,高2で 調査 している(11)(12)(13)(17)

(24)(38)の6項 目がある。毎年調査 して いる項 目の うち,数 学 に関する項 目は6項 目,理

科に関す る項 目 も6項 目あ る。 また,3年 毎 に実施 している調査項 目は理数両方 の内容 を

含んでいる。

〈数学の学習 〉

この数学 に関する項 目には表1の6項 目が該当す る。

高2の 結果では,3年 前(集 団2)と 今回(集 団1)と で5%以 上異 なる項 目はなかったが,

中2の 結果では,3年 前(集 団1)と 今回(比 較集団)と の間で 「内容が多す ぎる」 において

9%ほ ど異 なって いた。2年 前調査 した中3の 結果では集団1と2で30%近 く異 なってお

り・新 らしい教育課程 に移行 した ことによ り中3で 必須の学習内容が減 ったことと関連す

ると考 え られた。一方,今 回の中2の 結果では新課程 に移行 した ことによ り差 は大 きくな

い ものの,逆 に内容が多す ぎるとす る回答が増 え,傾 向が逆転 している。 なお,中2の 内

容 については旧課程 と大差はない。

「数学がお もしろい」 については,中2と 高2と もに4割 程度 と以前 の調査 とほぼ同 じ

数値であり,課 程の移行はあ ったが割合 は6年 前か ら変化 していない。学年間では,小5

と小6間,中1と 中2間 でやや差がある もののそれ以降 は変化がない。一方,「 内容が多

すぎる」は学年によ りかな り変化が大 き く,特 に高校 に進む ときに多す ぎるとする回答が

大 きく増えて いる。 なお,こ れ らの結果は学習内容の多 さとお もしろさが直接結 び付 いて

ないことを示 している。

「計算は役立つ」 と 「計算 は大切」 の計算 に関す る2項 目では,い ずれ もほぼ8割 の生

徒が計算の重要性 を肯定 している。 「解 き方 はいろいろ」で も,こ れまで どお り中2,高

2と もに肯定の割合が8割 を超えてお り,小5か ら高3ま でほとん ど変わ っていない。算

数 ・数学 における解 き方 はいろいろあることの意識 は小学校 か ら定着 していることがわか

る。 「文章題が好 き」では,中1以 降好 きとす る割合が1割 程度で,今 回 も中2,高2と

もに変化 は見 られない。
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表1.態 度一算 数 ・数学 一に関 す る各項 目に お け る肯定 の 割合(%)

項目番号 集
団

調 査 対 象 学 年
項目内容 000 小5小6中1中2中3高1高2高3
・子 はお も しろ い6325 157.3>52.149.4>43.842.543.840.5-

2一 一 一41.937.440.139.237.8

*一 一 一45.6一 一40.740.2

内容が多すぎる 233713136.336.4<43.6<49.0>27.768.0<73.5-

2一 一 一51.955.0〈68.971.867.6

*一 一57.8一 一70.1>64.9

計算は役立っ 193112187.688.686.9>78.8

2一 一 一82.0

*一 一 一79.2

83.5>77.47了.了 一

83.079.878.681.8

一 一80 .582.1

計算は大切 243011178.6<83.8>74.5<72.377.374.075.7-

2一 一 一77.079.576.475.774.3

*一 一 一75.1一 一78.477.1

解 き方 はいろいろ331517 187.788.8>82.984.6

2一 一 一83.2

*一 一 一84.2

84.581.882.3-

83.884.485.082.7

一 一82
.182.7

文章題が好き 392019136.6)25.4)15.414.712.113.812.0

2一 一 一14.813.411.710.913.7

*16.0一 一10.912.9

注)項 目番号 は,① が中1高1,② が小5中2高2,③ が小6中3高3で の番号を指 す。
*の欄 の中2は 比較集団,高2,3は 集団3。 表中の数値は,賛 成 とやや賛成を加 え

た割合(%)。 下線は同一学年 の集団1-2,1一 比較集団間 の差が5%以 上 ある項 目,

〉とくは同一集団の学年間で5%,》 と《は10%以 上差 のある項 目。なお,中2で の数値

は上 か ら平成4,元,7年 度,高2で は上か ら平成7,4,元 の各年度 に調査 した結果。

表2.態 度 一理 科 一に関 す る各 項 目に お け る肯 定 の割 合(%)

項目内容

項目番号

00ｮ

集 調 査 対 象 学 年
団 小5小6中1中2中3高1高2高3

理 ミはお も しろい204025 180.5>73.270.9>62.660.4>51.0

2一 一 一62.758.2)47.6

*一66.5一 一

51.0-

43.1<48.1

42.846.0

内容が多すぎる 35135 i

2

*

27.8>18.5<25.8046.4>39.4(54.3066.6一

一 一 一49
.1)37.352.5070.1)55.0

一 一 一56
.7一 一69.751.5

実験が楽 しい 1337193.490.888.9

2一 一 一

*

87.086.4>81.481.1

86.681.882.880.776.1

87.3一 一78.176.5

野外が楽 しい 403324173.272.7>67.169.071.467.471.6

2一 一 一70.769.172.470.972.4

*一 一 一65.1一 一73.872.3

器具 の扱い難 しい27399 133.044.6>38.035.5<41.3

2一 一 一33.4<41.2

*39.3一

40.837.2-

42.4>36.2<43.7
-39 .6<45.7

計算が難しい 222620148.545.3(62.7(73.3

2一 一 一71.6

*一 一 η.5

73.8<82.8

71.383.4

84.1-

84.8>76.7

81.3>75.2

注)表1に おける注を参照の こと。
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表3.態 度 一理数 一に関 す る各 項 目に お ける肯 定 の割 合(%)

項目内容

項 目 小5中2高2

番 号 集団1集 団2期1比 較集団 集団3集 団2集 団1

理数の必要性に対する疑問11

理数学習と才能との関連24

26.9<35.033.742.2(49.652.748.4

21.419.617.721.1C33.032.132.8

概算概測の価値 1372.6)

数学での作図が好き 1754.9)

60.852.054.1/67.$60.359.0

36.837.839.536.133.436.6

読み物や科学番組が好き 3851.3)

工作が好き 1286.0)

30.028.028.122.527.725.0

71.173.072.0¥69.169.767.1

注)小5,中2,高2で のみ調査。表中の数値 は賛成 とやや賛成を加 えた割合。下線は同一

学年 の隣接集団間差 が5%以 上,<は 同一集団の学年間で5%,》《は10%以 上差のある項 目。

〈理科の学習 〉

理科 に関する項 目には2番 目の表 にある6項 目が該当す る。

高2の 結果では,3年 前(集 団2)と 今回(集 団1)と で5%以 上異 なる項 目は 「理科 はお

もしろい」だけであるが,8%ほ どお もしろいとする割合が増えている。中2の 結果では,

3年 前(集 団1)と 今回(比 較集団)と で5%以 上異 なる項 目は,数 学 と同様 「内容が多すぎ

る」であ り10%程 度増 えてい る。

全体的 に見 ると,「 理科はお もしろい」では,数 学 と同様に小5と 小6間,中1と 中2

間 にい くぶん差 が見 られるほか,高 校進学時に10%前 後お も しろいが減 っている。一方,

「内容が多す ぎる」では,学 年 による変化が数学以上 に大 きく,全 体的 には多す ぎるとす

る割合が増 えるものの,各 学校段階の最終学年 ではその割合が減 るのが見 られる。

「実験が楽 しい」 と 「野外観察 が楽 しい」では,い ずれ もその割合は大 き く,学 年間の

変化 もほとんどな く,小5と 高3と で比べてみて も実験 で2割 弱の減少,野 外観察ではほ

とんど同 じ数値である。大多数が観察,実 験の好 きな生徒 であることがわか る。

「器具の取 り扱いの難 しさ」 と 「計算が難 しい」では,新 課程 になって も旧課程 と数値

の違 いは小 さく,器 具や計算 に対 する意識 に も変化は見 られない。

〈理数の学習 〉

ここには,3番 目の表 にあ る6項 目が該当する。 これ らの項 目は上記の項 目と特に区別

す る意味 はないが,調 査時期 が小5,中2,高2に 限 られてい るので,分 けて扱 った。

3年 前(集 団1)の 中2の 結果 と今回(比 較集団)の 結果が5%以 上異 なる項 目は一つあ り,

「理数 の必要性 に対す る疑問」である。いままでよ りさらに勉強 する必要性に対 する疑問

が多 くなっている。理科嫌い ・理工系離 れが社会的 な話題 とな り,そ れ らを克服 するため

のイベ ン トなどが各地 において学会 などの主催で開催 され,科 学 の必要性 が強調 されてい

るが,こ の結果か らは学校での学習 とは依然結 び付 いていないと思 われ る。

また,学 校段階でみて も 「理数 の必要性 に対する疑問」は小か ら中,中 か ら高 と割合が

増 え,「 才能 との関連」で も中2か ら高2で 増えてお り,こ のよ うな意識が理系離れの一

因 と思われる。 さらに,「 算数数学での作図」や 「理科工作 」,「 科学番組」 などで も好

きな割合は小か ら中で減少 して いるのが見 られる。

「概算概測の価値」を認 める割合は中2で 減少 しているが,高2で も6割 と大 きい。
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3.3.3態 度 項 目(情 報化,社 会環 境)

〈情報化社会 と理数 〉

ここは,そ ろばんの利用 に関 して(22)(23)(29)と 電卓の利用 に関 して(4)(18)(27),そ

の両方 に関 して(35)の 項 目である。(22)の そろばんによる計算能力を否定す る割合は,中

2で61%・ 高2で63%,(23)の そろばんの利用による楽 しさの増大を否定す る割合は,中

2で54%・ 高2で55%,ま た(29)の そろばんか らの数の仕組 みの理解 を否定す る割合は中

2で37%・ 高2で39%,と3年 前 の結果 より増加 している。

現在の生徒がそろばんを使用す る経験が減少 してい るのが原因であ り,数 学学習上の価

値が意識 されていないと言 え る。

(4)の 電卓の学習 への利 用価値の否定 は,中2で36%・ 高2で33%と 少 な く,(18)の 電

卓利用 と数学の学習 の楽 しさとの関連 の否定 は,中2で37%・ 高2で40%と 電卓 の意義

を認 めていて,前 回よ りもさらに否定 の割合が減少 している。(27)の 電卓 の利用によって

複雑 なデーターの活用の肯定は中2で51%・ 高2で51%と 高 い傾向を示 し,学 習での電卓

の利用 が多 くな り,そ の価値が高 まった と思われる。

また,(35)の そろばん,電 卓 の利用による計算 の仕方の学習の削除 については,否 定が

中2で72%・ 高2で77%を 占めている。

そろばん と電卓 の利 用で は3年 前 と比較 すると,そ ろばんの利用は否定が増加 し,電 卓

の利用の価値が増加 した事が言 え る。

〈社会環境 に対する態度 〉

ここは,(8)(10)の 神秘 さと科学 との関連,戦 争につ いての見方 を,(19)(34)(36)は 人

間の人生観に関わ ることを,そ れぞれ質問 として調査 した ものである。

(8)の 神秘的 な ものの科学 での解決は,中2が43%で,高2が35%と 学年 が上が るほど

に肯定 する割合が減少 している。科学が万能ではないとい う見方が学年 ごとに増加 してい

ることが判 る。

(10)の 戦争廃止 の不可能 さについての否定の割合 は,中2で56%・ 高2で48%で 学年が

上が ると割合が減少 している。また3年 前の結果が中2で62%・ 高2で46%か らかなり減

少 してい ることは今 日の情勢が背景 にある と思われる。

(19)の 国政への影響は,学 年が上が るとともに肯定す る割合が増加 し,中2で50%・ 高

2で57%で あ り,社 会や政治への関心の度合 は年 とともに大 きくなって いることを表 して

いる。 また これは3年 前 とはほとんど変化ない。(34)の 努力 と成功 との結 び付 きについて

の肯定 は,中2で82%・ 高2で72%で か なり高 いが,前 回 とはあまり変化 していない。学

年があが るにつれて努力す ることの価値 は認 めなが らも経験か ら現実 が予測 され るのであ

ろ う。

(36)の 成功 と運 との関連は,否 定す る割合が中2で55%・ 高2で45%で あり,学 年が上

が るにつれて自分 の努力 もさりとて運の影響 も認 めざるを得ない という感覚が強 くなる傾

向にある。

3年 前に比べて,発 達段階が上がるにつれて現実的 なものの見方がつよま りを示 してい

る。 しか し国政 に対 する関心度や社会情勢 の安定に対す る考えは,世 情 と同 じ傾向を示 し

て変化 してい る。人生観な どについては努力す ることの大切 さな ど自分に関 しての考えな

どの価値観は大 き く変 わっていない。
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4.基 礎調査 の結果 と考察

4.1読 み調 査

読 み調査は,(1)漢 字の読 み,(2)同 類 の単語,(3)同 類の2語 関係,(4)数 学および

理科 の用語の意味 ・概念理解 の四っの領域か らなっている。

この中で,「 同類 の単語」 と 「同類 の2語 関係」の問題全部 と,「 漢字 の読み」の八 つ

(整え る,勧 める,硫 黄,恒 星,中 枢,概 数,既 約分数,双 曲線)は,中 ・高同 じ問題 で,

両者 の比較ができるよ うに設定 してい る。以下,各 領域 ごとに調査の結果を検討する。

(1)漢 字 の読みにつ いて

出題 された漢字 は,(a)一 般的 な語句,(b)理 科の用語,(c)数 学の用語の三つに大別

され る。表1が,そ の回答結果である。 この表か ら,っ ぎの ことが言え る。

①三つの例外を除 き,正 答 に対す る回答率が高 くなって いる。

例外:「 勧 める」 「既約分数」(中 学),「 堕落」(高 校)

この三つに漢字 につ いては,第 一回 目(平 成2年)の 時か ら,同 じ傾向が うかがえる。

②漢字 の読みの正答率 は,必 ず しも配 当学年 とは関係 しない。 これは,当 該の漢字がどの

読 みで導入 されて いるか,と い うことと関連 していると思われ る。

例 えば,「 練 」の場 合,「 レンシュウ」 とい う読 みを学習 して も,「 ネル」については

不徹底の可能性がある。

③一般的 には,漢 語 に比べ ると和語 の方がよ り基本的であると言 えるが,な じみの薄い和

語の正答率は意外に低 い。例 えば,「 勧 める」(12.5%,中 学)な ど。

④誤答 のパ ター ンにつ いては,い くつかの特徴が見 られる。

1)類 似 した字形 の漢字 との混同

例え ば,「 勧 め る」を 「ッ ト;勤 」 と,「 堕落」 を 「ッイ ラク;墜 落」 と,「 練 る」

を 「コオル;凍 る」 と,「 硫」 を 「リュ ウ;流 」 と,「 概数 」を 「キ;既 」 と混同

して い る。特 に,漢 字のつ くりの部 分が同 じ場合 に,混 乱 が生 じ安 くな って お り,

間違 いが 多 くな るよ うに思 われ る。

2)正 答 に類似 した誤答 の選択肢 との錯 誤

例 えば,「 整 え る」の正答 は第5番 目に出て くる。 しか し,2番 目に 「とと」 とい う

選択肢が あ るために,う っか り錯誤 した と も考 え られ る。 この傾向 は昭和63年 度調 査か

ら中高 ともに見 られ る。今回 も29.8%(中 学)と25.4%(高 校)が この種 の ミスであ る。

3)既 習 め読みめ類 推

例 えば,理 科で 「恒星 」を 「ワク;惑 星」,「 中枢」 を 「スイ;中 垂」,数 学で 「既

約分数 」を 「ガイ;概 数 」 また は 「コウ;公 約数」 と混 同す る傾 向が うかがわれ る。

この よ うな既習 の読 みの類推 によ る混 同は,新 しい課題 に取 り組む時 に,こ れか ら学

習す る内容 と既習 した内容 との明確 な違 いが,生 徒 の頭 の中で十分 に整理 されていない

事か ら発生 す るよ うに思わ れ る。
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表1漢 字の続 み

問題 学校 正答 誤答1誤 答2誤 答3誤 答4無 答 複数回答

練 る

4

整える

3

敬 う

6

勧め る

6

携 帯

一4

堕 落

一3

硫 黄

一2

中

中

高

中

中

高

高

高

中

高

恒星

一2中

高

中枢

1一 中

高

概数

一2中

高

既約分数

一422中

高

双曲線

一33中

高

ね

72.9

と と の

63.0

72.5

う や ま

67.7*

す す

12.5

63.4*

け い

90.5

だ

50.5*

い

83.5

93.0

こ う

69.7

93.6

す う

36.2

83.5

が い

77.0*

93.7

き

15.9

54.5

そ う

79.4

96.6

こ お

9.4

と と

29.8

25.9

し た が

12.5

つ と

67.2

35.3

す い

2.9

つ い

34.3

り ゅ う

14.7

s.s

わ く

15.0

2.0

か く

29.5

1.0

た い

10.O

o.s

こ う

40.6

8.9

ふ た

8.1

i.o

ね ば

8.5

そ ろ

4.7

1.9

と う と

8.9

み と

9.9

0.9

じ ゅ う

2.7

だ っ

8.9

り ょ う

o.7

0.0

か い

s.0

1.5

す い

16.4

19.2

き

7.2

5.0

が い

20.4

29.9

ふ

6.9

1.5

しば

7.2

そ な

1.8

0.2

お ぎ な

7.7

た か

6.?

0.3

ほ う

2.2

ず い

4.2

ち ゅ う

0.5

0.i

か ん

5.3

2.2

く

14.6

0.s

ぐ う

3.3

0.2

そ く

19.6

6.3

ま た

2.7

0.3

か ね

1.6

か ぞ

0.3

0.o

た か

2.8

お さ

3.5

4.1

て い

1.7

ぼ っ

2.1

し ゅ う

0.3

0.2

た ん

3.7

0.5

お う

4.6

0.5

せ い

2.0

0.3

ぐ う

2.8

0.2

に

2.6

0.7

δ

0.30.0

0.30.O

o.oo.o

0.50.0

0.40.O

o.oo.o

o.oo.o

o.oo.o

0.30.O

o.oo.o

0.30.0

0.10.0

o.zO.O

o.oo.o

0.40.O

o.oo.o

0.70.0

0.10.0

0.30.O

o.oo.o

・出題漢字 の下の数字 は配 当学年 を,一 は小学校配 当漢字外 であることを示す。

・表 中の数値 は回答率 を,*は その問題 に対 する学校段階 ごとの最高回答率 を示す。
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表2同 類の単躇

問題 学校 正答 誤答1 誤答2誤 答3 誤答4 無答 複数回答

ダム

トンネル

百発百中

五分五分

運 河

中53.0*

高78.4*

十 中八 九

中22.8

高39.1*

湖

27.9

12.1

三 三 五 五

27.3

25.0

ぬ ま

10.4

4.7

再 三 再 四

20.6

17.3

小 川

4.7

2.1

千 差 万 別

15.2

11.9

海

4.10.4

2.40.2

千 客 万 来

13.50.5

7.10.1

o.o

o.o

o.0

0.0

・表中の数値は回答率 を,*は その問題 に対す る学校段階 ごとの最高回答率 を示す。

表3同 類の2語 関係

問題 学校 正答 誤答1 誤答2誤 答3 誤答4 無答 複数回答

こん虫

みつ ばち

せ まい

広い

積極的

消極的

は きもの

くつ

中32.4

高62.1*

に ぶ い

中

高

中

高

するどい

38.3*

78.8

具 体 的

抽 象 的

39.6

83.3*

花

み っ

44.3*

13.6

長 い

小 さ い

29.9

8.0

利 己 的

個 人 的

20.2

4.6

薬 局

くす り

14.1

13.?

軽 い

大 き い

22.9

7.5

合 理 的

実 際 的

15.'i

5.1

時計

ふ り こ

6.2

8.6

わか い

お さ な い

5.9

2.6

楽 天 的

楽 観 的

12.6

3.7

バ タ ー

チ ー ズ

2.8

i.s

赤 い

o.o

o.o

白 い

2.60.3

3.00.1

生 産 的

経 済 的

11.30.5

3.20.1

0.O

o.o

o.o

o.o

o.o

o.o

・表中の数値 は回答率を,*は その問題 に対す る学校段階 ごとの最高回答率を示す。

表4数 学 および理科 の用躇 の意味理解

問題 中学校 高等学校

概数

既約分数

双曲線

恒星

硫黄

65.

17.

71.

29.

51.

6

9

0

2

9

(77.

(15.

t79.

(69.

C83.

0)

9)

4)

7)

5)

83.

42.

76.

60.

61.

0(93.7)

6C54.5)

7t96.6)

3C93.6)

6(93.0)

・表中の数値 は各用語 の意味理解 と漢字の読 み(括 弧 内)の 正答率。
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(2)同 類 の単語 について

表2が,そ の回答結果 であ る。 この表 か ら,っ ぎの ことが指 摘で きる。

① 「ダム,ト ンネル」 につ いて は,中 学 ・高校 と もに,正 答の 「運河」が最高回答率 とな

り,自 然物(湖,ぬ ま,海,小 川)と 人工的 な ものの区別が なされて いる。

② 「百発百 中」 「五 分五 分」 につ いては,正 答 は 「十 中八 九」で あ るが,平 成2年 の第一

次調査 か ら,中 学段階 においては,誤 答の 「三三五五 」が最高回答率 とな る場合が見 ら

れ る。 しか し,数 字 を含 んだ この四文字熟語 は,意 味 理解が やや不十 分であ ることが,

均等化 した誤答 率 に見 られる。

(3)同 類 の2語 関係 につ いて

表3が,そ の回答結果 であ る。 この表か ら,っ ぎの ことが指摘 で きる。

① 中学校 の正 答率は,い ずれの場 合 も高校 よ り低 く,一 番正答率 の高 い 「積極的,消 極的」

で も,39.6%で ある。

② 中学 ・高 校 と もに,「 昆虫,み つ ばち」 のよ うな包含関係 の問題 よ り,「 せ まい,ひ ろ

い」 「積極的,消 極 的」 といった対照的 な反対 語関係 の正答率 が高 くな って いる。

③ 中学校で は,複 数 の選択 肢 にわ た って,回 答がか な り分散 す る傾向が み られ る。 それに

対 して,高 校段階 では正 答へ回答 が集 中す る傾向が み られ る。 この ことか ら,同 類 の2

語関係 の理解 が,中 学 に比べ高校 では著 しく進ん でい るもの と思わ れる。

④ さ らに,ど の問題 に おいて も,中 学 校 に対 して,高 校 の段階の正答率 は,30%以 上 も高

くな ってい る。 この正答率 の差 か らも,上 述 した ことと同 じよ うに高校段階 では,中 学

段階 よ り,同 類 の2語 関係 の理解 が,一 歩進ん でい るよ うに思わ れ る。

(4)数 学 お よび理科 の用語 の意味理 解 につ いて

表4が,回 答結果 であ る。 この表か ら,つ ぎの ことが言え る。

①中学校 ・高校 ともに,一 般的 に数学 および理科 の用語の意味理解 の正 答率 の方が,単 な

る用語 の読 みの正答率 よ り低 い。っ ま り,数 学 ・理科 と もに,そ れぞれの用語 は読め る

けれ ど も,意 味理解 は十分 とは言 えないよ うであ る。

② ただ し,今 回 の調査 で は,中 学 の 「既 約分数」 につ いては,意 味 理解(17.9%)な のに

対 して,読 み(15.9%)と い う例外 がみ られた。 この 「既約分数 」 につ いては,第1年

次調査 の時 より,「 読 み ・意味理解 ともに正答率が低 い。 」 と指 摘 されて いた ものであ

る。 今回 も同様の ことがいえ るよ うに思 う。

③ つ ぎに,「 双曲線」 につ いては,用 語の意味理解 と読 み ともに,中 学71.0%(79.4%),

高校76。7%(96.6%)と もに正答率 が高 い。 これは,「 既約分数」 と対照的で ある。

④ 「既約分数」 「恒星」 の問題 につ いて は,回 答 が分 散化 して,似 通 った選択肢が あると

判断で きな くな るとい う意味理 解の不徹底 さ,さ らには混乱の様子が うかがえ る。

⑤最後 に,高 校段 階では,「 循環小数」 の例外 を除 き,数 学 ・理科 の用語 の理解が進んで

来 てい るよ うに思われ る。

今回 の調査 で も,(3)同 類 の2語 関係 では,中 学 と高校段階 の差 が顕著 にみ られた。
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4.2科 学観 調査

4.2.1科 学観 調 査(総 合)

(1)項 目構成

今回の調査問題の うち,科 学観調査(総 合)と しての設問 は,例 年 どお り3項 目(項 目

番号23,27,32)で,中 学校2年 生にっ いて も高等学校2年 生 について も同一問題で ある。

今回の調査対象である高校2年 生 は,第1回 調査の時(1989年)に 小学校5年 生であ っ

た集団(集 団1)で,過 去7、年間に今回 と同一問題による調査を,1989年 ・1990年 ・1992

年および今回 の4回 受 けてい る。 このほか,今 回の調査対象ではないが,集 団2(第1回

調査の時に中学校2年 生であ った集団)に 対 して も,1989年 ・1990年 及び1992年 の3回,

ほとんど同一問題(1990年 の項 目番号27だ けが別問題)に よる調査を行 っている。

なお,今 回 の調査対象の中学校2年 生 は,従 来,調 査対象に して いなか った全 く新 しい

集団で,平 成元年版 の学習指導要領 に基づ く教育 を受けてきた グループとして,旧 課程の

集団 との比較 のために調査 した ものである。

(2)回 答率 か らみた項 目の類型化

今回 の調査結果を,同 一問題 による過去 の調査結果 と比較 できるよ うに,各 調査項 目の

選択肢 ごとの回答率を次 のペ ージに表示 する。 この表 に示 されている各項 目に対する回答

傾向 に基づ いて,調 査項 目を次のよ うに類型化す ることができる。

① 学年が進むにっれて,一 っの選択肢 に回答が集中 して くる傾 向があ る項 目

項 目27(自 動車の利用)が これに当たる。

② 学年 が進んで も,回 答 の傾向はあまり変わ らず,選 択肢 ごとの回答率 が分散 してい

る項 目 項 目23(原 子力発電)と 項 目32(臓 器移植)が これに当たる。

(3)項 目別の分析 ・考 察

今回の調査結果を,同 一問題 による過去の調査結果 と比較 しなが ら考察する。

<項 目番号23>

電力需要 の増加 に対す る対策 と,原 子力発電 の導入 ・開発 について の考え方を尋ねる項

目である。選択肢は,カ →キ→ ク→ケ→ コの順 に,原 子力発電を否定す る立場か ら推進す

る立場へ並 べ られている。

今回,最 も回答率が高か った選択肢 は,ク の 「原子力発電所 の数を現状 ぐらいに保つ」

で,そ の次がキの 「他のエネルギーで不足する分だけ原子力発電 を許可 する」であったが,

どちらも回答率 は30%前 後で大 きな差 はみ られ なか った。第3位 は,コ の 「原子力発電 は

今後のエネルギー源の主力 と して もっと開発 を急 ぐ」で,回 答率 は高校 で22.2%,中 学校

で18.2%で あ った。

このよ うな回答傾向は,同 一問題 による中学生 ・高校生 を対象 とす る過去の調 査結果 と

類似 している。 しか し,今 回の高校2年 生が小学校5・6年 生の時の回答では,ク とキの

回答率の差がかな り大 きか った ことと,カ とケに対す る回答率が中学2年 生以降に比べ る

68一



同一間題による調査の選択肢 ごとの回答率

[項目番号23]

(原 子力発電)

集 団

1

2

比較

調査年度 学年

1989ノ 」、5

1990 6

1992中2

1995高2

1989中2

1990 3

1992高2

1995中2

カ キ ク ケ コ 無答

15.219.928.514.421.40.6%

14.320.834.211.618.70.9

11.930.929.59.618.00.2

9.629.931.27.122.20.0

12.928.631.89.616.60.5

11.032.231.56.918.10.2

11.827.131.08.121.70.1

12.328.930.49.918.20.4

[項 目番号27]

(自 動車利用)

集 団

1

2

比較

調査年度 学年

1989ノ 」、5

1990 6

1992中2

1995高2

1989中2

1992高2

1995中2

サ シ ス セ ソ 無答

4.114.651.314.215.30.5%

2.716.457.511.811.30.3

3.213.264.410.78.40.1

2.25.675.59.86.80.0

2.88.358.915.214.30.4

2.06.775.49.85.90.1

3.312.361.811.510.80.3

[項 目番号32]

(臓 器移植)

集 団

1

2

比較

調査年度 学年

19894、5

1990 6

1992中2

1995高2

1989中2

1990 3

1992高2

1995中2

カ キ ク ケ コ 無答

15.016.220.424.921.52.4

8.918.420.026.825.00.8

7.417.616.328.429.80.5

4.014.515.531.534.10.4

9.116.819.225.228.31.4

6.215.919.729.028.70.5

3.010.612.333.340.40.5

10.318.018.324.627.90.8

と比較的高か った点が異 なってい る。

全体 としては,こ の項 目は,各 選択肢への回答率 が比較的分散 している項 目であ る。 し

か し,そ れで も,小 学校か ら中学校 へ進む と回答がキ とク(中 間的な意見)に 集中 してい

き,中 学校 か ら高校 にか けてはそのまま安定す る傾向があ るといえよ う。

<項 目番号27>

自動車 の利 用 と,大 気汚染や交通事故 の増加 との兼ね合 いについての意見 を求 めた項

目であ る。

今回,回 答率が最 も高か ったのはスの 「高 くっいて も,技 術革新 を急 いで,排 気 ガス
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がす くな く安全性の高 い車を作 る」で回答率 は中学生 で61 .8%,高 校生で75.5%を 占めて

いた。第2位 は,中 学生では シの 「生活 にどうして も必要な車以外は使わない」(12 .3%)

,高 校生ではセの 「現状 くらいが いい」(9.8%)で あ ったが,第1位 との差 は著 しい。

この結果は,過 去 における同一問題 による調査の結果 とも,ほ ぼ一致 している。

また,集 団1(今 回の高校2年 生)に っいて,学 年を追 ってみてみると,第1位 の選択

肢 スの選択率 が,小 学学校5年 生で51.3%,6年 生 で57 .5%,中 学校2年 生で64.4%,高

校2年 生で75.5%と 順次増加 していて,こ の調査項 目は,学 年を追 って回答が一極集中す

る傾向 にあることが明 らかである。過去において,同 一問題で調 べた集団2(中2と 高2

の時)に ついて も,今 回,比 較のために調べ た中学2年 生 にっいて も,集 団1の 場合 とよ

く似た回答傾向を示 している。

回答率が高か ったスは,排 気ガスが少な く事故に対す る安全性 の高い車を開発す るとい

うことを述べているが,そ れが技術的 にどの くらい困難であるのか,そ のために製品価格

が どの程度高 くなるのかにっいて,具 体的 に示 されてい るわけではないため,こ の選択肢

に回答 が集中するのは もっともであるといえ るか もしれない。

〈項 目番号32>

臓器移植 と脳死についての意見 を求めた項 目である。

中学生で も高校生 で も,最 も回答率が高 か ったのは,コ の 「人工臓器の移植 よりも,

脳死 を認めて臓器移植 を推進 する」(中2が27.9%,高2が34 .1%)で あった。 しか しこ

の率 は,第2位 のケ 「現状では脳死を認 め,臓 器移植 も認 めるが,人 工臓器 による移植の

硯究 を促進 する」(中2が24.6%,高2が31.5%)と あま り大 きな差はなか った。

この調査項 目は,全 体 と してみれば,回 答傾 向が分散 してい るといえる項 目である。 し

か し,学 年 を追 ってみると,同 じ調査対象者(集 団1)が,小 学校か ら中学校へ,さ らに

高校へ と進 むにつれて,選 択肢 力 ・キ ・クの選択率が減少 し,そ のぶん,ケ ・コが増加す

る傾向がある。 この項 目の選択肢の構成 は,カ → キ→ ク→ ケ→ コの順に,脳 死を認めず臓

器移植に否定的な ものか ら,脳 死を認 め臓器移植 に積極的 なものへ並んでいるので,上 述

のよ うな選択傾向は,学 年 が進むにつれて脳死 を認め臓器移植 に賛成の意見が増加 してい

る ことを示 している。 さらに,過 去 において同一年度 に実施 した,異 なる学年 の回答者 の

間での回答率を比較 して も,学 年が高 いほ ど臓器移植 に賛成の意見が多か った こととも一

致 していて,興 味深い結果 といえよ う。

(4)学 習指導要領改訂 の影響

今回の調査では,改 訂学習指導要領 に基 づ く教育 を受 けて きた中学2年 生 に対 して も調

査を行 ったが,そ の結果 は,旧 課程時代の中学2年 生 につ いての調査結果 とほ とん ど同様

であった。 この ことは,学 習指導要領が変 わ って も,科 学観 のよ うな"も のの見方"は 容

易に変わるものではない ことを示 してい るよ うであ る。 しか し,今 般の学習指導要領 の改

訂は,内 容だけでな く,科 学に対 する見方 にまで及 んでいるので,そ の趣 旨が生徒に徹底

す るのには,い ま しば らくの時間 を要す るであろう。数年後 に,同 じ調査を行 えば,今 回

とは異な った結果が得 られ るのか もしれない。
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4.2.2科 学 観 調査(理 科)

本 年 度実施 された調査 項 目は 中2,高2と もに7項 目で,い ず れ も1989年 度,お よび

1992年 度 に実施 され た調査 項 目とまった く同 じであ る。 したが って,集 団1に ついては小

5(1989年 度)→ 中2(1992年 度)→ 高2(1995年 度)と い う学年段 階の進 行 に よる変化

を,ま た,中2に つ い ては集団1(1992年 度),集 団2(1989年 度),比 較集 団(1995年

度)の 集団 間で,さ らに高2に つ いては 集団1(1995年 度),集 団2(1992年 度),集 団

3(1989年 度〉 の集 団間で比 較す る ことがで きる。

<項 目番号21>

科学者以外のアマチュアによる科学上の発見が,以 前 より減少 した原因を問 う項 目であ

る。

集団1に ついてみると,現 在の科学的研究には,専 門的な勉強や訓練が必要である(選

択肢 シ)と 考える生徒の割合が全学年 を通 じて最 も高いが,小5や 中2で はこの回答率は

32%で あるのに対 し,高2で は46%に まで達 している。高等学校では理科の学習内容の専

門性が増大することが,こ の ような回答の一つの原因 となっていると考えられる。小5と

中2で は,科 学 に対する興味の有無(選 択肢サ)が2番 目に回答率が高 く,小5で24%,

中2で は28%と なってい る。 しか し,高2で は,こ の選択肢の回答率 は高価な設備の必要

性(選 択肢ス),時 間的な余裕の有無(選 択肢 ソ)の 回答率 と大差ない。

また,集 団間で,中2,高2の 回答の傾向には大 きな違いは認められないが,中2で は

比較集団(1995年 度)の 選択肢スの回答率が集団1(1992年 度)よ り5%高 く,選 択肢 ソ

の回答率が6%低 くなっている。
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〈項 目番号24>

理 科で 学習す る理 論 と法則 につ いて,何 が 大切か を問 う項 目で あ る。

集団1で は,「 理 論や法則 を使 って問題 を解 き,理 論 や法則 になれ る」(選 択肢 シ)に

対 す る回答 率 は,小5で30%,中2で は37%で,い ず れ もその学年 で最 も高い 回答率 と

な ってい る。次 に回答率 が高い のは,「 理論 や法則 が 出て きた理 由 を知 る」.(選 択肢ス)

で,小5で25%,中2で27%で ある。 しか し,高2で は,中2に 比 べ て,選 択肢 シの 回答
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率 が8%減 少 して29%と な り,小5と ほぼ 同 じ割 合 になってい るのに対 し,選 択肢 スの 回

答 率 は7%増 抑 して34%と な って い る。 「理論 や法則 を自分 で導 き出せ る ようにす る」

(選択肢 ソ)の 回答 率 は小5～ 中2で20%以 下 だが,高2で は28%に 増 加 し,選 択 肢 シ と

ほぼ同 じ割合 にな ってい る。 また,「 理 論や法則 をた くさん覚 える」(選 択肢サ)の 回答

率 は小5で17%で あ るの に対 し,中2で は10%,高2で は5%に まで減少 してい る。 さ ら

に,「 理 論や法則 につい ての調 べ方 を知 っている」(選 択肢 セ)の 回答率 は,各 学年 とも

低 いが,こ れは,文 献 な どで理 論 や法則 を調べ て知 る とい う学習が ほ とん ど行 われ ていな

い ことに起 因 してい る と考 え られ る。

集団間で比較 す る と,中2で も高2で も,回 答 の傾 向に大 きな違 いは ない。 ただ,調 査

年度 が新 し くなる と,中2で は,選 択肢 シの回答 率が僅か に増 加 し,選 択肢 スの回答率が

僅 かずつ減少 してい るの に対 して,高2で は,選 択肢 シの回答 率が僅 かずつ減少 し,選 択

肢 スの回答・率が僅 かずつ増加 して いる傾 向が うかが える。
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〈項目番号26>

金星に植物が生えている証拠 を発見 したという天文学者の報告が,科 学者によって認め

られるための条件を問う項目である。この項 目は,小6と 中3と 高3を 対象 として1990年

度にも,ま た中3と 高3を 対象 として1993年 にも調査 されている。

集団1で は,「 発見者以外の第三者が同 じことを確認する」(選 択肢 力)の 回答率が学

年段階の進行にともなって増加 し,小5の22%か ら高2で は40%に まで達 している。 しか

し、中3以 下の学年 についてみると,小5で は,「 発見者が植物の種類や存在理 由を明確

に示している」(選 択肢キ)が27%、 「金星 に酸素が存在す ることがわかった」(選 択肢

ケ)が26%と,他 の選択肢 より高 くなってい る。小6で は,選 択肢キ,ケ,そ して 「発見

者以外の第三者が同 じことを確認する」(選 択肢 力)の 回答率の間に大 きな差がな く,25

～27%と ほぼ同 じ割合で、他の選択肢 より高くなっている。中2・ 中3で は,選 択肢キが

最 も多 く回答 され,34%と なっている。 「天文学会の保証」(選 択肢 ク)と 選択肢ケの回

答率は,学 年段階の進行にともなって少 しずつ減少 している。

小学校 と中学校の生徒では,植 物の生存 と酸素の存在 との関係づけが高等学校の生徒に

比べて比較的強く印象づけられているが,学 年の進行にともなって,実 験 ・観察の追試や

検証 とい うものの重要性を重視 した考え方になってくると思われる。しかし,発 見 したこ

とが科学者に認め られるための条件は,小5～ 中3で はかな り多面的にとらえられてお
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り,高2で は小5～ 中3と 比べ れ ば若干 回答の傾 向が 固 まって くるが,そ れで も回答 の多

様化 の傾 向は認 め られ る。

また、中2、 高2の 回答 の傾 向 には集 団間で大 きな違い は認 め られない。
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<項 目番号29>

科学研究の主要な目的を問う項 目である。この項目は毎年度調査されている。

集団1で は,「 幸福な生活のための手段の提供」(選 択肢ケ)の 回答率が小5～ 中1で

最 も高いが,学 年の進行 とともに高1ま では僅かずつ減少す る傾向がうかがえる。それに

対して,「 事実の発見,収 集,分 析」(選 択肢ク)の 回答率は,高1ま では学年の進行 に

ともなって増加 し,高2で は高1よ り7%減 少 している。高1で は選択肢 クが選択肢 ケを

5%上 回って38%と なり,最 も高い回答率 となっているが,高2で は選択肢 ケが選択肢ク

を8%上 回って39%と な り,最 も回答率 となっている。

「技術的に進歩させる」(選 択肢コ)の 回答率は小5で20%を 占めているが,小6で は

15%,中1～ 高2で は10%～12%で 横ばいになっている。 「絶対的な真理を見出だす」

(選択肢 力)の 回答率はノJ・5の11%か ら小6で は16%に 増加するが,全 体的にあまり変化

はない。 「原理や理論を使って考察 ・説明する」(選 択肢 キ)の 回答率 も,ど の学年で も

10%前 後でほぼ一定である。

全体 として,選 択肢ケとクが,科 学研究の 目的についての主要なとらえ方となっている

と言える。また,こ の項 目に対す る回答は,選 択肢クを除けば,学 年段階の進行 にかかわ

らず低学年段階からかなり固定的であると言える。

また,中2,高2の 回答の傾向には,集 団間で大 きな違いは認め られない。
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<項 目番号30>

理 科の学習の理 由 を問 う項 目で ある。 この項 目は,小6,中3,高3を 対象 に して1990

年 度に も,ま た,中3と 高3を 対 象 と して1993年 度 に も調 査 さてい る。

集 団1で は,小5で 「科学 は,社 会 のい ろい ろな面 で役 に立 つか ら」(選 択肢 シ)の 回

答率 が37%で 最 も高い。 しか し、選択肢 シの 回答率 は学年 の進 行 に と もなって次 第 に減少

し,小6～ 高2で は 「科学 の考 え方 を知 る ことが大切 だか ら」(選 択肢 サ)の 回答率が最

も高 くなってい る。選択肢 サの 回答 率は小6と 中3で 最 も高 く,44%に まで達す るが,そ

の前 後で減少 してい る。 そ して,高2で は,選 択肢サ とシの回答率 が ほぼ 同 じになってい

る。 「考 える力がつ くか ら」(選 択肢 ス)は 小5で17%だ が,そ の後,学 年 の進行 に とも

な って次 第 に減少 し,高2で は10%と なる。 「理科 の授 業が あ るか ら」(選 択肢 ソ)は 小

5～ 小6で は5%前 後,中2～ 中3で は10%だ が,高2で は19%に 達 してい る。高2で の

この数値 は,興 味や 関心の多様化 した高校 生 の特徴 をあ らわ してい る と考 え られ る。全体

としてみれ ば,理 科 の学習 の理 由づ けに は,学 年段 階 の進行 に ともな って,多 様 化 してい

く傾 向が うか がえ る。

集 団間の比較 では,中2で は,比 較集 団(1995年 度)の 選択肢 サの 回答 率が他集 団 よ り

7%低 くな ってい る。 また,高2で は,集 団1の 選択肢 ソの回答率 が集 団2(1992年 度)

よ りも7%低 くなってい る。
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<項 目番号33>

理科の実験で 目新 しい実験器具 を使 うことについての考えを問う項目である。

集団1で は,新 しい実験器具 に興味がある生徒(選 択肢サ,シ,ス の合計)は,小5で

76%,中2で81%,高2で76%で あ り,全 体的に高い割合となっている。そのうちの大部

分が 「進んで使ってみる」(選 択肢サ)ま たは 「友達が実験するのを見てから自分で使っ

てみる」(選 択肢シ)の いずれかである。選択肢サの回答率は,ど の学年段階で も最 も高

く,40%以 上 となっている。 また,「 新 しい実験器具 に対する興味は特別ないが自分でも

使ってみる」(選 択肢セ)と 考えている生徒が,各 学年で15%前 後 となっている。全体的

に,ど の選択肢 に対する回答率 も,学 年段階の進行 にともなってあ まり変化しておらず,

この項 目に対する回答の しかたには,学 年の進行 による影響がほとんど認められない。

集団間で比較すると,中2で も高2で も,調 査年度の新 しい集団ほど,選 択肢サの回答

率が若干高 く,逆 に,選 択肢 シの回答率が若干低 くなっている。
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〈項 目番号35>

現代の科学者が昔の科学者 よりも複雑な問題を解明できる理由を問う項目である。この

項目は,中1を 対象 として,1991年 度にも調査 されている。

科学的研究が積み上げによるものである(選 択肢 ク)と 考える生徒は,集 団1で 小5の

39%か ら中1の53%に 増加 し,中2で は49%と わずかに減少するものの,高2で は71%に

まで増加する。 このことは,小 学校や中学校に比べて高等学校の理科では,科 学史的な内

容(事 実,理 論,法 則などの発見過程や発見者 など)が 増加 しているや,理 科の教師自身

の,科 学的研究が積み上げによるという科学観が教授 ・学習の過程で反映されていること

などによるのではないかと考えることができる。

一方,昔 の科学者の考えの多 くが誤 りであることを現代の科学者が知っている(選 択肢

力),現 代の科学者の想像力の豊か さ(選 択肢キ),現 代の科学者の理解力の優秀 さ(選

択肢 ケ)の 回答率は小 ・中ではほぼ10%以 上だが,高2で は5%前 後にまで減少す る。

また,科 学者が受けてきた教育の良さ(選 択肢 コ)に 対する回答率は,学 年の進行 に

伴ってあまり増減せず,15%前 後 となっている。

集団問で比較すると,高2で はほ とんど違いがないが,中2で は選択肢 クの比較集団

(1995年 度〉の回答率が過年度の集団に比べて6～7%減 少 している。
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4.2.3科 学 観 調 査(数 学)

生徒質問紙 皿の設問[5]の 中で,数 学 に対す る考え方 や態度 を調査 するものは5つ あ

る。各項 目ごとに今回の生徒の反応 にっいて分析 する。なお各項 目について,今 回及 び3

年前(項 目(22)は 毎年)の デー タを表に掲 げてお く。

(22)数 学 を何のために勉強 しているのだ と思いますか。

ア.数 学の大切な考 え方 を身 にっけるため。

イ.数 学 は入試に役 に立つ か ら。

ウ.数 学 は社会のいろいろな面で役 に立つか ら。

エ.数 学 の授業 が学校にあるか ら。

オ.そ の他。

学年

年度

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

1995

18.2

9.7

56.4

9.5

s.o

0.2

中2

1992

17.8

7.9

58.9

9.1

6.1

0.1

中3

1993

21.5

?.7

53.9

8.3

8.6

0.0

高1

1999

22.0

8.8

42.8

13.3

13.0

o.i

高2

1995

23.2

12.8

32.6

i7.s

13.6

o.o

高1

1991

23.6

9.8

36.5

is.s

13.4

o.o

高2

1992

22.0

14.1

27.1

23.7

12.9

0.1

高3

1993

27.5

10.2

27.7

19.7

14.7

0.2

(分 析)

数学を学習す る目的 についての設問であ る。

中学生 では(ウ)の 選択肢 「数学 は社会のいろいろな面で役 に立つか ら」を選ぶ者が半

数以上いる。高校生で も,(ウ)の 選択肢 を選ぶ者 が最 も多 いが,申 学生 の半分近 くに減

っている。 その分 だけ,他 の選択肢 を選ぶ者が増えている。

(25)次 の数 学 の問 題 を,自 由 な方 法 で解 いて よい と言 わ れ ま した。 あな た は,ど ん な方

法 で解 き ますか 。 「4つ の コ ップが あ り,そ れ ぞれ0.85リ ッ トル,0.97リ ッ トル,

1.15リ ッ トル,0.91リ ッ トル の水 が入 って い る。4つ の コ ップの水 を,4リ ッ トル入

の ヤ カ ンに入 れ る こ とは で き るか 。」

ア。筆 算 で計 算 をす る。

イ.暗 算 で計 算 をす る。

ウ.電 卓 で計 算 をす る。

エ.そ ろば ん で計 算 を す る。

オ.お よ その数 で 考 え る。

学年

年度

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

1995

46.0

15.9

22.3

3.3

12.3

0.2

中2

1992

54.9

16.2

14.4

2.4

11.9

0.2

高2

1995

45.2

23.9

12.5

1.5

is.s

o.o

高2

1992

46.0

24.4

13.8

1.1

14.6

0.2
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(分 析)

数学 の問題を解決す る際 に,ど のよ うな計算方法を選ぶかを問 う設問である。

4つ の数値はすべて1に 近 く,そ の内の3っ は1以 下の数値である。そのことを活用す

れば,暗 算や 「およその計算」を用 いて判断 をす るとい う工夫 も可能である。

中学生,高 校生 のそれぞれ半数近 くの者が,(ア)の 選択肢 「筆算で計算をす る」を選

んで いる。中学生,高 校生 の多 くが,「 数学 の学習では実際 に計算をす ることが大切であ

る」 とい った 「数学観」を もってい ると考え られる。

(28)友 だ ちが 黒板 で図 形 の証 明 問題 を解 きま した。途 中 まで は あ って いま した が,最 後

の と ころで ま ちが って しま い ま した。 あ な た は この解 答 につ い て ど う思 い ます か。

ア.非 常 にお しい解答 だ。考 え方 は あ って い るの だ か ら90点 く らいだ と思 う。

イ.途 中 まで は あ って い るの で,70点 くらいだ と思 う。

ウ.途 中 まで は あ って い るの で,50点 くらいだ と思 う。

エ.途 中 まで は あ って い るので,30点 くらい だ と思 う。

オ.証 明 問 題 は た とえ1か 所 で もま ちが った ら0点 だ と思 う。

学年

年度

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

1995

35.4

22.8

10.5

4.6

26.3

0.9

中2

1992

33.5

23.3

12.2

4.2

26.7

0.1

高2

1995

33.9

34.6

16.8

4.4

10.2

o.o

高2

1992

36.5

34.1

16.0

4.7

8.7

o.i

(分析)

証明問題の解答への評価を問 う設問である。

中学生,高 校生 と もに,選 択肢 の(ア)「 非常 にお しい解答だ。考え方はあっているの

だか ら90点 くらいだと思 う」を選 ぶ者が,そ れぞれ三分の一 ほどい る。部分的な点数を与

えたいとする者 が,中 学生で はおよそ四分 の三,高 校生ではおよそ9割 いる。

数学の学習 においては,結 果 と しての答えだけでな く,途 中の考 え方 も大切であ るとす

る 「数学観」 を もつ者が多いといえ る。

(31)A店 で販 売 して いた宝 く じで,こ れ まで1回 だ け1等 が で ま した。B店 で 販売 して

い た宝 くじは,ま だ1度 も1等 が で た こ とが あ りませ ん。 も しあ な たが宝 く じを買 う

と した ら,あ な た の考 え に最 も近 い の は どれで す か。

ア.1度 あ る こ とは また あ る と考 え られ るの で,A店 で買 う。

イ.B店 で は まだ1度 も1等 が で て いな いの で,B店 で は買 わ な い。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で,違 いは ほ とん どな いの で,ど ち らで 買 って もよい。

エ.A店 は1回 でB店 は0回 で,1回 確 か に違 うので,A店 で 買 う。

オ.な ん と もいえ な い。
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学年

年度

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

1995

26.2

5.2

30.9

7.3

29.8

o.s

中2

1992

23.5

4.6

35.8

5.6

30.4

0.2

高2

1995

26.0

2.3

31.3

7.8

32.6

o.o

高2

1992

26.1

2.7

29.9

s.8

34.3

0.2

(分 析)

数学 での 「確率」の考え方にかかわる設問である。数学の問題 として見れば,宝 くじを

買 うとき,A店 で買 って もB店 で買 って も,当 たる確率 は同 じで ある。

選択肢の(ア)か ら(エ)ま での内容 は,数 学 と しては正 しいとはいえない。 そうした

選択肢 を選んだ者が,中 学生,高 校生 ともにおよそ7割 いる。 しか し,宝 くじを買 う動機

となるのは,当 たるか もしれないという楽 しみを求 めるものであ る。それは数学 とはあま

り関係 はない とい う言 い方 もで きるだ ろう。

(34)こ れか らの社 会 で は,コ ンピュ ー タが さ らに広 く使 わ れ るよ うに な る と言 わ れて い

ます。 コ ン ピュー タ と数 学 の勉 強 との関 係 につ い て ど う思 い ますか 。

ア.計 算力 が落 ち るか ら,コ ン ピュー タは 使 わ な い方 が よい。

イ.ど ん な問題 を解 くと き に も,コ ンピュ ー タを使 った方 が よ い。

ウ.複 雑 な問題 を解 くとき に,と き ど きは コ ンピュ ー タを使 った方 が よ い。

エ.複 雑 な問 題 を解 くと きに,ど ん どん コ ン ピュー タを使 った方 が よい。

オ.数 学 の勉 強 と コ ン ピュー タは関 係 が な い。

学年

年度

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

1995

9.9

11.4

48.3

20.3

9.5

0.5

中2

1992

13.1

s.o

48.7

15.6

16.5

o.i

高2

1995

6.7

s.s

42.4

30.2

13.7

0.2

高2

1992

4.7

4.5

40.4

31.1

i8.s

0.4

(分 析)

数 学 の 学習 とコ ンピ ュー タの関 係 を 間 う設 問 で あ る。

コ ン ピュ ー タの使 用 を肯定 的 に と らえ る者(選 択 肢 の(イ)(ウ)(エ)を 選 ん だ者)

が,中 学 生,高 校生 と もにお よ そ8割 い る。

コ ンピュ ー タは計 算 の他 に も様 々 な機能 を もって い るの で,実 際 に使 って み る ことに よ

って,生 徒 の コ ン ピュ ー タにつ い て の見方 ・考 え方 は変 化 して い くだ ろ うと考 え られ る。
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5.学 校 質 問紙 の 結果

今回は、平成4年 度の調査 と比較 しなが らその集計結果を報告する。

学校質問紙に回答 した学校数は.次 の通 りである。

平成4年 畢成7年

申学校:15

高等学校:8

5

9

学 校質 問 紙 に は、14の 大項 目があ ったが、 生 徒数 や 時 間数 な どの 実 際の数 値 を聞 く項 目

につ いて は後 日集 計す る こ とと し、 今 回の 集計 にお い て も前 回 と同 じ様 に、 項 目に 「はい、

い い え」 な どの選択 肢 が設 け られ てい る項 目だけ に限 定 した。

なお 、 回答 数 は各 学校 段 階 で50校 未 満 で はあ るが、 以 下 に、 割合(百 分 率)で そ の 回答

傾 向 を示す こ とにす る。 また、無 答 は欠損値 と して、 集 計 か ら除 い た。

「6.あ な たの 学校 のPTA(父 母 と教 師の会 な ど)は 、次 の項 目の よ うな活 動

を して い ます か 。」 に対 して、 「は い」 と回答 した学 校 の割 合 は次 の通 りで あ る。

中 学 校 高 等 学 校

平成4年 平成7年 平成4年 平成7年

(1)地 域社会活動7錦

(2)社 会文化的活動87

(3)学 校運営への資金的 な援助67

(4)特 定の教科内容 などについての討論0

(5)学 校の一般的な方針 についての討論20

(6)父 母のための広報活動93

100%

100

60

0

zo

100

0瓢22%

6334

100100

011

3844

63100

PTAの 活動については、(1)～(6)の どの内容の事柄についても中学校、高等学校

共に以前より活動が盛んになったと考えられる。特に、学校の一般的な方針についての討

論や父母のための広報活動が盛んになったと言える。このことは、学校週五日制と新 しい

教育課程の実施に伴い、学校 と地域との交流や父母との意見交換の場が広がりはじめた結

果とも考えられる。

「7.あ なたの学 校 の 授業 形態 は、 次 の どれ に 当 た ります か。 た だ し、 体 育等 は

の ぞ きます 。」 に対 して、 それ ぞれ の 選択 肢 に 回答 した割合 は次 の 通 りであ る。

中 学 校 高 等 学 校

車成4年 平成7年 平成4年 平成7年

ア.男 女 同 じカ リキ ュラム で共学 であ る10錦

イ.男 女 同 じカ リキ ュラム だが、 男女

別学 であ る0

ウ.男 女 は別 々の カ リキ ュラム であ る0

エ.そ の他(男 子校 また は女子 校)0

100%

O

a

O

100斑100瓢

a

O

O

O

a

O

79一



学校の授業形態、特に男女差を考慮 した教育課程がどの様に展開されているかを尋ねた

が、新しい教育課程で生徒の多様な進路や個に応 じた学習のための選択履修の機会等は増

えたものの、男女別々の学習形態をとるところまでは進んでいないようである。

「8.あ なた の学校 では、 必修 教科 にお い て、習熟 度 別、 適性 別 、 興 味関心 別等 に よる コ
ー ス別 編成 を行 って い ます か

。」 に対 して 「して いる」 と回答 した学校 の割合 は次の通 り

で あ る。

中 学 校 高 等 学 校

平成4年 平成7年 平成4年 平成7年

76鑑 0% 25瓢 67%

中学校では、習熟度別や適性別の コース別編成をしている学校は全くなくなってしまっ

た。

ここれは選択制の幅が広がったことや授業時間数が減少 した事、あるいはTT方 式 などが

導入 された事などが関係 しているのかもしれない。

また、高等学校では、今まで以上にコース別編成を導入 している学校が増えている。

その内容を見ると、数学や英語について習熟度別学級編成を行い基礎学力の向上に努め

るとか、国語、数学、理科、英語等にっいて大学進学に向けて実力の養成を図る等となっ

ている。

「10.あ な たの学校 に は、 次 の よ うな特別 教室 が あ ります か。 」 に対 して、

「あ る」 と回答 した学 校 の割 合 は、次 の通 りであ る。

申 学 校 高 等 学 校

平成4年 平成7年 平成4年 平成7年

(1)算 数 ・数学 科教 室

(2)理 科 教室

(3)視 聴覚 教 室

(4)コ ン ピ ュー タ教 室

0%

100

67

33

0瓢

100

40

iao

0%

100

100

75

11労

100

100

89

特 別教 室 の設 置 につ い て特 に 目立 って い るの は コ ン ピュー タ教 室 の充実 した事 であ る。

これ は、 文 部省 や地 方 自治体 の教 育 計画 の 一環 と して進 め られ てい る か らであ る。

「11.あ な たの学 校 で は、 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ(パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ)を 備 えて

います か。 」 に対 して、 「備 えて い る」 と回答 した学 校 の割 合 は、 次 の

通 りであ る。

申 学 校 高 等 学 校

平成4年 平成7年 平成4年 平成7年

学校事務用

授 業 用

80%

27

60郎

80

87%

75

22瓢

89
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学 校事 務 用 の コ ン ピ ュー タの数 が減 少 してい るが は っき りした理 由 は分 か らない。

授 業 の ため の コ ン ピ ュー タが増 えてい るの は上記10の コ ン ピ ュー タ教室 の充 実 した理 由

と同 じであ る。

「12.あ なたの 学校 では、 現 在、 校 内暴 力、 い じめ 、非 行 な どの生 徒 指導 上の 問題 が ど

の 程度 あ る と感 じてい ます か 。」 に対 して、 それ ぞれ の選 択 肢 に 回答 し

た学 校 の割 合 は、 次 の通 りであ る。

中 学 校 高 等 学 校

平成4年 平成7年 平成4年 平成7年

ア.非 常 に問題 であ る

イ.か な り問 題 であ る

ウ.や や 問題 であ る

エ.あ ま り問題 で は ない

オ.全 く問題 ない

0%

O

Zo

67

13

0%

ao

20

40

20

0瓢

0

13

63

25

0%

0

0

89

11

生 徒指 導 上 の問題 につ いて は、 以前 に比 べ ると中学 校 で は 「や や 問題 」 、 「か な り問題」

とす る学 校 が増 え、 「あ ま り問 題 で はな い」 、 「ま った く問題 で は ない 」 とす る学校 が少

な くな った。

高 等 学校 では 「問題 では な い」 、 「ま った く問題 では ない」 とす る学校 が多 くな った。

この事 は、 昨今 の い じめ問 題等 にみ える社会 的 な背 景 を幾 分 感 じさせ る もの であ る。

「14.あ な たの学校 で は、 クラブ ・部 活動 は月曜 か ら金 曜 ま では普 通毎 日何 時
'間 ぐらい行

っ てよ い こと にな って い ます か。 」 に対 して、 それ ぞれ の 選択 肢 に 回

答 した学 校 の割 合 は、次 の通 りであ る。

中 学 校 高 等 学 校

平成4年 平成7年 平成4年 平成7年

ア.1時 間未 満

イ.1時 間以 上2時 間未 満

ウ.2時 間以 上3時 聞未 満

工.3時 間以 上(制 限 あ る)

オ.制 限 は ない

0瓢

67

33

0

a

0男

60

40

0

a

0瓢

13

75

0

13

0瓢

11

6?

11

11

クラブ活 動 にっ い て は、 以前 と大 き な変 わ りはな い。
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6.教 師質問紙 の結果

今回 の調査 において,教 師質問紙 に回答 した教師数は,次 の通 りである。

中学校2年

高等学校2年

21名(数 学:13名,理 科=8名)《 比較 集 団 》

53名(数 学:24名,理 科=29名)《 集団1》

教師質問紙 においては,11の 大項 目があ ったが,そ の うち,教 職年数や指導時間数 など

の実際の数値 を聞 く項 目にっ いては後 日集計す ることとし,今 回の集計 においては,項 目

に 「はい,い いえ」 などの選択肢が設 けられてい る項 目だけに限定 した。なお,回 答数は

学校段階によ っては50名 未満ではあるが,以 下に,割 合(百 分率)で その回答傾向を示す

ことにす る。 また,無 答は欠損値 として,集 計か ら除 いた。

「2.あ なたは,中 等教育終了後,大 学教育(旧 制高校等 を含む)を 何年受 けま したか。」

に対 して,そ れぞれの選択肢 に回答 した教師の割合 は,次 の通 りである。

中数 中理 高数 高理

ア.

イ.

ウ.

工.

オ.

カ.

大学教育を受 けない

1年 間

2年 間(短 大相 当)

3年 間

4年 間(4年 制大学相 当)

5年 間以上(大 学院相 当)

0箔

0

8

0

85

8

O%

0

0

0

ioo

8

4%

0

0

0

83

13

0%

0

0

0

86

io

「4.あ なたは,数 学教育または理科教育や教育一般に関す る学会誌や定期刊行物を,ど

の程度読んでいますか。」に対 して,そ れ ぞれの選択肢 に回答 した教師の割合は,次 の通

りである。

中数 中理 高数 高理

ア.か な りひん ぱ ん に読 む

イ.と き ど き読 む

ウ.ほ とん ど読 まな い

15%25%4%7%

54385866

31383328
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「5.あ なたは,過 去1年 間に,数 学教育 または理科教育 に関す る研修 に何 日間参加 しま

したか。数学教育 または理科教育 にっいての会議 や会合 も含 めて くだ さい。」に対 して,

それぞれの選択肢 に回答 した教師の割合は,次 の通 りである。

中数 中理 高数 高理

ア.全 く受 け て い な い

イ.1日 未 満

ウ.1～2日

エ.3～5日

オ.6日 以 上

8%

0

15

62

15

13%21%28%

040

04628

501328

381710

「6.あ なたは,数 学 または理科の授業 に際 して,次 の指導法 をどの程度使いますか。」

に対 して,使 う(「 しば しば使 う」,「 ときどき使 う」 を合わせ た)と 回答 した教師の割

合は,次 の通 りであ る。

中数 中理 高数 高理

(1)教 師の発問 と児童 ・生徒 の応答 を中心 とする指導

(2)児 童 ・生徒の疑問を重視 し指導

(3)教 科書の例題や考え方に沿 った講義中心 の指導

(4)全 員 に同 じ課題を与え,解 決 させ る指導

(5)グ ループ別 に課題 が異 なる指導

100%100%96%90%

85758366

77759286

100889283

46752155

(6)個 別指導

(7)視 聴覚教材 を用いる指導

(8)ク ラス全員を対象 とする野外での指導

(9)実 験 ・観察のために実験室を用 いる指導

(10)電 卓を用いる指導

(11)コ ンピュータを用 いる指導

9275

4675

025

0100

150

1513

88

17

9

4

17

21

93

79

10

97

24

7

「7.あ なたは,数 学または理科で,次 の教材 をどれ ぐらいの頻度で使 いますか。」に対

して,使 用す る(「 いつ もまたは しば しば使用する」,「 ときどき使用する」を合わせた)

と回答 した教師の割合は,次 の通 りであ る。

中数 中理 高数 高理

(1)教 科 書

(2)市 販 の ワー ク ブ ックま たは問 題 集

(3)市 販 の テ ス ト

(4)市 販 の コ ン ピュー タ ・ソ フ ト

(5)自 作 の教材

(6)自 作 テ ス ト

(7)自 作 の コ ンピュ ー タ ・ソ フ ト

92完

92

ss

23

85

92

8

100

88

25

13

100

100

0

ioo%

100

46

29

88

96

8

100

90

28

io

90

93

10
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「8.あ なた は,数 学 また は理 科 の学 習 の評 価 を す る時,次 の評 価 方 法 を どれ く らい使 い

ますか 。'」に対 して,使 う(「 よ く使 う」,「 と き どき使 う」 を合 わ せ た)と 回 答 した教

師 の割 合 は,次 の通 りで あ る。

中数 中理 高数 高理

(1)市 販テス ト

(2)教 師作成の記述形式 テス ト

(3)教 師作成の客観 テス ト

(4)宿 題

(5)実 験 ・観察などの研究 レポー ト

(6)授 業中の児童 ・生徒 の態度の観察

38%

69

69

92

15

100

38覧

88

ioo

63

75

ioo

29%21×

9686

7586

8369

2186

6372

』「9
.あ なたは,調 査対象の学年の数学科の指導 にあたって,次 の項 目を どの程度強調 し

ますか。」 に対 して,強 調する(「 とくに強調 して指導す る」,「 やや強調 して指導する」

を合わせた)と 回答 した教師の割合は,次 の通 りであ る。

中数 高数

(1)数 学の論理的構造を理解 させ る

(2)証 明の性質を理解 させ る

(3)数 学 に興味を もたせ るよ うにする

(4)数 学的事実,原 理や アルゴ リズムを知 らせ る

(5)問 題解決の態 度を身につ けさせ る

92%92%

9296

100100

7792

10096

(6)日 常生活での数学の重要性を認識 させ る

(7)速 く,正 確に計算 させる

(8)基 礎科学や応用科学における数学の重要性を

認識 させ る

(10)判 断 ・意志決定 に関す る態度を身 にっ けさせ る

(11)入 試問題の解 き方を身にっ けさせ る

(12)数 学の文化的な意義を知 らせ る

62

92

62

92

fig

46

92

79

96

88

83

83
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「10.あ なたは,調 査対象の学年 の理科の指導 にあた って,次 の項 目をどの程度強調 しま

すか。」 に対 して,強 調 する(「 とくに強調 して指導 する」,「 やや強調 して指導す る」

を合わせた)と 回答 した教師の割合 は,次 の通 りである。

中理 高理

(1)科 学的概念 を系統的に理解 させ る

(2)科 学的思考能力を持たせ る

(3)科 学 に興味 を もたせ るよ うにす る

(4)科 学的事実 や原理 を知 らせ る

(5)問 題解決の方法 を身につ けさせ る

100%93%

100100

10097

iooloo

8897

(6)日 常生活での科学の重要性 を認識 させ る

(7)正 確 に多 くの知識 を記憶 させ る

(8)他 の学問 にお ける科学 の重要性 を認識 させ る

(10)判 断 ・意志決定 に関す る態度 を身にっ けさせ る

(11)入 試問題 の解 き方 を身につけさせ る

(12)科 学の文化的な意義 を知 らせ る

75100

7593

3886

3872

7572

3890

「11.次 の こ とにっ いて,あ なた ご自身 の意 見 をお尋 ね いた します 。」 に対 して,肯 定的

(「 そ うだ と思 う」,「 どち らか とい えば そ うだ と思 う」 を合 わ せ た)に 回 答 した教 師 の

割 合 は,次 の通 りで あ る。

中数 中理 高数 高理

(1)人 の成功不成功は運 しだいで ある

(2)数 学(算 数)は,学 習す る内容が多す ぎる

(3)自 然科学(数 学や科学)は,日 常生活の問

題を解決す るの に役立つ

(4)一 所懸命に努力すればだれで も成功 できる

(5)女 子 も男子 も同 じ程度 に,科 学 に興味を

持 っている

38%38%38%2496

46636359

85888890

85756376

69505862

(6)男 子 は女子よ り生れっき数学的科学的能力

を持 って いる

(7)理 科は,学 習する内容が多す ぎる

(8)こ れか らは,だ れで もコンピュー タにつ い

て,な ん らかの勉強が必要 にな るであろ う

(9)数 学 や科学 をよく身 につければ,一 層生活

が豊 かにな る

(10)女 子 も男子 も同 じ程度 に専門的な職業 にっ

く必要が ある

23132934

15634272

1001008890

62505466

9Z637962
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中数 中理 高数 高理

(11)男 子は女子 よりもよ り多 く自然科学(数 学

や理科)に っ いて知 っている必要があ る

(12)こ れか らは,ど の職業に も,数 学 や科学 の

知識が必要 となるであろう

(13)そ ろばんを使 うと,数 の しくみがよ くわか

るようになる

(14)科 学関係 にお金を使 うことは,十 分に価値

があ る

(15)二 般市民 で も,国 の政治 に影響 を与えるこ

とがで きる

802117

77386772

23253339

771008386

46507176

(16)字 が きれいなことは,就 職す るときに有利

である

(17)科 学的な発見は,益 より害 を多 くもた らす

(18)職 業 につ くには,数 学や科学を よく知 って

いることが大切である

(19)電 卓を使えば,実 際 の複雑 なデータを使 っ

た勉強 もす ることができる

(20)コ ンピュータはほとん どすべての問題 を

人間がや るよ りも上手に解決する

100887986

81343

38384245

46755048

80810

(21)こ の世か ら戦争をな くす ことは不可能で

ある

(22)国 は,科 学関係 の研究 に もっとお金をかけ

るべきである

(23)科 学の発明は,世 の中をあまりにも複雑 に

してきた

(24)数 学や科学は,国 の発展 にとって非常 に

重要 なものである

(25)男 子は女子よ りも科学者 や技術者 にむいて

いる

23251734

54887990

8252517

69889683

0383824

(26)学 校でよい教育を受 けてお くことは,大 切

だと思 う

(27)世 の中の問題の多 くは,科 学 と技術が原因

とな っている

(28)こ の世の中の神秘的な ことが らも,い つか

は科学が その秘密を解 き明かすであろう

85889293

15132117

38502141
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1.中 学 校 生 徒調 査

中学校生徒に対する調査項巨お∫よび項目毎の反応率を次に禾す。

調 査B 国
SA11-SCI

理 科 問 題

一中学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① 印刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろが あ っ た ら、 だ まっ

て 手 を あげ な さ い。

② 答 えは 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

猛 の マ ー ク カ ー ドの う ら.の問 題 の(1)か ら(20)の ア ～ オ(カ ～

コ また は サ ～ ソ)を ぬ りつ ぶ しな さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁ず る

_gg_
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(1)チ ャ イ ム を作 ろ う と思 っ て 、 長 い 金 属 管 か ら、 下 の 図 の よ うに ・ 長 さ

の 異 な る管 を4つ 切 り取 り、 つ り下 げ た 。 これ らの 管 をた た く と、 どれ

が 最 も低 い 音 を 出す か 。

hB

(4)天 気図にはいろいろな記号が用い られている。下の記号が示す風向、

風力 を正 しく表 しているのは どれか。

北

!
:
1

酉 一・一 一一 一 一 一 一 一 一一 一 粟

:

…

詣

ア.南 西 の 風 、 風 力 は5

イ.北 東 の 風 、 風 力 は5

ウ.南 西 の 風 、 風 力 は4

エ.北 東 の 風 、 風 力 は4

オ.、 南 西 の 風 、 風 力 は.8

i

器

i

ア.A

イ.B

ウ.上 の 方 を た た く とA、 下 の 方 を た た く とB

エ.上 の 方 を た た く とB、 下 の 方 を た た く とA

オ.ど れ も.弱 くた た くと低 く鳴 る。

物 理 知 識 ア6了.6イ2L4ウ5.5エ4.0才1.5無0・1

(2)亜 鉛 の 粉2gと 硫 黄Igを ま ぜ て、 酸 索 に ふ れ な い よ う に して加 熱 し

た ら硫 化 亜 鉛 が で き て 、 亜鉛 や 硫 黄 は 残 ら なか っ た。

も し亜 鉛 の粉2gと 硫 黄2gを ま ぜ て、 酸 素 に ふ れ ない よ う に し て加

熱 した ら ど う な る か。

地 学 知 識 ア3.2イ11.9ウ12.0工 了1.0才1.6無0.4

(5)も し同 じ服装なら、人間は地球上 てよ りも月でのほうが高 くとび上が

れ るはずである。 その理由と して最 もよいのは どれか。

カ.月 で は そ の人 の 質 量 が小 さ く な るか ら。

キ.月 の 重 力 は地 球 の 重 力 よ り小 さ い か ら。

ク.月 に い る人 は 地 球 か ら遠 く離 れ て い るか ら。

ケ.月 に は 抵 抗 を生 じ る 空 気 が な い か ら。

コ.月 で は ニ ュ ー トン の 運 勤 の 法則 が 成 り立 た ない か ら。

西.約2倍 の硫 黄 をふ くん だ 硫 化 亜 鉛 が で き る。

キ.約lgの 硫 黄 が 反 応 しな い で残 る。

ク.約Igの 亜 鉛 が 反 応 し な い で 残 る。

ケ.ど ち ら も約lgず つ が 反 応 し な い で 残 る。

コ.反 応 が お こ ら ない 。

化 学 知 識 力19.1キ54.7ク12.2ケ7.5コ6.3無0・2

しよく

(3)次 の各文はいずれも生殖の過程 について述べたものである。これ らの

中のどれが起 こった場合に、受精が確かに行われたといえるか。

ぬす めず'サ
.雄 が 相 手 と な る雌 を 見 つ け る こ と。

シ.生 鶏 器 官 が 作 られ る こ と。
ロいぐうし

ス.雄 性酩偶子の核が雌性配偶子の核 と結合す ること。

セ.精 子が卵細胞に達す ること。

ソ.雌 性配偶子の貯蔵養分が謎に供給されること。

生 物 知 識 サ6 .7シ5.9ス28.9セ54.9ソ3.4無0.2

-1一

物 理 理 解 力8.8キ7L3ク3.2ケ11」 コ4.8無0.3

(6)鉄 の 表 面 に ペ ン キ を ぬ る と 鉄 が さ び に く くな る。 そ の 理 由 は 、 次 の 中

の ど れ か 。

ぢつ

サ.窒 素 が鉄 と ふ れ る.の を ふ せ ぐか ら。

シ.ベ ン キ が 鉄 とむ す び つ い て、 ち が っ た 物 に な る か ら。

ス.二 酸 化 炭 素 が鉄 と ふ れ る の を ふ せ ぐ か ら。

セ.鉄 の 表 面 を な め ら か にす る か ら。

ソ.酸 素 や 水 分 が 鉄 とふ れ るの を ふ せ ぐ か ら。

化 学 理 解 サ9.6シ7.9ス12.5セ3」 ∠66・1無0.2

一z一
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(7)牛 乳 を冷 蔵 庫 に入 れ て お く と、 す っ ぱ く な りに くい の は な ぜ か。 そ の

理 由 を次 の 中 か ら運 べ。

ア.牛 乳 の 中 の 水 が 氷 に な る か ら。

イ.牛 乳 の 中 の ク リー ム が 分 か れ て く る か ら。

ウ.細 菌 の は た ら きが 弱 ま る か ら。

エ .ハ ェ が 、 は い ワ こ ま な い か ら。

オ 。 表 面 に ま くが で き るか ら。

生 物 理 解 ア3.3イ11.82」4 .8エ1.5才8.5無0.2

(8)あ る とこうで 田 中よ 桶 れ た風のない日`・、気温 と太陽の高さの変

わ り方を調べた。
.そ ρ結呆 をグ ラフに表す とどのようになるか。

力
℃

気

温 【5

to

S

O

太隅の

高さ

へ1気 温

810122q

(午 前)(午 後)

時 こく

度 太

陽

30の高

さ20

is

a

キ
℃

IS

且0

5

a
'

、
、

ケ
t

量5

工G

s

a

810星224

度

30

20

is

a

6'・ 、

、

、

81012Z1

度.

sa

孝0

且o

a

ク
℃

IS

is

S

e

、

コ
'C

ls

is

s

a

8101224

度

30

20

且o

a

'

、

810112q

度

30

za

is

a

地 学 理 解 力4・5キ38,1之42.4ケ3.了 コ10.9無0.2

(9)二 人 の 子 が、 それ ぞ れ 同 じ種 類 の ゴ ム ま り を 買 っ た。 そ の う ち の 一 人

は 「わ た し の ゴ ム ま りの ほ う が、 あ な た の よ りよ くは ず む わ よ。」と言 っ

た。 も う一 人 は 「ほ ん とに そ うか ど うか 、 試 し て み ま し ょ う。」と答 え た 。

その 調 ぺ 方 は 、 次 の 中 て どれ が景 も よ い か 。

サ.二 つ の ゴ ム ま り を同 時 に 同 じ高 さ か ら落 と して、 ど ち らが 高

くは ね 上 が ろか を調 べ る。

シ.二 つ の ゴ ム ま りそ 同 時 に 、 ち が っ た 高 さ か ら落 と し て、 ど ち

らが 高 くは ね 上 が 多 か を調 ぺ る。

ス.二 つ の ゴム ま り を壁 に ぶ つ け て、 ど ち ら が 、 型 か ら遠 く まで

は ね か え るか を 調 べ る。

セ 。床 に ゴ ム ま り を投 げ つ け て、 ど ち らが 高 くは ね 上 が る か を 調

べ る。

.
ソ.ゴ ム ま り を手 で さわ っ て 、 ど ち ら が か た い か を調 べ る。

物 理 応 用 サ8t2シ4 .0ス3..4セ5.2ソ5.9無0.2

(10)下 の表に示 した物質の中で、空気申て加熱 』ても質葦が交わ らないの

は どれか。

物質 融点

A 97C

B

竃

日3℃

沸点 空気中で加熱 したとき

燃 えて 門 つ の 酸 化 物 をつ く り、

889℃1、 の酸化物は水`、溶けてアル

Lカ リ髄 示す。

i

燃 え て 一 つ の 酸 化 物 をつ く り、i

444℃1こ の酸化槻 枇 溶けて酸性

C 5'C 80'C

を示 す。

Dl800℃

燃 えて二酸化炭素と水になる。

1413'C 融解 するが新 しい物質はつ く

らない。

ア.物 質A

エ.物 質D

イ.物 質Bウ.物 質C

オ.ど れ も質 量 が 変 わ る。

化 学 応 用 ア6.4イ11.了 ウ19,5エ44.8オ1了.0無0.6
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(口)南 ア メ リ カの ア ン デ ス 山 脈 の 高 地 に住 ん で い る人 た ち は 、 低 地 に 住 ん

で い る人 た ち に 比 べ て 、 血 液 中 の 赤 血 球 の 数 が お よ そ2倍 に な っ て い る。

こ の 現 象 を説 明 す る の に、 最 も よ い と思 う もの を、 次 の 中 か ら還 べ 。

カ.高 地 では、血管にはた らく気圧が低いので、新 しい赤血球がより

はや くで きるから。

キ.高 地の大気中には酸素の量が少ないので、1回 の呼吸で肺に入 る

酸素の総量 を増すために、住 民はよ り深 く呼吸す るから。

ク.高 地では、1回 の呼吸で肺に入 る酸素の量が少 ないので、入って

くる酸素 をで きるだけとりいれろよ うにす るには、赤血球の数が多

くなければ ならないか ら。

ケ.高 地では㍉呼吸す る空気に含 まれる酸素の割合が小 さいので、血

管 を遍って酸素 を運ぶには、 赤血球の数が 多くなければならないか

ら。

コ.高 地では、気圧が低いため血液の循環が悪 くなるので、酸素を運

ぶのによけいに赤血球がいるから。

生物 応 用 力6.8キ14.8ク38.0ケ24.8コ15.5無0.2

(12)下 の図は、山を越 えて吹 く風の方向と、山の両側での異なった高さに

おける平均気温 を示 している。

風下の山のふ もと(地 点X)で は、次のどれが見 られるか。

(13)次 の 図 の よ うな 装 置 で 、 温 度20℃ の 水100gを 外 側 の 容 器Pに 入 れ 、

温 度80℃ の 水100gを 内 側 の 容 器Qに 入 れ て、 二 つ の 容 器 の温 度.を 一 定

時 間 ご と に 測 定 し た。

下 の グ ラ フ の 中 で、 二 つ の 容 器 の 水 温 の 変 化 を景 も よ く表 して い る

の は ど れ か 。

eo

●c

温度計B楓 度計武

湯

水

断熱材

4P 一一 一一一温度計Aの 示 す温度

蛋度計Bの 示†温壌

:a

㌔ 、 ア80
、、
、 、

'C

、 騨,層 一塵一曾

時 尉

80工

・c、 、

zo

、
、
、

:a

、
イ

.時尉

a

●C

eo

gC

:o

、、
、

ウ

時闘

xa

＼ オ
、、

、

時澗

時尉

サ.雨 の 多い 森 林

シ.ジ ャ ング ル

ス.氷 河

セ.大 きな湖

ソ.乾 燥 地 域

・昌 ゑ 鉢.

雛 鑑1三篠1鴎
'0

.5k薗:3一:・.1

。水蓋ド1魂

.＼
雲 降雨1'

.7驚 聴
…1・;ぐ

●c『r .「il2.Ok繭 マ笹 ..1

x＼r　9'C

{菓)

物 理 高 次 ア12.3ゴ.49.4ウ14.了 工12,9オ10.2無0.5

(14)水8g中 に食 塩2gを 溶 か し た食 塩 水 のλ っ て い る 容 器 を 日 の あ た る

場 所 に 置 い た。 しば ら くす る と、 こ の 容 器 中 の5gが 蒸 発 し た。 残 っ た

5gは 次 の 中 の どれ に な るか 。

{西1

地 学 応 用 サ18.4シ11.9ス4.5セ15.1ソ49.6無0.4

一5一

化学 高次

カ.2gの 食 塩 と3.gの 水

キ.1.5g以 上 の 食 塩 と3.5gの 水

ク.lgの 食 塩 と4gの 水

ケ.0.5g以 下 の 食 塩 と4.5gの 水

コ.59の 水 だ け

三≧40,1キ12,0ク28。1ケ10.5

-6一

コ9.1無0.2
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(15)ニ ワ トリのかかるある伝染病の予防接種の効果を判定するのに、景 も

よい実験方法はどれか。

(17)フ ラ ス コ に 水 を入 れ て、 湯 の 中 に入 れ た 。 ガ ラ ス 管 の 先 か ら水 が 最 も

い き お い よ く とび 出 す の は 、 次 の ど れ か。

i

N

i

サ.そ の 病 気 に か か っ た こ との な い50羽 の ニ ワ トリ を選 び 、 これ

らに こ の 病 原 菌 を う え つ け 、 そ の よ で 全 部 に 予 防 接 種 をす る。

シ.そ の 病 気 に か か っ た こ と の な い50羽 の ニ ワ トリ を選 び 、 その

う ち25羽 に 予防 接 種 を した 上 で 、 全 部 に 病 原 菌 を う え つ け る。

ス.そ の 病 気 に か か っ た こ と の な い50羽 の ニ ワ ト リに 予 防 接 種 を

した上 で全 部 に 病 原 菌 を う え つ け る。

セ.そ の 病 気 に か か っ た こ と の あ る な しに か か わ らず 、50羽 の ニ

ワ トリ を選 び 、 その う ち の25羽 に 予 防 接 種 を し た上 で50羽 全 部

に 病 原 菌 を う え つ け る。

ソ.そ の 病 気 に か か っ た こ と の あ る な し仁 か か わ らず、50羽 の ニ

ワ トリ を選 び 、 全 部 に 予 防 接 種 を した 上 で 、 その うち の25羽 に

病 原 菌 を う えつ け る。 ・

生 物 高 次 サ9.5ジ47.8 .ス18.6セ12.6ソ11.1無0・4

水

湯

カ

一蓋'

(16)現 在 の大洋に住んでい る貝(海 産型の員)と 大変よく似た形の化石が、

高い山の岩石の申で見つかることがある。 このことの説明 として、景 も

よいものを、次の申か ら選べ。

キ

!

ア.あ る種 の 貝 は 、 海 中 に も地 上 に も住 む こ と が で き る。

イ.海 産 型 の 貝 は 、 か つ て 空 気 呼 吸.を す る こ と の で き る器 官 を

持 っ て い た。

ウ.海 産 型 の 貝 は 、 あ る場 合 には 、 陸 上 へ 移 住 す る。

エ.海 産 型 の 貝 は 、 陸 上 型 の 貝 か ら進 化 した も の で あ る。

オ.こ の 化 石 が 見 つ か っ た 岩 石 は 、 漣 中 で作 られ た もの で あ る。

蛙i

ク

蕪

r.ｰ

も ロ　コサ

1蓮

ケ

ミ』
..,

コ

物 理 実 験 力32,2キ23.4ク9.3ケ29.3コ5.2無0.6

(18)砂 の ま ざ っ た砂 糖 水 が ビ ー カ ー の 中 にλ っ て い る。 砂 糖 水 だ け を と り

出 す と きに 必 要 な 器 具 は 、 ろ う と、 ろ う と 台、 ろ紙 の ほ か 、 次 の う ち の

ど れ か 。 最 も適 当 な もの を選 べ 。

サ.メ ス シ リ ンダ ー 、 ビ ー カ ー

シ.メ ス シ リン ダ ー 、 ガ ラ ス ぽ う

ス.試 験 管 、 水 そ う

セ.ビ ー カ ー 、 ガ ラス ぼ う

ソ.水 そ う、 ガ ラ ス ぼ う

化 学 実 験 サ9」 シ14.8.ス5。9セ64.9ソ4・2無0・6

地 学 高 次 ア6.了 イ6,9ウ8.4エ10.5オ6了.1無0・5
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(19)次 の図は、動物の呼吸で二酸化炭素が出ることを調べるための装置を

示 したものである。

(20)あ る晴 れ た 日に 、 図1の よ う な観 測 用 具 を使 い 、 ぼ うの か げ の 方 向 と

長 さ を は か っ て記 録 し た と こ ろ 、 図2の よ う に な っ た 。

藪が継
はいるA

窒気ポンプ
につな ぐ

B C D

ぞ

図1

e

ぽう

i

図2

i

器

i

Aの 部分 には空気か ら二酸化炭素をとりのぞく物質が入 っており、B

とDの 容器には、二酸化炭素が通 った場合に目で見える変化が起こる液

体がλっている。

動物 を入れる容器Cが 、次のどのよ うな場合であるときに最 も早 く結

果がわかるか。

ア.容 器 が 小 さい と き。

イ.容 器 が 大 きい と き。

ウ.容 器 を明 る い 光 の 下 に お い た と き。

エ.容 器 を 黒 い 布 で お お っ た と き。

オ.容 器 の 中 に ぬ れ た綿 を入 れ て 中 の 空 気 を湿 らせ て お い た と き。

かげの記録が図2の ①のとき、太陽はどの方向に見えるか。

カ.西 キ.南 西 ク.南 ケ.南 東 コ.東

地 学 実 験 力9 .6、 .圭48.0ク11.1ケ16」 コ14.1無0.5

生 物 実 験 ア5了.2イ8.6ウ11.2エ8.9オ 董3,6無0・5

一9一 一io一
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数 学 問 題
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国立教育研究所

國
① 印 刷 が は っ き り しな くて読 み に く㌧・と こ ろが あ っ た ら、 だ ま っ

て 手 を あ げ な さい 。

② 苓 え は 、 ア～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

緑 色 の マ ー ク カ ー ドの う らの 問 題 の(1)か ら(20)の ア ～ オ(カ ～

コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ りつ ぶ し な さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

一94一
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i

8

1・

<1)

A

B

ノ
'
'
」一_零 一

3㎝

C

3㎝

3㎝

ア.三 角 形 イ.四 角 形

オ.ア か らエ φ ど れ で もな い

左 の 図 の 立 方 体 を 図 の 中 の3点

A,B,Cを 通 る 平 面 で 切 っ た と き

で き る切 り ロ は 、 ど の よ う な 図 形 か 。

CZ)

ウ.五 角 形 エ.六 角 形

幾 何 応 用 ア38.4イ49.3ウ3.5エ1.1オ7.3無0.5

第1列

第2列

第3列

第4列

第5列

i

t-t

量一1十l

i-i十i-i

I-1十1-1十1

と 続 い て い る 。

第50列 の 和 は 、 い く ら と 考 え られ る か 。

カ.0 キ.1 ク.2 ケ.25 コ.30

解 析 分 析 互36.8キ34.3ク6 .8ケ17.4コ4.2無0.5

(3)つ ぎ の サ か ら ソ の 文 の 中 で 、2つ の こ と が らが 起 こ る 割 合 が 等 しい の

は ど れ か 。

(4)つ ぎ の 証 明 の 中 に 、 ま ち が い が あ る と す る な ら ば ・ 最 初 に ま ち が え た

の は ど こ か 。

(証 明)1>0

だ か ら2>L

だ か ら2×(一1)>lx(一1)

よ うて 一2>一1

答 え は 、 つ ぎ の 中 か ら え ら べ 。

(U

(`ll

131

(41

ア.{P行 目 イ。 〔2}行目 ウ.(3)行 目 工.{41行 目

オ.ア ～ エ の ど れ で も な い 。 こ の 証 明 に は ま ち が い は な い 。

代 数 分 析 ア4.1イ24.5246・8エ18・0オ5・7無0.9

(5)プ ラ ス チ ッ クで 作 ら れ て い る1辺1α 皿の 固 体 の 立 方 体 の 重 さ が1¢ で

あ っ た 。 同 じ材 料 で 作.っ た1辺2面 の 固 体 の 立 方 体 の 重 さ は 、 っ ぎ の ど

れ か 。

カ.8¢ キ.4¢ ク.3¢ ケ.2¢ コ.1肇

幾 何 理 解 力2T.8キ24.4ク6.4.ケ40.1・0・8無0・5

(6)30は ど の 数 の75%か 。

サ.40シ.90ス.105セ.225ソ.2250

解 析.計 算 サ39.4シ10.0ス19.0セ21」 ソ9・2無1・2

(7)っ ぎ の ア ～ オ の う ち で 、 左 の 図 形 を 線 対 称 に 移 勤 し た ら右 の 図 形 に な

っ た の は ど れ か 。

サ.2枚 の 硬 貨 を 同 時 に 投 げ た と き 、2枚 と も表 が で る こ と と 、1枚 は

表 で1枚 は裏 が で る こ と 。

シ.画 び ょ う を 投 げ た と き 、 針 が 上 を 向 く こ と と 、 針 が 下 を 向 く こ と。

ス.さ い こ ろ を 投 げ た と き 、 偶 数 の 目が で る こ と と 、1の 目 が で る こ と 。

セ.一 組 の トラ ン プ を よ く切 っ て1枚 を ひ い た と き 、 ダ イ ヤ の カ ー ドが

で る こ と と 、 ス ペ ー ドの カrド が で る こ と 。

ソ.9月 の 天 気 で 、 雨 が 降 る こ と と 、 晴 れ る こ と 。

確 統 応 用 サ27.5シ21.9ス14.9セ19.8ソ11.3無4.6.

ア「 「

エ『 」

イ

オ

「L

F戸

下 ヨ

幾 何 計 算 ア18.1イ3.了 ウ65.了 工9。9才1.9無0,8

一1一
一2



中 数 学

(8)直 線ABが 直 線ACを 紬 と し て 、30。 の 角 を 保 ち な が ら回 転 す る と き

で き る 空 間 図 形 は 、 っ ぎ の ど れ か 。

(12)
A

p^a

D

80α

6

30'

B

A C

カ.円 す い 面

キ.円 柱 面

ク.ら せ ん

ケ.円

コ.球 面

51ｰ

CBEF

上 の2っ の 三 角 形 は 合 同 で 、 ∠A;∠D=80。,∠C=51。,

AB琶DFで あ る 。 こ の と き 、 つ ぎ の ど れ が 年 し い か 。

i

.零

i

幾 何 分 析 力36.8キ13.8ク10,2ケ31.4コ6」 無1.1

(9)zy=1で あ うて 、 π は0よ り 大 き い。 こ の と き 、 っ ぎ の ど れ が 正 し

い か 。.

サ.Zが1よ り大 き い と き 、yは 負 で あ る 。

シ.竃 が1よ り 大 き い と き 、yは1よ り大 き い 。

ス.Zが1よ り 小 さ い と き 、yは1よ り小 さ い 。

セ.Zが 増 加 す る に した が う て 、 ン も 増 加 す る 。

ソ.Zが 増 加 す る に した が っ て 、yは 減 少 す る 。

解 析 理 解 サ19.2シ13.5ス17.2セ19.4ソ29.3無1.4

(正0)5x+3y+2x-4y==

サ.∠F置49。,ED=6

ス.∠F旨4go,EF置6

ソ.∠F=51。.FD=6

シ.∠F富49。,FD==6,

セ.∠F=510,ED=6,

幾 何 理 解 サ55.4シ14.4ス 響2.5セ9.2ソ6。7無1.9

(13)山 のふ もとの温度 は31度 で、頂上の温度 は一7度 である。ふ もとは頂

上よ り何度高いか。

ア.一38度

工.'24度

イ 。 一24度

オ.38度

ウ.7度

代 数 応 用 ア4.4イ8.0ウ5.7エ34.2オ46.3無1.5

ア.7工+7y

エ.7エ ーy

イ.8x-2y

オ.7ズ+y

ウ,6xy

(14)

A
1/2

代 数 計 算 ア2.4イ3,7ウ3.2エ83.3オ6.5無0.9

(l!!
C

4/3

6/5

B

D

左 の 図 で 、.直 線AB、

CDは 平 行 で あ る。2っ の

角 の 和 が1800に な る の を 、

つ ぎ の 中 か'ら え ら べ 。

上の図で、小 さな正方形 はすべて同 じ大 きさである。長方形全体の面

積を1と す ると、霜線の部公の面積 はい くらにな るか。

z
か 百 キ.

iz

Tク ・ 丁

3

ケ ・ 万

1
コ ・7

代 数 理 解 力6.7キ11.5ク67.4ケ7.3コ5.8無1・5

カ.∠1と ∠3

ケ.∠2と ∠7

ors

キ.∠4と ∠6

コ.∠1と ∠8

ク.∠2と ∠5

幾 何 理 解 力9.9キ53、6ク11.3ケ10.2・12・6無2・4

」



中 数 学

(15)ソ ー ダ水 は1本 α円 で 、 そ の あ き び ん を 返 す と1本 に っ きb円 も ら え

る。A君 はx本 買 い 、 あ き び んy本 を 返 した 。A君 は い く ら(単 位 は 円)

払 わ な け れ ば な ら な い か 。 答 え は 、 っ ぎの 中 か ら え らべ 。

サ.α エ 十byシ.α κ 一byス.(a-b)X

セ.(α 十 工)一(p十y)ソ.サ ～ セ の ど れ で もな い

代 数 応 用 サ 了.9シ56.3ス9.2セ15.8ソ8.3無2.5

(16)太 郎 の3っ の テ ス トの 成 績 は 、78点 、76点 、74点 で 、 花 子 の 同 じテ ス

トの 成 績 は 、 了2点 、82点 、74点 で あ っ た 。 太 郎 と 花 子 の こ の3つ の テ ス

トの 平 均 点 を 比 べ る と 、 そ の 関 係 は ど う な る か 。 答 え は 、 つ ぎ の 中 か ら

え らべ 。

(18>

t
ン5

チ4

メ

i3

卜2

生1

12345678910111213

(週)

上のグラフは、ある場所の13週 間の降水量をあらわ した ものであ る。

この期間の週あたり平均降水量を慨算す ると、つ ぎの うちどれ にな ると

い った らよいか。

i

ミ

i

C17)

ア.太 郎 の ほ うが1点 高 い 。

ウ.2人 の 平 均 点 は 等 し い 。

オ.太 郎 の ほ うが2点 低 い 。

イ.太 郎 の ほ うが1点 低 い 。

エ.太 郎 の ほ う.が2点 高 い 。

確 統 応 用 ア3.4イ6.0ウ 了1.6エ6,6才9.5無2.9

車の数

0^'1

2～3

4～5

6～7

度数

z

7

3

8

度

数4

00^一12-x34^一56^一7

車 の 敦

上 の 表 と グ ラ フ は 同 じ資 料 を も と に し て い る。 表 の 中 のxの 値 は 、 つ ぎ

の ど れ か 。

サ.lc皿 シ.2㎝ ス.3㎝ セ.4q皿

確 統 分 析 サ 了.6シ54.7ス21 。3セ7.2ソ

a6
(19)i写 一 ・≡「 と 等 しい 式 を 、 っ ぎ の 中 か らえ らべ 。

ア.

コ.6

a-3b Sa-15bイ
.15 ウ.

ソ.5㎝

4.6無4.7

a-b

工.

15

a-b
オ.ア ～ 土 の ど れ で も な い

10

代数 計算

カ.2

T5

ア62.2イ1L6ウ6 .8エ7.5オ7,6無4.3

キ.3 ク.4 ケ.5

確 統 理 解 力2 .4キ5.0ク9.9ケ74.3コ5.0無3.4

一5一

(20)ポ ー リ ン グ の 球 が 毎 秒4メ ー トル の 速 さ で 動 い て い る 。 士 秒 間 に 動 く

距 離dメ ー トル は 、d譜4ε で あ らわ さ れ る。 下 の 表 の エの 値 は い くつ

か 。 答 え は 、 っ ぎ の 中 か らえ らべ 。

r

O

I

2

3

4

d

0

4

8

16

カ.6キ.10ク.12

コ.カ ～ ケ の ど れ で も な い

解 析 計 算 力4 .2キ2.9ク79 .1

-6一

ケ.14

ケ5,4コ3 .7無4.7



調 査A [95一 中質 日

SAM-STU.DES

生 徒 質 問 紙1

一中学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① この 調 査 で は、 あ な た の 数 学 や 理 科 の 勉 強 な どの こ とに つ い て

きい て い ま す が 、 答 えが 正 しい とか 、 ま ち が っ て い る とか を調 べ

る もの で は あ りませ ん 。

② こ の調 査 は 、 大 き く2つ に 分 か れ て い ます 。 最 初 は あ な た の こ

とを き く質 問 で 、 次 は 数 学 や 理 科 の 学 習 につ い て の 質 問 で す。

③ 印 刷 が は っ き り しな くて 読 み に くい とこ ろが あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら ない と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 をあ げ な さい。

④ 答 え は、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で、

緑 色 の マー ク カー ドの お も て の ア～ オ(カ ～ コ また は サ ～ ソ)を

ぬ りつ ぶ しな さ い。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁ず る

一98一



1

鵠

1

甲 胃 景:

(1)あ なた の 家 に は 、 お よ そ どれ く らい の 本 が あ りま す か 。

ま せ ん。)

(マ ンガ本や雑摯はλれ

ア.10冊 以 下 。

イ.ll～30冊 く らいo

ウ.31～100冊 く らい(本 箱 一 つ ヵqOO冊 く らい)。

エ.101～300冊 く らいo

オ.お よ そ300冊 以 上 。

ア18.了 イ36.1ウ28.5エ12.8オ3.9無0.1

(2)あ なた は 家 で 勉 強 す る と き、 家 の 人 や 家 農 教 師 な どに ど れ く らい 教 え て も らい ま

す か。

カ.だ れ か ら もほ と ん ど教 え て も らわ な い。

キ.家 の 人 に と き ど き教 え て も ら う。

ク.家 の 人 に ひ ん ば ん に 教 え て も ら う。

ケ.家 の 人 以 外 の 人(家 爽 教 師 な ど)に と き ど き教 え て も ら う。

コ.家 の人 以 外 の 人(家 庭 教 師 な ど)に ひ ん ぱ ん に教 え て も ら う。

力30.3キ55 .9ク4.0ケ 了.0コ2.8無0.0

じゆく

(3)あ なたは学習塾 ・進学塾に行っていますか。(ピ アノ、絵画、習字、 そろばん塾

などは入れません。)

サ.行 っ て い な い 。

シ.i週 間 に1回 行 っ て い る。

ス.1週 間 に2回 行 っ て い る。「

セ.1週 間 に3回 行 っ て い る。

ソ.1週 間 に4回 以 上 行 っ て い る。

サ54.4シ10」 ス26,0セ6.了 ソ2.8無0.0

(4)あ な た は 、 学 校 の 補 習検 業 ま た は 課 外 投 業 な ど を ど れ く らい 受 け ま した か。

ア.学 校 で は 補 習 挨 業 は な い。

イ.夏 休 み 可 冬 休 み をの ぞ い て ほ と ん ど毎 週 受 け た 。

ウ.夏 体 み 、 冬 体 み だ け 受 け た。

エ.夏 休 み 、 冬 休 み を入 れ て ほ とん ど毎 週 受 け た。

オ.補 習投 業 は ほ とん ど受 け なか っ た。

ア5了 ・0イL8ウ3 .4エ0.8オ36.5無0 .5

-1一

(5)あ な た は 、 学 校 以 タトで ふ つ う1週 間 に どれ く らい の 時 間勉 強 を して い ま す か。

(す べ て の 教 科 を合 わ せ て答 え な さい 。 ま た 、 学 習 塾 ・進 学 塾 な ど で の 勉 彊 時 間 も

入 れ な さ い 。)

カ.2時 間 く ら い まで 。

キ.2時 間 よ り 多 い が5時 間 く らい ま で 。

ク.5時 間 よ り 多い が10時 間 く ら い ま で。

ケ.IO時 間 よ り 多い が20時 間 く ら い まで 。

コ.20時 間 よ り 多い 。

カ27.9キ34.9ク25 .5ケ10.3コ1.1無0.3

(6)あ な た は 、 学 校 以 外 で ふ つ う1週 間 に どれ く ら い の 時 間 を、 数 学 の 勉 強 に使 っ て

い ます か。(学 習 塾 な どで の塾 学 の 勉 強 時 間 もλ れ な さい 。)

サ.0時 閥。

シ.2時 間 く らい ま で。

ス.2時 間 よ り 多い が5時 間 くら い ま で。

セ.5時 間 よ り 多い が10時 間、く らい ま で。

ソ.10時 間 よ り 多い 。

サ13.8シ59.3ス23,5セ3,1.ソ0.2無0.0

(7)あ な た は、 学 校 以 外 で 尋 つ う1週 間 に どれ く らい の 時 間 を、 珪 科 の 勉 強 に 使 っ て

い ます か 。(学 習 塾 な どで の 塁 科 の 勉 強 時 間 も入 れ な さ い。)

ア.0時 間。

イ.2時 間 く ら い まで 。

ウ.2時 間 よ り 多 い が5時 間.く らい まで 。

エ.5時 間 よ り 多い が10時 間 く ら い まで 。

オ.10時 商.よ り 多 い。

ア24.3イ59.4ウ14.3エ1.8オ0.2無0.1

(8)あ な た の 塾 坐 の 成 績 は 、 他 の 教 科 と 比 べ て ど う で す か 。

カ.最 も 良 し㌔

キ.他 の 教 科 よ り 良 い 方 だ。

ク.他 の 教 科 に 比 べ て 、 良 い と も悪 い と もい え な い 。

ケ.他 の 教 科 よ り悪 い 方 だ。

コ.最 も悪 い。

力9.7キ20 .0ク32,5ケ21」 コ16.1無0.0

_?一



中背景

1

ら

8
1

(9)あ なた の 理 科 の 成 績 は 、 他 の 融 科 と比 べ て ど うで す か 。

サ.畏 も良 い 。

シ.他 の教 科 よ り 良い 方 だ。

ス.他 の教 科 に比 べ て、 良 い と も悪 い と も、.、弍 ない 。

セ.他 の 教 科 よ り悪 野 方 だ。

ソ.最 も悪 い。

サ8.9。2了.4ス43.5セ16.3・3.9無0・0

(lo)他 の 教 科 と比 べ て 、 盤 は 好 き です か ・

ア.最 も好 きだ 。

イ.他 の教 科 よ り好 きな 方 だ。

ウ.他 の教 科 に 比 べ て 、 好 き と も き らい と も い え な い 。

エ.1他 の 教 科 よ り き らい な 方 だ。

オ.最 も き らい だ。

ア11,5イ23」 ウ30」 エ20.3オ13,8無0。0

(ID他 の 教 科 ζ 比 ド て 、 墾:は 好 きで す か・

カ.叢 も好 き だ。

キ.他 の 教 科 よ り好 き な 方 だ 。

ク.他 の 教 科 に 比 べ て、 好 き と も き らい と もい え ない 。

ケ.他 の教 科 よ り き らい な方 だ。

コ.最 も き らい だ 。.

。13.1キ35.3ク3了.1ケ11.7・2・8無0・0

(12)あ な た は 、 ど こ ま で轍 を続 け る う も りで す か・

サ.中 学 校 まで 。

シ.高 等 学 校 ま で。

ス.高 等 尋 内 学 校 、 また は短 期 大 学 ま で。

セ.大 学 ま で。

ソ.大 学 院 まで 。

サ1,5シ3了.9ス21.3セ38・0ソ1・1無02

(13)。 な た は、 自分 の 響 す ろ轍 を決 め る と き… どん な こ と を まず 第 一 に 考 え ま

す か 。

ア.進 学 す るつ も りは な い 。

イ.将 来 つ きた い 職 業 の こ と を考 え て決 め る。

ウ.自 分 の 成 績 や 興 味 に ょ っ て決 め ろ。

エ.親 や 先 生 の す す め に 従 っ て決 め る。

オ.そ の他 の こ と を考 えて 決 め る。

ア1」 イ43.8ウ46.5エ1」 才 了・0無0・0

(14)あ な た は、 将 来 の 進 学 の 希 望 な ど に つ い て、 家 の 人 と話 し合 う こ とが あ り ます か 。

カ.話 し合 う こ とは ほ とん ど な い 。

キ.と き ど き話 し合 う。

ク.ひ ん ば ん に藷 し合 う。

ケ 。 家 の 人 以 外 の 人(家 庭 教 節 な ど)と 話 し合 ラ。

コ.よ くわ か らな い。

カ20.9キ65.1ク7.8ケ0.5コ5.7無0・0

(15)あ な た は、 あ な た の将 来 の職 案 と し て、 どの 方 面 に 進 み た い で す か 。

サ.上 学 関 係(工 業 技 術 者 琴 ど)。

シ..医 学 、 薬 学 関係(医 師 、 秦 剤 師 な ど)。

ス.他 の理 科 ・工 学 関 係(科 学 教 学 研 究 者 、珪 科 敷 学 教 飾 な ど)。

セ.珪 科 。工 学 関係 以 タト。

ソ。 わ か ら な い、 ま た は ま だ は っ き り し な い。

サ12.3・7」 不3」 セ2了 」 ・50・4無0・1

(16)あ な た は、 あ な た の将 来 の職 業 に つ い て希 望 して い る職 粟 が あ りま す か 。

ア.ま だ 希 望 して い る職:粟 は な い 。

イ.だ い た い 希 望 しで い る職 業 が あ り、 で きれぜ そ の 職 業 に つ き た い と思 う。

ウ.だ い た い 希 望 して い る職 業 が あ る が 、 たぶ ん そ の職 業 に は つ け ない だ ろ う

と思 う。

エ.は っ き り希 望 しで い る職 業:カεあ る。

オ.よ くわ か らな い。

ア24.5イ42,了 ウ10.5エ1tTオ10・5無0・2

次 の(17)、(18)の 質 問 は、 あ.なた カ「将 来 嘩 業 を翠 ぶ と き,ど の よ う な考 えで 自分 の

職 業 を選 ♂ た い と思 って い る か をた ず ぬ る もあ です 。 あ な た の 考 え は 下 の① ② の どち らに

近 ㌧・と思 い ま す か 。 あ て は ま う もの を選 び な さい 。

(17)

①[若 い時にす こしは苦労しても、将来高い地位につける職業につ きたい。]

②[将 来高い地位につける職業よりも、平凡 でも幸橿な家庭をつ くれ る職業につ きたい。]

カ.① の よ う に考 えて い る。

キ.ど ち らか と い えぱ 、 ① の考 え に 近 い 。

ク.ど ち らと もい え な い。 ま た は 、 よ くわ か ら な い。

ケ.ど ち らか とい えば 、 ② の考 え に 近 い 。

コ.② の よ うに考 え て い る。

カ8.0キ14.2ク18.9ケ42.0コ16,7無0.2
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①[安 定 した職業でな くても、自分の能力を十分に発揮できる職業につ きたい。]

②[自 分の能力はたとえ十分 に発揮て きなくても、安定した職業につ きたい。]

サ.① の よ う に考 え て い る。

シ.ど ち ら か とい え ば 、 ① の 考 え に 近 い 。

ス.ど ち ら と もい え ない 。 ま た は、 よ くわ か らな い。

セ.ど ち らか とい え ば 、 ② の 考 え に 近 い。

ソ.② の よ う に考 え て い る。

サ23.2シ25.5ス18.3セ24,3ソ8.6無0・0

(19)学 校 で は 、 何 の ク ラ ブ活 動 あ る・・は 部 活 翻 ・λ っ て い ます か・ 最 もよ く渤 して

い る もの を1つ 選 び な さ い。

(20)

ア.理 科 、 数 学 、 マ イ コ ン な どの ク ラ ブ また は部 。

イ.文 化 、 芸 術 な どの ク ラ ブ ま た は 都 。

ウ 、 蓮 動 ク ラ ブ ま た は 却 。

エ.ボ ラ ンテ ィ ア 活 勤 な ど の ク ラブ ま た は 部 。

オ.λ っ て い な い。 ま た は 、 ほ とん ど活 勤 して い な い。

ア2.1イ18.2ウ 了0.6エt9オ7.0無Oj

あ な た は 、 普 遺 の 日(土 曜 や 日曜 以 外 の 日)に テ レ ビ を何 時 間 ぐ らい 見 ます か。

カ.ほ とん ど見 な い。

キ.1時 間以 下 。

ク.1時 間 よ り 多い が2時 間以 下。

ケ.2時 間 よ り 多い が3時 間以 下 。

コ.3時 間 よ り 多い 。

力2.0キ3.4ク23.0ケ34.5コ37.1無D.0

5

こ の べ_ジ と 次 の ペ ー ジ の 質 問 に 対 す る答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

赴 も て の(21)か ら(40)の と こ ろ に 記 入 し な さ い Ω

次 の(21)か ら(40)ま で は 、 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い て 書 い て あ り ま す 。

そ れ ぞ れ 害 い て あ る こ と に つ い て 、[答 え の ら ん の]

・ほ とん ど毎 時 間 な らば . .ア(扶 は カ ・.サ)

・週 に 一 度 く ら い あ る な らば イ(ま たは キ 、 シ)

・月 に 一 度 く ら い あ る な らば ウ(ま たロ ク、 ス)

・学 期 に 一 度 く ら い あ る な らば エ(蕪 は ケ 、 セ)

・ほ と ん ど な い な ら ば オ(ま 紺 コ、 ソ)

を ぬ り つ ぶ しな さ い。

[答 え の ら ん は 】

(21)教 学 の 授 業 中 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 の 説 明 を 聞 い た り、 ノ ー ト

を と っ た り して い ま す 。 サ 行

サ86.6シ8.6スL8セ0.3ソ2.5無0.2

(22)数 学 の 授 業 で は 、 例 、 問 い 、 練 習 問 題 と い う形 で 授 業 が 進 め られ

て い き ま す 。

ア7了.5イ16.8ウ3.0エ0.5オ1.8無0.3

(23)教 学 の 授 業 で は 、 先 生 は 一 つ の 問 題 に つ い て 、 い ろ い ろ な解 き方

を 教 え て くれ ま す 。

カ52.1キ32.8ク6.3ケ1、3コ τ.0無0.5

(24)数 学 の 授 業 で は 、 練 習 問 題 を解 い た あ と に 、 先 生 は 「誤 り.が な い

か 自分 で 見 直 し な さ い 」 と 言 い ま す 。

サ21.3シ27,5ス10.5セ4.1ソ35.9無0.了

(25)数 学 の 授 業 で は 、 同 じ問 魎 を2時 間 に わ た っ て 話 し合 い ます 。

ア9.1イ23.2ウ15.了 工 了,6オ43.7無0,7

(26)数 学 の 授 業 で は 、 先 生 と 生 徒 あ る い は 生 徒 ど う し で 、 い ろ い ろ な

考 え 方 や 問 題 点 に つ い て 話 し合 い ま す 。

カ21.2キ27.8ク1了.4ケ8 ,6コ24.2無0.7

(27)数 学 の 授 業 で は 、 私 た ち が 模 型 を 作 っ て 考 え ま す 。

サ3.1シ7.7ス9.2セ12.8ソ66.7無0.5

(28)先 生 は 、 数 学 が い か に 生 活 と 深 くか か わ っ て い る か を説 明 し て く

れ ま す 。

ア3.4イ7.2ウ10.4エ14.9オ63.5無0.7

-6一

ア行

力行

サ行

ア 行

力 行

サ 行

ア行



中 学 習

(29)教 学 の 授 業 で は 、 電 卓 を 使 い ま す 。

カ0.9キ1・4ク1・7ケ7.6コ87 .5無0.9

(30)数 学 の 授 業 で は ・ コ ン ピ ュ ー タ 鰍 ・・ます ・

サ1.8シ1.4ス2 .4セ11.3ソ82.0無1.0

(31)先 生 は 理 科 の 授 業 の 始 め に 、 前 の 時 間 の 復 習 を して くれ ます 。

ア40」 イ30.了 ウ10.0エ5.6オ12.4無1.3

(32)理 科 の 授 業 て は 、 教 科 嘗 に あ る 内 容 だ け を勉 強 し ま す 。

カ57.0キ22。2'ク7.8ケ3.1コ8.7無1.3

(33)理 科 の投 業 申 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 が 黒 板 に 書 い た こ と を、 ノ

ー トに 写 し ま す 。

サ61.5シ21.0ス 了.6セ3.4ソ5.3無L21

(34)先 生 は 、 理 科 の 投 業 で 、 生 徒 の 考 え や 希 望 を 入 れ て くれ ま す 。

ア32.6イ28.7ウ14.9エ6.8オ15.6無1.3

(35)先 生 は 、 興 味 深 い 理 科 の 捜 業:を し て くれ ます 。

力38,3キ28 .5ク13.了 ケ6.0コ12.3無1.1

(36)理 科 の 授 業 で は 、 わ た し た ち に 実 験 ・観 察 を や ら せ て くれ ます 。

サ53.6シ32.6ス8.5セ1.8ソ2.3無1 .2

(37)理 科 の 摸 業 で は 、 先 生 が 実 験 を 見 せ て くれ ます 。

ア30.8イ35 .4ウi9.6工 了.0オ5.5無1.6

(38)理 科 の 捜 業 で は 、 野 外 で の 観 察 活 勤 を や り ます 。

カ1.9キ3」 ク10.0ケ23.7コ59.6無1,6

(39)理 科 の 投 業 で 捻 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 い ます 。

サ0.8シ1.3ス1.4セ3.4ソ91.8無1.4

(40)理 科 の 授 業 で ・ 先 生 は 科 学 が い ゐb`・牛 活 と深 く か か わ っ て い るか

を説 明 して くれ ま す 。

ア6.6イ9.了 ウ15.了 エ19.1オ4了.5無1.5

力行

サ 行

ナ 行

力 行

サ 行

ア 行

力行

サ 行

ア行

力行
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ア行
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調査B 95一 中 質1

SAN-ATT

生 徒 質 問 紙H

一中学校2年 生用一

国立教育研究所

國
① こ の調 査 で は、 あ な た の 学 校 の こ とや 数 学 や 理 科 の 授 業 の こ と

に つ い て きい て い ま す が 、 答 え が 正 しい と か 、 まち が っ て い る と

か を調 ぺ る も の で は あ りま せ ん 。

② 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 をあ げ な さ い。

③ 答 え は 、 ア～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

紫 豊 の マ ー ク カ ー ドの お も て の ア～ オ(カ ～ コ また は サ ～ ソ)を

ぬ りつ ぶ しな さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁 ず る

一103一
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次 の(1)か ら(40)ま で は 、 数 学 ・理 科 の 授 業 な ど い ろ い ろ な こ と に つ 、、

て 書 い て あ り ま す ・ そ れ ぞ れ 書 い て あ る こ と に つ い て
、

あ な た が も し[回 答 欄 の]

'そ う だ と思 う と きは ・ ・ ・ … 一 …(賛 成) … ア(漏 力 、サ)
'ど ち ら か と い え ば そ 偲 う と き は ・ ・ 一 ・(や や 賊)・ イ(細 キ

、シ)
.そ う で は な い と 思 う と き は ・ ・ 一 ・ …(反 対) … ウ(鞘 ク

、ス)
.ど ち ら か と い え ば そ う で は 塾 と 思 う と き は(や や 反 対)

・ エ(棚 ケ
、セ)

'ど ち ら と も い え な い と き`わ ・ ・ ・ ・ …(中 立)… .オ(棚 コ
、ソ)

を そ れ ぞ れ ぬ りつ ぶ し な さ い 。

[回:答 欄 は]

(1)理 科 は 学 ぶ 内 容 が 多 す ぎ ます 。

ア18.9イ37 .8ウ13.3エ8.9オ21.2無0.0

(2)科 学 の 発 明 は 、 世 の 中 を あ ま り`・ 搬 雑`・ し て き ま し た
。

カ16・1キ22 .3ク21.6ケ12 .9コ27.0無0.0

(3)理 科 て 、 実 験 が あ る と 楽 し い で す 。

サ69.4シ1了 .9ス3.4セ2 .2ソ6.2無0.9

(4)電 卓 を佼 え ば 、 も っ と た く さ ん の 数 学 や 理 科 の 内 容 を勉 強 す る

こ とが で き ま す 。

ア15.4イ19 .3ウ21.6エ14.6オ28.4無0.7

(5)教 学 や 科 学 を よ く 身 に つ け れ げ 、 一 層 生 活 が 豊 か に な り ま す 。

力16.了 キ31.4ク13 .9ケ10.9コ26.9無0.3

(6)自 然 科 学(数 学 や 科 学)は 、 日 常 生 活 の 問 題 を 解 決 す る の に 役

立 ち ま す 。

サ19.0シ36.4ス10.9セ10.9ソ22.5無0.4

(ワ)数 学 や 科 学 は 、 国 の 発 展 に と っ て 非 常 に 重 要 な もの で す 。

ア2了,9イ35.6ウ7 .2.エ 了」 オ21.6無0.5

(8)こ の 世 の 中 の 神 秘 的 な こ と が ら も、 い つ か は 科 学 が そ の 秘 密 を

解 き 明 か す で し ょ う。

力19.1キ24 .1ク18.2ケ13.2コ25.1無0.3

(9)科 学 的 な 発 見 は 、 益 よ り害 を 多 く も た ら し ます 。

サ13.2シ2t3ス16.1セ13.3ソ35.8無0.4

(10)こ の 世 か ら戦 争 を な く す こ と は 不 可 能 で す 。

ア14.了 イ11.8ウ43.6エ12 .2才1了.3無0。3
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[回 答 欄 は]

(ロ)い ま 数 学 や 理 科 で 学 ん で い る こ と が 、 な ぜ 必 要 な の か わ か り ま

せ ん ・.力 行

力20・9キ21・3ク18・9ケ 書7.3コ21.2無0 。5

(12).工 作 を す る(何 か を作 る)こ と が 好 き て す 。

サ48.9シ23.1ス8.6セ8 .2ソ10.8無0.4

(13)概 算 ・概 測 す る こ と は 、 大 切.な 数 学 的 科 学 的 能 力 の 一 つ て す 。

ア20」 イ33.4ウ9 .6エ6.5オ29.5無0.3

(14)国 は 、 科 学 関 係 の 研 究 に も っ と お 金 を か け る べ き で す 。

力8.9キ10.3ク28 .1ケ17.3コ34.7無0.7

(15)ほ と ん ど の 数 学 の 問 題 に は 、 い ろ い ろ な解 き方 が あ り ま す 。

サ51.2シ33.0ス3.6セ2.5ソ8 .9無0.8

(16)科 学 の た め に 、 世 界 が だ ん だ ん 破 懐 さ れ て い き ま す 。

ア2了 .4イ28.0、 ウ13.4エ9.1才21.6無0.5

(17)数 学 で 、 図 を か 陸 て 考 え る こ と が 好 き て す 。

力15.4キ24.1ク20.3ケ1了.6コ21.9無0.了

(18)電 卓 を使 え ば 」 数 学 の 問 題 を 解 く こ と が も っ と 楽 し く な り ま す 。

サ19.6.シ18.8ス24.0セ13.1ソ24,0無0.5

(19)一 飾 民 で も、 由 の 政 策`・ 影 響 を 与 え る こ と が で き ま す 。

ア27.2イ22」 ウ10 .2エ6.5オ32.9無0.4

(20)数 学 て は 、 計 算 問 題 よ り文 章 題 を 解 く 方 が 好 き で す 。

カ9.6キ6.4ク46.5ケ17.2コ19.6無0.7

(2D科 学 上 の 発 見 が 続 い て い く と 、 し ま い に は 人 間 は 自分 で も の を

考 え な い よ う に な る で し ょ う 。

サ26.4シ ～1.6ス18.5セ9.5ソ23.7無0.4

(22)そ ろ ば ん に よ る計 算 は 上 手 な
、方 で す ・

ア13.6イ12 .6ウ48.9エ12.3オ11.6無1 .0

(23)そ ろ ば ん を使 え れ ば 、 数 学 の 問 題 を 解 く こ と が も っ と 楽 し く な

り ます 。

力11.6キ12。 了 ク3L8ケ15.8コ2L6無0 .5

(24)数 学 や 科 学 を 学 ん て い く こ と の て き る の は 、 特 に オ 能 の あ る 人

に 限 ら れ て い ま すc

サ9.5シ1L6ス43」 セ17,9ソ16.9無0・4

(25)世 の 中 の 問 題 の 多 く は 、 科 学 と 技 術 が 原 因 と な っ て い ま す 。

ア15.6イ22.了 ウ16 .2エ11.5オ33.5無0.5
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[回 答 欄 は]

(26)理 科 は 計 算 が 入 る と む ず か し い で す 。 力行

力50.8キ26.7ク 了.5ケ 了.0コ7,6無0.4

(27)電 卓 を使 え ば 、 実 際 の 複 雑 な デ ー タ を佼 っ た 勉 強 も す る こ と が

で き ます 。 サ 行

サ21.9シ29.4ス14.9セ8.8ソ24.7無0。3

(28)科 学 関 係 に お 金 を 使 う こ と は 、 十 分 に 価 値 の あ る こ と で す 。 ア 行

ア11.2イ19.6ウ19.6エ16 .6オ32.8無0.3

(29)そ ろ ば ん を使 う と、 数 の し くみ が よ くわ か る よ う に な り ま す 。 力 行

力13.9キ16.9ク23.1ケ13.7コ32.2無0.1

(30)計 算 が 速 くで き る こ と は 大 切 な こ とで す 。 サ 行

サ46」 シ29.0ス7.6セ6.2ソ10.6無0.5

(31)計 算 が で き る と 、 日 常 生 活 で 六 い に 役 立 ち ま す 。 ア 行

ア4了.2イ32.0ウ5.了 エ5.5オ9.4無0.3

(32)数 学 は お も し ろ い と 思 い ま す 。 力 行

力21.6キ24.0ク2!.4ケ11.5コ21.2無0・.2

(33)屋 外 で 生 物 を観 寮 す る こ と や 地 形 を貌 寮 す る こ と は 楽 しい で す 。 サ 行

サ35.1シ30.0ス9.4セ8.4ソ16.9無0・2

(34)一 所 懸 命 に 努 力 す れ ば だ 教 で も成 功 で き ま す 。 ア 行

ア55.8イ26.4ウ5.6エ4.4オ7・ 了 無0・1

(35)そ ろ ば ん や 電 卓 を使 え る な ら、 計 算 の し か た を 勉 強 し な ぐ て も

よ い で す 。』 力 行

力8.0キ6.5ク56.5ケ15,7コ12.8無0.5

(36)人 の 成 功 不 成 功 は 運 し だ い て す 。 サ 行

サ10.3シ12.6ス41.Oセ14.3ソ21・6無0・2

(37)数 学 は 学 ぷ 内 容 が 多 す ぎ ま す 。 ア 行

ア31.5イ26.3ウ11.4エ10.0オ20.4無0.4

(38)科 学 や 数 学 の 読 み 物 や テ レ ビ の 科 学 番 組 が 好 き て す 。 力 行

力11.2キ16.9ク26」 ケ18.8コ25.8無0.5

(39)理 科 は 器 具 の 取 り扱 い が あ る と む ず か しい で す 。 サ 行

サ12.6シ26.7ス18.4セ20」 ソ21.了 無0,6

(40)1理 科 は お も し ろ い と 思 い ま す 。 ア行

ア35.8イ30」 ウ7.9エ7.2オ18」 無0.3

一3一

一105一
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① この 調 査 は、 読 解 調 査 と科 学観 調 査 の2つ の 部 分 に分 か れ て い

ます。

② 印 刷 が は っ き り し な くて読 み に くい と こ ろが あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら ない と こ ろが あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い。

③ 答 え は、 ア～ オ(カ ～ コ ま たは サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で、

奎 色 の マ ー ク カー ドの お もて の ア ～ オ(カ ～ コ また は サ ～ ソ)を

ぬ りつ 幌鑓し な さ い。

2・ 年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ずる

_lpg_
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こ の べ 一 ジ の 問 題 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(;)

か ら(10)の と こ ろ に 記 入 し な さい 。

[1]次 の(1)か ら(10)の 下 腺 を ひ い た 漢 字 の 読 み か た を 、 そ れ ぞ れ

ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

e事,

(1)盤 る

ア9.4

ア ・ こ お イ72
.9

イ ・ ね す1
.6

ウ.か ね エ8
.5

エ.ね ば オ7
。2オ

.し ば 無0
.3

(2)豊 え る

カ4.了

力 。 そ ろ キ29 .8

キ ・ と と ク0 .3

ク.か ぞ ケ1 .8

ケ ・ そ な コ63 .0
コ ・ と と の 蕪0

.3

(3)豊 う

サ8.9

サ.と う と シ12.5

シ.し た が ス 了.了

ス.お ぎ な セ6了 .了

セ.う や ま ・ソ2 .8

ソ.た か 無0.5

(4)勉

ア.

イ.

ウ.

工 。

オ.

(5)亘

力.

キ.

ク.

ケ.

コ.

め る

つ と

み と

す す

た .か

お さ

のう

黄

り ゅ う

し ゅ う

ち ゅ う

り ょ う

、、

ア67.2

イ9.9

ウ12.3

三6.7

オ3.5

無0.4

カ14.7

キ 、0.3

ク0.5

ケ0.7

コ83,5

蕪0.3

一1一

(6):里

サ.

シ.

ス.

セ.

ソ.

ちゆら

(7)中

ア.

イ.

ウ.

工 .

オ.

星

サ69.7

こ う175 .3

か ん ス3 .7

た ん セ15 .0
わ く ソ6 .0
か い 無0

.3

翌

す い

お う

す う

か く

く

ずう

(8)旦 数

力.が い

キ.き

ク.た い

ケ 。 せ い

コ.ぐ う

つ　 ニん

(9)亘 約 分

サ.が い

シ.き

ス.こ う

セ.そ く

ソ.ぐ う

コユく のん

(10)丞 曲 線

ア.ふ た

イ.ま た

ウ.ふ

エ .そ う

オ.に

ア16.4

イ4.6

ウ36.2

エ2τ.5

オ14.6

無0.7

ずう

数

カ マ了.0

=F7 .2

ク10.0

ケ2.0

コ3.3

無0.4

サ20.4

シ15.9

ス40。6

セ 柑.6

ソ2.8

無0,了

ア8.1

イ2.了

ウ6.9

工 了9.4

享2.6

無0.3

こ の べ 一 ジ の 問 題 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(ll)か ら

(15)の と こ ろ に 記 入 し な さ い。

[2]次 の(II)と(12)の 問 短 て 、 下 線 を ひ い た 二 つ の 言 葉 と 同 じ な か ま

に λ る も の を ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ 選

び な さ い 。

(ll)ダ ム 、

ま

ト ン ネ ル

カ.ぬ

キ.湖

ク.海

ケ.小

コ.運

川

河

力10.4

キ27.4

ク4.1

ケ4.7

コ53.0

無0.4

(12)百 発 百 中 、 五 分 五 分

サ.再 三 再 四

シ.三 三 五 五

ス.千 差 万 別

セ.千 客 万 来

ソ.十 中 八 九

サ20.6

シ27.3

ス15.2

セ13.5

ソ22.8

無0.5

[3】 次 の(13)か ら(15)の 問 題 に つ い て 、 下 線 を ひ い た 二 つ の 語 の 関 係

と 同 じ 関 係 を 表 す も の を そ れ ぞ れ ア ～ オ(ま た は カ ～ コ、 サ ～ ソ)の 中

か ら 一 組 選 び な さ い 。

(13)こ ん 虫:み つ ば ち(14)せ ま い:広 い

ア32.4カ29.9

ア.は き も の:く つ 一 力.長 い:小 さ い キ38
.3イ44 。3

イ ・ 花 ・ み つ ウ6
.2キ ・4二 ぶ い:す る ど ㌧'ヲ2.6

ウ.時 計:ふ り こ ク.赤 い:白 い ケ5
.9エ14 .1

エ ・ 薬 局:く す り
オ2.8ケ ・ わ か 、':お さ な い 。22.9

オ.バ タ ー:チ ー ズ コ.軽 い:大 き い 無0
.3無0.2

(15)積 極 的:消 極 的

サ.利 己 的:個 人 的

シ.楽 天 的:楽 観 的

ス.具 体 的:抽 象 的

セ.合 理 的:実 際 的

ソ.生 産 的:経 済 的

サ20.2

シ12.6

ス39.6

セ15.7

ソ1L3

無0.5

一2一



中読み

3べ 一 ジ か ら4ペ ー ジ ま で の 問 題 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(16)か ら(20)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[4]つ ぎ の(16)か ら(20)の 問 題 の 答 え を、 そ れ ぞ れ ア ～ オ(ま た は

カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

(16)248993を 四 捨 五 λ し て 、 一 万 の 位 ま で の 概 数 に し な さ い 。

(19)恒 星 と は 、 ど の よ う な もの か 。

1

り

8
1

ア.2000σ0 イ.240000 ウ.248000

エ.249000オ.250000

ア8.0イ6.2ウ4」 エ15.2才65.6無0 .4

(17)次 の 数 の う ち 、 既 約 分 数 は ど れ で す か 。

カ.5.キ.4ク.20ケ.9コ.2
-i一 一

100415163

力10..4キ27 。6ク22.2ケ20.6三17.9無1 .2

(18)下 の 図 の う ち 、 双 曲 線 は ど れ で す か 。

サ シ γ ス

Yγ

a
X

ア.た と え ば 、 地 球 の よ うに 太 陽 の ま わ り を 回 っ て い る 天 体

イ.た と え ば 、 月 の よ.う に 地 球 の ま わ り を回 っ て い る 天 体

ウ.た と え ば 、 金 星 の よ う に 太 陽 の 光 を反 射 し て 光 っ て い る天 体

工.た と え ば 、 太 陽 の よ う に 自分 か ら 光 を 出 し て い る 天 体
、

オ.た と え ば 、 ア ン ド ロ メ ダ の よ う な た く さん の 星 の 集 団

ア21.3イ19.1ウ16.5エ29.2オ13.4無0.5

(20)硫 黄 は 、 常 温 で は 、 ど ん な 状 態 か 。

0
x 0

カ.気 体

キ.液 体'

ク.溶 液

ケ.金 属 固 体

コ.金 属 以 外 の 固 体

力12.7.キ11.2ク8.9ケ14.9コ51.9無0.5

セ Y

「

ソ γ

0
x

こ こ ま で 終 わ っ た ら、 そ の ま ま で 先 生 の 詣 示 を待 っ て い て くだ さ い 。

サ12。9シ4.4ス9。5セ 了1.0ソ1.了 無0・5
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5べ 一 ジ か ら10ペ ー ジ ま で の 問 題 に 対 す る 答 之 は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(21)か ら(35)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[5]次 の(21)か ら(35)ま で は,自 然 科 学(理 科 、 数 学 な ど)に 対 す る考

え 方 や 態 度 を み る た め の もの で す 。 各 問 に 対 し て 適 当 な も の を、 ア ～ オ 、

カ ～ コ 、 サ ～ ソ の 中 か ら一 つ だ け 選 び な さ い 。

(21)以 前 には奈教 家や政治 家や商人 な どアマチュアの人ぴ とが重要 な科学

上の発見 をす るこ ともあ りま したが、今 日では そうした ことは少な くな

りま した。 その理 由と して最 も適 当な ものは どれですか。

サ.他 の職業 の人 び とは以前 のよ うに科 学に臭 味 をもた なくなった

か ら。

シ.今 日では、科学 の研 究に は 多年 にわた る専門的 な勉 強や訓練 が

必要 だか ら。

ス.重 要 な発 見には、今 日では科学者 しか使 え ないよ うな高価 な設

備 を必要 とするか ら。

セ.今 日の重要 な発 見に必要 な能力 は、科 学者 しか もっていないか

ら。

ソ.幽今 臼では、 自分 の仕事が忙 しいので、 アマチュア として科学 の

研 究 をす るよ うな暇が ない か ら。

サ26.9シ3t7ス21.6セ6.2ソ13.2無0.4

(22)数 学 を何 のために勉 強 してい るのだと思い ます か。

ア.数 学 の 大 切 な 考 え 方 を 身 に つ け る た め 。

イ.数 学 は 入 試 に 役 に 立 つ か ら。

ウ.数 学 は 社 会 の い ろ い ろ な 面 で 役 に 立 つ か ら。

エ.数 学 の 授 業 が 学 校 に あ る か ら。

オ.そ の 他 。

ア18.2イ9.7ウ56.4エ9.5オ6.0無0.2

一5一

(23)電 力 の需要が ふえ、原子力競 力`肺 れ るよう`・な りましたが・事故

によ る放射能潟 れや放射性廃棄物 の処理 などの問題 が表面化 して きまし

た。 当面の対簾 として、 あなたの意 見に最 も近 い ものはどれ ですか。

カ.原 子 力発 電はいっ さい禁 止 し、電力は他 のエネルギー源て まか

なえる分 だけ とす る。

キ.他 のエ ネルギー源 を緯動 員 し、 それで も不足す る分だけ原子力

発電 を許可す ろ。

ク.原 子力発電所の数 を現状 くらいに してお き、電力需要が増えて

も原 子力発電所 は これ以上 増や さない・

ケ.原 子力発電の割合 を現状 くらいに してお き、 電力需要 が塔 えた

ら原子力発電所 も増やす。

コ.火 力発電 などによる環境問題 を大 きくしないために も、原子力

発電 は今後の エネルギー源の 主力 と して もっと開発 を急 ぐ。

力12.3キ28.9ク30.4ケ9.9コ18.2無0.4

(24)理 科 で は い ろ い ろ な理 諭 や 法 貝りが 出 て き ま す が ・ こ の 珪 沿 や 法 則`=つ

い て 、 あ な た が 景 も 大 切 だ と思 う も 刎 ま ど れ で す か ・

サ.理 論 や 法 則 を で き る だ け た く さ ん 覚 え る こ と。

シ.理 論 や 法 剤 を 使 っ て た く さ ん の 問 題 を 解 き 、 理 論 や 法 則 に な れ

る こ と。

ス.そ れ ぞ れ の 理 論 や 法 則 が ど う や っ て 出 て き た の か 、 理 由 を知 る

こ と 。

セ.褒 論 や 法 則 を 忘 れ て も、 ど こ を調 べ れ ば よ い か を 知 っ て い る こ

と。

ソ.理 論 や 法 則 を 忘 れ て も、 自 分 で 導 き 出 せ る よ う に す る こ と。

サ9.4シ41,了 ス22.9セ6.6ソ19.2無0.2

(25)次 の 数 学 の 問 題 を 、 舳 な 方 法 て 解 ・・て よ い と 言 わ れ ま した ・ あ な た

は 、 ど ん な 方 法 て 解 き ます か 。

「4つ の コ ッ プ が あ り、 それ ぞ れ0.85リ ッ トル 、0.97リ ッ トル 、Ij5

ヴ ッ トル 、0.91リ ッ トル の 水 が 入 っ て い る。4つ の コ ッ プ の 水 を、4

リ ッ トル 入 の ヤ カ ン に 入 れ る こ と は で き る かo」

ア.筆 算 で 計 算 を す る。

イ.暗 算 で 計 算 を す る。

ウ 。 電 卓 で 計 算 を す る。

エ.そ ろ ば ん で 計 算 を す る。

オ.お よ そ の 数 で 考 え る。

ア46.0イ15.9ウ22.3エ3.3オ12。3無0・2
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(26)あ る天文学者 が金 星に植物 が生 えてい ろ証拠 を見つけた と級告 しまし

た・科 学者 たちが この報告 を重要 な証拠 として認め るのは どの場合 です

か。

カ.そ の人 とは全 く別 に行 なっ左観寮 で も、 また この ことが確認 さ

れ たと き。

キ.そ の人が植物の種類 や植物 存在の環由 をは っき り示 してい ると

き。

ク.天 文 学会 が、 その競 寮は正 しい と保証 した とき。

ケ.金 星には酸素 があ るとい うことがわかった とき。

コ.そ の天文学者 が、 同時 に著名 な生物学者 で もあるとき。

カ24.0キ33 .0ク!6.9ケ20.0コ5 ,5無0.5

(27)現 在 目本では乗用車や トラック など自勤車が年々増え、排気ガスで大

気がよ ごれ、光化学スモ ッグな どの原 因になってい ます。 また、年間1

万人 の死 亡者 を出す交通事故 も問題 となってい ます。 これに対 して、 あ

なたの意見に最 も近い と思 う もの はどれですか。

サ.自 動車 な どはいっ さい使 わず、昔の生活 に もどる。

シ.生 活 にど うして も必要 な車(救 急車、公共車、生活物資運ばん

車等)棋 外は使わ ない。

ス.現 状はが まんす るが、技術 革新 を急ぎ、排気 ガスが少 な く、 事

故に対す る安全性の高 い車 をつ くる。 その ことによ って車 の値段

などが高 くなるのはや むをえない。

セ.現 状 くらいがよいo

ソ.車 は現代社会 の必需品で あ り、非常に人間の役に立 ってい るの

で、 車が増 え ることで、排気 ガスで大気がよ ごれ、交遍事故 が増

えるのはあ る程度 しかたが ない。

サ3.3シ12.3ス61.8セ11.5ソ10.8無0.3

(28)友 だ ちが黒板 で図形 の証 明問題 を解 きました。

途 中 まではあってい ましたが、最後 の ところで まちがって しまい まし

た。 あなたは この解答 につ いて どう思.いますか。

ア.非 常 に お し い 解 答 だ 。 考 え 方 は あ っ τ い る の だ か ら90点 く ら

い だ と 思 う。

イ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、70点 く ら い だ と思 う 。.

ウ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、50点 く ら い だ と思 う 。

エ.途 中 ま で は あ っ て 恥 る の で 、30点 く ら い だ と思
.う。

オ.証 明 問 題 は た と え1か 所 で も ま ち が っ た ら0点 だ と 思 う。

ア35.4・ イ22.8ウ10.5エ4.6オ26.3無0・4、

(29)あ な た の 考 え る 、 科 学 の 研 究 の 主 要 な 目的 は 次 の どれ に 最 も 近 い て す

か 。

カ.自 然 界における絶対的 な真理 を見い出す こと。

キ泊 然現象を・胆 や囎 を使?て 耀 し.たり説明 し畑 するこ

と。

ク.自 然 界 に つ い て 、 で き る だ け 多 く ρ 事 実 を 発 見 し た り、 収 集 し

た り、 分 析 し た りす る こ.とn

ケ.世 界 の 人 び と に 、 よ り 幸 福 な 隼 活 が で き る よ う な 手 段 を 与 え る

こ と 。

コ.世 界をより技術的に進炉さ.ダること。

力8.9キ13.1ク24.・8ケ37.5コ15.2無0.5

(30)理 科 を勉 強 してい る理由 とい ・
.うなたが最 も主要 だと考 えてい るも

のは次の どれ に近いですか。

サ.科 学 の 考 え 方 を 知 る こ と が 大 切 ち か ら。

シ.科 学 は 、 社 会 の い ろ い ろ な 面 で 役 に 立 つ か ら。

ス.理 科 を勉 強 す る と 、 考 え ろ カ が つ く か ら。

セ.理 科 の 学 習 が 試 験 に 必 要 だ か ら。

ソ.理 科 の 授 業 が あ る か ら。

サ3L6シ31,6ス15.1セ10.7ソ .10.7無 、0.4
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(31)A店 で販 売 していた宝 くじで、 これ まで1回 だけ1等 がで ました。B

店 で販 売 して.いた宝 く じは、 まだ1度 も1等 がでた ことがあ りません。

も しあなたが宝 くじを買 うとしたら、 あなたの考 えに最 も近 いのは どれ

ですか。

ア.1度 あるこ とは またあ ると考 えられ るので、A店 で買 う。

イ.B店 はまだ1度 も1等 がでて ないので、B店 では買 わない。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で、 遵いはほ とん どないので、 どちら

で買ってもよい。

エ ..A店 は1回 でB店 は0回 で、1回 確 かに逮 うので、A店 で買 う。

オ.な ん ともい えない。

ア26.2イ5.2ウ30 .9エ 了.3オ29.8無0.6

(32)臓 器 移植(欠 陥の ある心臓 や肝臓 などを健康 な もの と取 り替 える手術)

は い ままで助か らなか った人 々を救 う最終手段 と して脚 光 を浴 びてきま

した。 しか し、 その 多 くの場合、 心臓 は勤いてい るが脳死(脳 は死んで

い る)状 態にある人 か ら、臓 器(心 臓 や肝臓 など)を もらわなければな り

ません(臓 器 をあげた人は体 も死ん で しまいます)。 日本 で も臓器移植 と

脳死 の問題 が議論 され てい ますが、 あなたの意 見は次 のどれ に最 も近い

ですか。

カ.脳 死 とは関係 な く、臓器移植は いっ さい誌め ない。

キ.脳 死は誕めず、 他人の死 とは関係の ない 腎臓 などの移植 のみ認

め る。

ク.現 状では脳死 は誕めず、 他人の死 とは関係 の ない移植 のみ認め

るが、人 工臓 器によ る移植の研究 を促進 し、 多額 の研 究費を出す。'

ケ.現 状では脳死 を誌 め、臓 器移植 も誕めるが、 人工臓器 による移

植 の研 究を促進 し、 多額 の研 究費 を出す。

コ.未 解決 の問題 が 多い人工臓器 の移植 よ りも、膳死 を総めて臓 器

移植 を推進 し.てい く。

力10.3キ18 .0ク18.3ケ24.6コ2了.9無0.8

一9一

(33)理 科 の 実 験 で 、 目 新 し い 実 験 器 具 を 使 う こ と に な り ま した 。 あ な た な

ら ど う し ま す か 。

サ.初 め て 見 る 実 験 器 具 に は 興 味 が あ る の で 進 ん で 使 っ て み る 。

シ.興 味 は あ る が 使 い 方 に 自信 が な い の で 、 友 達 が 実 験 す る の を 見

て か ら 自 分 で 使 っ て み る 。

ス.興 味 は あ る が 、 自 分 て は 使 わ ず 友 達 が 使 う の を 見 て い る ポ

セ.新 し い 実 験 器 具 と い っ て も特 別 興 味 は な い が 、 自 分 で も使 っ て

み ろ。

ソ.新 し い 実 験 器 具 と い っ て も 特 別 興 味 は な く、 友 達 が 実 験 す る の

を 見 て い る.

サ4T.了 シ25.3ス6.6セ13.1ソ6,9無0.4

(34)こ れ か らの 社 会 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ が さ ら に 広 く使 わ れ る よ う に な る

と 言 わ れ て い ま す 。 数 学 で コ ン ピ ュ ー タ を佼 う こ と に つ い て ど う思 い ま

す か 。

ア.計 算 力 が 落 ち る か ら 、 コ ン ピ ュ ー タ は 使 わ な い 方 が よ い 。

イ.ど ん な 問 題 を解 く と き に も 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 方 が よ い 。

ウ.複 雑 な 問 題 を解 く と き に 、 と き ど き は コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た 方

が よ い リ

エ .複 雑 な 問 題 を 解 く と き に 、 ど ん ど ん コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た 方 が

よ い 。

オ.数 学 の 勉 強 と コ ン ピ ュ ー タ は 関 係 が な い 。

ア9.9イ11.4ウ48 .3エ20.3オ9.5無0 .5・

(35)現 代 の 科 学 者 は 、 昔 の 科 学 者 よ り、 も っ と 複 雑 な 問 題 を 解 明 す る こ と.

が て き ま す が 、 そ の 理 由 と し て 最 も 適 当 な も ⑳ は ど れ で す か 。

カ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 が 考 え た こ と の 多 く が 誤 り で あ る こ

と を 知 っ て い る か ら。

キ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 よ り、 も っ と 想 像 力 に 富 ん で い る か

ら。

ク.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 の 考 え や 発 見 の 上 に た っ て 仕 事 が で

き る か ら、,

ケ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 よ り、 理 解 力 が す ぐ れ て い る か ら。
.
コ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 よ り、 よ い 教 育 を 受 け て い る か ら。

力 了.8キ15.7ク42 ,5ケ11.9コ21.6無0.6
-1u一



2.高 等学校生徒調査

高等学校生徒 に対 する調査項 目および項 目毎の反応率を次 に示 す。

調査B
　鯉
SAM-SCl

理 科 問 題

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① 印 刷 が は っ き り しな くて読 み に くい と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ

て手 を あ げ な さい。

② 答 え は、 ア～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で、

紫 色 の マ ー ク カ ー ドの う らの 問 題 の(1)か ・ら(20)の ア ～ オ(カ ～

コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ りつ ぶ し な さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁ず る

一112一
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(1)チ ャ イ ム を作 ろ う と 思 っ て 、 長 い 金 属 管 か ら、 下 の 図 の よ う に 、 長 さ

の 異 な る管 を4つ 切 り取 り、 つ り下 げ た。 これ らの 管 を た た く と 、 どれ

が 最 も低 い 音 を 出 す か 。

AB

0.5無0 .1

(2)鉄 粉 と硫 黄 の 混 合 物 を加 熱 した と き、 反 応 し て で き る もの は 、 次 の 中

の どれ か 。

ア.A

イ.B

ウ.上 の 方 をた た く とA、 下 の 方 を た た く とB

エ .上 の 方 を た た く とB、 下 の 方 を た た くとA

オ.ど れ も弱 くた た く と低 く嘱 る。

物 理 知 識 ア71.0イ21.6ウ4.5エ2.3オ

カ.一 つの元素(単 体)

キ.別 の二つの元素(単 体)

ク.溶 液

ケ.合 金

コ.化 合物

化学 知識 力5.8キ4.2ク 1.2ケ3・2三L85・6無0.0

(3)生 まれて くる子が男姓になるか女性になるかを決定する最初の ものは、

次の中の どれか。

'サ
.精 子 の 中 のDNA

シ.卵 の 中 のDNA

ス.精 子 の 中 のRNA 、

セ.卵 の 中 のRNA

ソ.精 子 と卵 の 両 方 の 中 のDNAとRNA

生 物 知 識 サ34.0シ10.9ス6.6セ3.9ソ44.6無0.0

-1一

(4)宇 宙 船が地球 か ら月に着 くまて、 どれ くらい時閥がかかるか。次の中

か ら選べ。

ア.5～6時 間

工 .半 年

イ.2～3日

オ.2～3年

ウ.1か 月

地 学 知 識 ア11.1ゴ
.51.0ウ26.9エ7.4オ3.4無0.1

(5)次 の図で、水はこれ以上びんの中へ入 っていか ない。 その理由は下の

カ～ コの中の どれか。

水

ガ ラス管

ゴムせん

び ん

カ.空 気が水よ り強 く押 してい る。

キ.空 気の方が水よ り重 い。

ク.水 が入 るには中の空気 を追い出さなければな らない。

ケ.ガ ラス管が細す ぎる。

コ.水 の質量が空気の質量よ り大 きい。

物 理 理 解 力2L9キ3.8ク60.6ケ1.1コ6.6無0.1

一2一



高理科

(6)鉄 の 表 面 に ペ ンキ をぬ る と鉄 が さ び に く く な る 。 そ の理 由 は 、 次 の 中

の どれ か。

(9)小 石 を斜あ上向 き45度 の角度に投げた。 その小石が最高点に達 した時、

次のどんな状態になってい るか。

サ.窒 素が鉄 とふれ るの をふせ ぐから。

シ.ペ ンキが鉄 とむすびついて、 ちがった物 になるか ら。

ス.二 酸化炭素が鉄 とふれ るの をふせ ぐか ら。

セ.鉄 の表面 をなめ らかにす るから。

ソ.酸 素や水分が鉄 とふれ るのをふせ ぐか ら。

サ.加 速度が0で ある。

シ.加 速度は叢小、 ただ し0て はない。

ス.全 力学的エネルギーが最大である。

セ.位 置エネルギーが最小 であ る。

ソ.運 勤エネルギーが叢小 であ る。

化 学 理 解 サ5.8シ2.6ス 了.2セ1.4ソ82.9無0.1
物 理 応 用 サ19.4シ18.3ス8,5セ11.3ソ42.3無0.1

i

目
劇

i

(7)花 に種子ができないのは、一般 に次のどの場合か。

こん

ア.昆 虫 が 来 な い と き。

イ.夏 で な い と き。

ヴ.よ い 土 に成 長 して い る植 物 で な い と き。

エ.み つ を生 じな い と きo

オ.適 当 な 花 粉 が 柱 頭 に つ か な い と き。

生 物 理 解 ア4.4イ1.4ウ2.5エ1.9オ89.6無0.1

(8)岩 石 中に見出され る事実を解釈す るときには、 どのような基本的な仮

定 に基づいているか。次の中か ら最 も適当なものを選べ。

カ.大 気 と海 洋 の 組 成 は 、 著 し く変 化 して い な い 。

キ.地 球 の 温 度 は 、 地 球 が 最 初 に形 成 され た と きに は 今 よ りは る

か に 高 か っ た 。

ク.過 去 に 起 き た 物 質 的 ・化 学 的 変 化 の 過 程 の 申 に は 、 今 日起 こ

ら な い よ う な もの もあ る。

ケ.岩 石 の つ く りは 、 今 目 そ れ らが つ く られ て い る の と 同 じ過 程

で つ く られ た 。

コ.岩 石 の つ く りは 、 今 日 そ れ らが つ く られ て い る の と は 全 く異

な っ た過 程 で つ く られ た 。

地 学 理 解 力5.2キ20 .2ク33,0ケ32.7コ8,6無0.2

(10)空 気中である物質を燃 やす と、水と石灰水(水 酸化 カルシウム溶液)

を白濁 させ る気体 とがで きる。 このことから、次の1、H、 皿のうちど

れがいえるか。

1.炭 素はこの物質の成分元素である。

皿.水 素は この物質の成分元素である。

皿.酸 素は この物質の成分元素である。

ア.

イ.

ウ.

工.

オ.

1とHと 皿

1とHだ け

1と 皿 だ け

Hと 皿 だ け

1だ け

化 学 応 用 ア7.0ゴ=21.3ウ44.1エ1L了 オ15 .9無0.0
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(ii)塩 化 コバル ト紙は乾燥状態で青色 を示 し、水蒸気があると徐 々にピン

ク色に変わる。い ま、一辺Ic皿 の正方形の塩化 コバル ト紙3枚 をそれぞ

れ次のよ うに処理 した。

1枚 は葉の上面に、 もう1枚 は葉の下面につけておき、残 りの1枚 は

空気中につ るしておいた。楳準のピンク色に変わろまでの時間をはかっ

たら、葉の上面のもので9分 、葉の下面の もので12分 、空気中につるし

たものでは18分 であった。

この実験結呆だけか ら結論で きるのは、次の中の どれか。

(13)下 の 図 の よ うに 断 熱 材 で 包 ん だ 銅 の 棒 の 一 端 を熱 し、 他 の 端 を冷 や し

ー(お く
。 図 のP、Q、R、Sの と こ ろ に 小 さ い 穴 を あ け 、 温 度 計 を さ し

こ ん で 、 そ れ ぞ れ の 点 で の 温 度 が 読 め る よ う に し て お く。 た だ し、PQ

問 の 距 離 は しOc加 で あ る。

こ の棒 の 温 度 は 、 高 い ほ う の 端 か ら低 い ほ うの 端 ヘ ー 様 に 低 く な っ て

い く もの で あ る が 、 この と き の 単 位 の長 さ 当 た りの 浬 度 降 下(温 度 こ う

ば い)を 測 りた い 。 温度 を2か 所 だ け 測 る と す れ ば 、 下 の ア ～ オ の ど の

組.み 合 わ ・せが 藪1も よ い か 。

温度計

1

旨
ゆ

1

カ.葉 の下面には、上面よ り多くの気孔があ る。

キ.葉 の下面か らは、水蒸気が出ていない。

ク.葉 の上面か らは、下面よ り一定時間に多 くの水蒸気が出る。

ケ.葉 の上面か らも下面か らも、同 じ割合で水蒸気が由 る。

コ.葉 の上面には気孔がない。

生 物 応 用 力28・8キ 了・0之52.4ケ4.5コ7,2無0 .1

(12)図1は 、金星 と地球が太陽の まわ りを公転 してい るよ うす を示 したも

のである。Aの 位置にある地球 か ら金 星を見た ら図2の よ うに見えた。

このときの金 星の位 議は、サ～ ソのどれか。

蓑

i

喫 R S

冷

水

銅の棒

ウ.PとS

断紺 オ

シ

_a

サ 金星

寮 ソ

ア.PとQ

エ .QとS

イ.PとR

オ.RとS

物 理 高 次 ア26.7イ11。2ウ42.1エ11.8オ7.8無0・4

(14)穀 物 粒の山は火 をつけ ると非常にゆっくりと燃 えるが、空気中に舞い

上がった穀物粉 に火 をつけると爆発 することがある。 その理 由として最

も適 当なものはどれか。

'図 暫

ス セ

A

o一

地 球

図2

地 学 応 用 サ3.4シ30.1ス46.0セ2.7ソ17.6無0・0

一5一

カ.細 かい粒が燃えろときに出す熱は、 同 じものでも大 きい粒が

燃 えるときに出す熱よ りも大きい。

キ.細 かい粒ほどもってい るエネルギーが大 きくなる。

ク.穀 物 を粉にす ると、 その化学成分が交わる。

ケ.量 が同 じであれば粒 を細 か くするほど空気にふれ る総表面積

が大 きくなる。

コ.粉 は完全に燃えるが、粒の山は完全 には燃 えない。

化学 高次 力 了。3キ9.了 ク8.6:Z6了.2コ 了・1無0・2
-6一



高理科

(15)い ろいろな植物 の器官 を同体積 の密封 された容器の中にλ れ、いろい

ろな条件下で、 これ らの植物器官が呼吸する二酸化炭 素(CO2)の 量 を

測定 したところ、次のよ うであった。

容器

i

2

3

4

5

6

植 物 器官 植物器官の 光の色 温度 経過 日数CO2の 吸収

体積(C皿3)(℃)(日)量(C凪3)

テ ンニ ン カ

テ ンニ ン カ

テ ン ニ ン カ

カ シ

カ.シ

カ シ

葉

葉

茎

根

葉

葉

ioa

ioO

ioa

ioo

ioa

100

赤 色15

赤 色27

青 色21

青 色27

だい だい色27

だいだい色27

2

2

2

3

2

3

150

200

50

0

ioO

l50

[注]他 の実験条件は、すべての容器について同一である。

(16)下 の 図 は 、 あ る地 域 の 地 表 で の 水 系 を 表 した 図 で あ る。 この 地 域 に つ

い て の 最 も可 能 性 が 高 い 地 質 構 造 と地 表 面 を示 して い るX-Y断 面 は
、

次 の 中 の どれ か。

.・;し㌔・7'ウ`曜,7。4・ ρ ご一一一『T一 一

アx'y

X

酷 一一忘.

Y イ

ウ

工

x

写農..圃

Y

Y

x Y

オ x・ ,畠 凶L馬 、 畠

Y

i

=
rn

i

この デ ー タ を も とに し て、1日 に 消 費 したCO2の 量 を比 較 す る こ とが

意 味 の あ る の は、 次 の 中 の どれ か 。

サ.テ ンニ ンカ の 葉 に つ い て 、15℃ の 場 合 と27℃ の場 合 の 比 較 。

シ.テ ン ニ ンカ の 茎 の場'含 と 葉 の 場 合 の 比 較 。

ス.テ ン ニ ンカ の 茎 に つ い て、 赤 い 色 の 光 の 場 合 と だ い だ い 色 の

光 の 場 合 の 比 較 。

セ.カ シの 葉 に つ い て、 だ い だ い 色 の 光 の 場 合 と青 い 色 の 光 の 場

合 の 比 較 。

ソ.カ シ の 葉 に つ い て 、15℃ の 場 合 と27℃ の 場 合 の 比 較 。

生 物 高 次 サ44.0シ16。1ス11.4セ19.9ソ8,2無0.4

地 学 高 次Z45.3イ21.3ウ7 .9エ14。0オ11.1無0 .4

(17)下 の 図は四つの端子P、Q、R、Sを もった箱であ ろ。 この端子の間

の電気抵抗 を測ったところ、次のような結呆 になった。

結果(DPQの 間 には、 ある大 きさの抵抗があった。

(2)PRの 間の抵抗は、PQの 間の抵抗 の2倍 であった。

(3)QSの 間には抵抗 がなかった。

箱の中の回路は、右の図の中のどれと考え られ るか。 ただ し、図の中

のそれぞれの抵抗の大 きさはいずれ も等 しい ものとする。

P慰:
=工=: ,工:
力

瓢=二
キ ク

:二〔:
'ユ王;

ケ コ

物 理 実 験 力6.9キ8.9ク9 .2之62 .8コ11.了 無0.5
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(i8)あ ろ 実 験 で フ ッ化 ス ズ(H)のO.OIOml〃 溶 液250超 が 必 要 に な っ た 。

フ ッ化 ス ズ(II)は 水 に 溶 け 、 そ のlmolは157gで あ る。 利 用 で き る器 具

と し て は 、250超 の メ ス フ ラ ス コ、10魂 の ビ ベ ッ ト、 感 度0.Olgの て ん

び ん 、400超 の ビ ー カ ー が あ る。

必 要 な フ ッ 化 ス ズ(H)の 質 量 を正 確 に 測 っ た 後 、 次 の う ち の どん な 操

作 を した らよ い か 。

サ.ビ ー カー の 中 に フ ッ 化 ス ズ(II)を 入 れ 、 次 に メ ス フ ラス コ を

使 っ て 正 確 に 水250祀 を加 え る。

シ.ビ ー カー の 中 に フ ッ化 ス ズ(H)を 入 れ 、 次 に 水 を ピ ベ ッ トを

使 っ て 正 確 に10魂 ず つ 、25回 加 え る。

ス.メ ス フ ラ ス コ に フ ッ化 ス ズ(H)を λ れ 、250超 よ り少 な い 水

で 溶 か し、 次 に250超 の 目 盛 り ま で 水 を加 え る 。

セ.ビ ー カ ー と て ん び ん を用 い て 正 確 に 水2509を 測 り、 次 に フ ッ

化 ス ズ(皿)を そ の 中 に 加 え ろ。

ソ.ビ ー カ ー の 中 で 、 フ ッ化 ス ズ(D)を250並 以 上 の 水 に λ れ て

溶 か す 。 次 に そ の 溶 液 を メ ス フ ラ ス コ の250超 の 目 盛 り ま で 入

れ.る。

化 学 実 験 サ15。2シ20.3ス35.1セ14。9ソ13.8無0.8

(19)次 の 図 は 、 動 物 の 呼 吸 で 二 酸 化 炭 素 が 出 ろ こ と を 調 べ る た め の 装 置 を

示 した もの で あ る。

郵 畿
はいるA

窒気ポンプ
につ な ぐ

(20)あ る晴 れ た 日 に 、 図1の よ う な観 測 用 具 を 使 い 、 棒 の か げ の 方 向 と長

さ を は か っ て記 録 した と こ ろ、 図2の よ う に な っ た。

か げ の記 録 が 図2の ① の と き、 太 陽 は ど の 方 向 に 見 え る か 。

図1

e

1∫う

1

図2

カ.西 キ.南 西 ク.南 ケ.南 東 コ.東

地 学 実 験 力 了.6キ68.4ク5。8ケ11.1コ6.6無O.5

B C D

Aの 部分 には空気から二酸化炭素をとりのぞ く物質が入っており、B

とDの 容器には、二酸化炭素が通った場合に目で見 える変化が起こる液

体が入 ってい る。

動物を入れ る容器Cが 、次のどのような場合であるときに最 も早 く結

果力書わカbるか。

ア.容 器 が 小 さ い と き。

イ.容 器 が 大 き い と き。

ウ.容 器 を明 る い 光 の 下 に お い た と き。

エ.容 器 を 黒 い 布 で お お っ た と き。

オ.容 器 の 中 に ぬ れ た 綿 を入 れ て 中 の 空 気 を 湿 らせ て お い た と き。

生 物 実 験 ア61.6イ6.8ウ11.2エ9、5オ10.3無0・6 一10一
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委女 学 問 題

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろが あ っ た ら、 だ ま っ

て手 を あ げ な さい 。

② 答 え は、 ア～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

緑 色 の マ ー ク カ ー ドの う らの 問 題 の(1)か ら(20)の ア ～ オ(カ ～

コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ りつ ぶ しな さ い。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

一118一
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(1)C左 の 図 の 立 方 体 を 図 の 中 の3点

AA,B,Cを 通 る 平 面 で 切 っ た と き
3㎝ で き る 切 り ロ は

、 ど の よ う な 図 形 か 。

ノー一一一 一
,'ノ3㎝

B3㎝

ア.三 角 形 イ.四 角 形 ウ.五 角 形 工.六 角 形

オ.ア か ら エ の ど れ で も な い

幾 何 応 用 ア21.9イ70.1ウ3.9エ1.0オ3.0無0・1

C2)

第1列.1

第2列1-1

第3列1-1十1

第4列1-1十1-1

第5フ11-1十1-1十1

と 続 い て い る 。

第50列 の 和 は 、 い く ら と考 え ら れ る か 。

カ 。0キ.1ク.2ケ.25コ.30

解 析 分 析 力 マ0.5キ1了.2ク2.2ケ8.2コ1.7無0.2

(3)つ ぎ の サ か ら ソ の 文 の 中 で 、2つ の こ と が ら が 起 こ る割 合 が 等 し い の

は ど れ か 。

サ.2枚 の 硬 貨 を 同 時 に 投 げ た と き 、2枚 と も表 が で る こ と と 、.1枚 は

表 で1枚 は 裏 が で る こ と 。

シ.画 び ょ う を 投 げ た と き 、 針 が 上 を 向 く こ と と 、 針 が 下 を 向 く こ と 。

ス.さ 、い こ ろ を 投 げ た ζ き 、 偶 数 の 目 が で る こ と と 、1の 目 が で る こ と。

セ.一 組 の トラ ン プ を よ く切 って1枚 を ひ い た と き 、 ダ イ ヤ の カ ー ドが

で る こ と と 、 ス ペ ー ド の カ ー ドが で る こ と 。

ソ.9月 の 天 気 で 、 雨 が 降 る こ と と 、 晴 れ る こ と 。

確 統 応 用 サ18.3シ24.0ス3.5セ51.8ソ1.4無1.0

一i一

(4)っ ぎの 証 明 の 中 に 、 ま ち が い が あ る と す る な ら ば 、 最 初 に ま ち が え た

の は ど こ か 。

(証 明)1>0

だ か ら2>1

だ か ら2×(一1)>1×(一1)

よ っ て 一2>一1

答 え は,次 の 中 か ら え ら べ 。

ω

/21

131

(4)

ア.(D行 目 イ.{2}行 目 ウ.{31行 目 工.{41行 目

オ 。 ア ～ エ の ど れ で も な い 。 こ の 証 明 に ま ち が い は な い 。

代 数 分 析 ア2.3イ2L8ウ59.2エ13.7オ2.6無0.3

(5)125の20%は い く ら に な る か 。

カ.6.25キ.12.50ク.15ケ.25コ.50

解 析 計 算 力8,5キ2.9ク4.31乞82.4コ1.8無0.1

(6)駕,=1で あ っ て 、 翼 は0よ り 大 き い 。 こ の と き 、 つ ぎ の ど れ が 正 し

い か 。

サ.芝 が1よ り 大 き い と き,yは 負 で あ る 。

シ.zが1よ り 大 き い と き,yは1よ り 大 き い 。

ス.π が1よ り 小 さ い と き,γ は1よ り 小 さ い 。

セ.エ が 増 加 す る に し た が っ て,yも 増 加 す る 。

ソ.駕 が 増 加 す る に し た が っ て,yは 減 少 す る 。

解 析 理 解 サ5.9シ12.0ス15.3セ9・4∠57・4無0.0

一z一



高数学

(7)あ る学校 の売店 で は牛乳 や ジュ「・スなどの飲物 を何種類 も売 ってい る。

その 中の 「スロ ッシュ」 とい うジュー スがい ちば ん好かれ てい るか ど う

かを知 りたい と思 う。つ ぎの うちの どの調べ方が一 番よい と思 うか。

,i

這O

i

ア.く.ず か ご の 中 の 「ス ロ グ シ ュ 」 の あ き び ん の 数 を 調 べ る 。

イ.先 月 「ス ロ ッ シ ュ 」 を 何 ぼ ん 注 文 し た か を 売 店 の 係 の 人 に た ず ね

る 。

ウ 。 友 だ ち に 、 「ス ロ ウ シ ュ 」 は も っ と も好 き な 飲 物 と 思 う か ど う か

を き く 。

エ.掌 物 を 配 達 す る ト ラ ッ ク の 運 転 手 に 「ス ロ ッ シ ュ 」 に つ い て き く。

オ.一 週 間 に わ た っ て 学 校 で の 飲 物 の 売 り あ げ 記 録 を 種 類 ご と に 調 べ

る6

確 統 理 解 ア2.5イ6.6ウ3.1エ2.3オ85 .4無0.1

(8)複 素 数(1+皆)3に 等
,し い も の は 、 次 の ど れ か 。

カ,0

ケ,1+盛

,懲 ∴ll准)

サ.

セ.

(1;)

(,

キ.2ク.2づ

コ.2+2{

5.4ク47.5ケ14.6コ26 .0無1.3

お・び 暇1)の 差茜 は、次のどれか.

シ.

ソ.

(.)

(,)
代 数 計 算 サ5.5シ56.4ス24.3セ5 .9

(10)〉 傭 は ・ ど の 範 囲 に あ る か ・

ア.4と5の 間 イ.5と6の 間

工7と8の 間 オ .8と9の 間

ス●e

、)

ソ5.3無2.5

ウ.6と7の 間

代 数 理 解 ア3.3イ25 .6ウ10.4エ5.8オ54.8無0.1

(11)

○

0

y/E

P

■

左 の 図 で 点Pは 原 点0を 中 心 と

し た 半 径1の 円 周 上 を 動 く と し 、

さ ら に0とPを 通 る 直 線 を4と す

る 。

(配,花)(た だ し 皿.、π は 整 数)

の 形 を し た 点 を 格 子 点 と 呼 ぶ と き,

'つ ぎ の 文 章 の う ち で 正 し い も の は

ど れ か 。

・た だ し 原 点(0 ,0)は 以 下 の

カ ～ コ の 格 子 点 に は い れ な い こ と

と す る 。

カ.∬ はPの 位 置 に 関 係 な く 少 な く と も1っ の 格 子 点 を 通 る 。

キ.4が1っ の 格 子 点 も 通 ら な いPの 位 ■ は 高 々 有 限 個 に す ぎ な い 。

ク.4が1つ の 格 子 点 も 通 ら な いP.の 位 置 は 無 限 個 あ る 。 ・

ケ 。 」多 はPの 位 置 に 関 係 な く 無 限 個 の 格 子 点 を 通 る 。

コ.カ ～ ケ の ど れ も 正 し く な い 。

代 数 応 用 力18.0.キ14.2・ ク ー32.4ケ23.8コ10.6無1.1

<12)

A
iiz

C

4/3

6/5

D

His
D

上 の 図 で 、 直 線AB,CDは 平 行 で あ る 。2つ の 角 の 和 が180。 に な る

の を 、 次 の 中 か ら え ら べ 。

サ.∠1と ∠3シ.∠4と ∠6ス.∠2と ∠5

セ.∠2と ∠7ソ.∠1と ∠8

幾 何 理 解 サ2.7シ84.4ス4.3セ4.了 ソ3」 無0.1
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(13)Pはzに つ い て の 皿 次 の 多 項 式 、Qはxに つ い て の π 次 の 多 項 式

で 、 π<皿 と す る 。 多 項 式P+Qの 次 数 は 、 つ ぎ.の ど れ か 。

ア.霞 イ.往 ウ.配 十 死 工 ・ 皿 一 孔

オ.皿 π

代 数 理 解 ア21.8イ5.0ウ44.1エ1τ.5オ10・5無1・1

(14)直 交 座 標 に お い て 、 点(0,一5)を 通 り 、 直 線y冨2エ+3に 平 行

な 直 線 の 方 程 式 は 、 つ ぎ の ど れ か 。

カ.エ 十2y十5部0

ク.2潔 十3==一5

コ.2翼 十y十550

幾 何 応 用 力5.2キ60.4

C15)

キ.2ズ ーy-5;置0

ケ 。2x-5y+3=0

ク!3.3ケ11.4コ9.2無0.4

孔

一i

一1

i

3

2

5

4

9

上 の 表 に っ い て 、 皿,π の 関 係 を あ ら わ し て い る 等 式 は 、 っ ぎ の う

ち の ど れ か

サ.π=皿 ・ シ.π=3皿

ス.π5一 凧2十1セ.π=侃2十 正

、ノ.7し==2皿+1

解 析 応 用 サ2.4シ4.0ス6.8セ 了.7∠ 了8.8無0.4

(16)つ ぼ の 中 に5つ の 黒 玉 と1つ の 赤 玉 が は い っ て い る 。 そ の 中 か ら1つ

の 玉 を か っ て に 取 り だ す と き 、 赤 玉 を 取 る 確 率 は 、 っ ぎ の ど れ か 。

… イ・.÷ ・・÷ エ・音 桐

確 統 計 算 ア1.1イ84.4ウ9.2エ4.2オ0.8無0・4

一5一

(17)5回 の ゲ ー ム を 行 っ た 。 あ る チ ー ム は1ゲ ー ム に つ き 平 均3点 の 得 点

を あ げ て い た 。 そ の チ ー ム の5回 の ゲ ー ム で の 総 得 点 は ・ つ ぎ の ど れ か 。

・・書点 キ・暑点 … 点 … 点 ・・15点

確 統 計 算 力5.9キ3.7ク4.0ケ2.9コ83。2無0.2

C18)R

0 4

S

上 の 図 において0は 円の中心で 円周の長 さが24、 弧 のRSの 長 さが4

の と き、 中心 角ROSの 大 きさは、っ ぎの どれに なるか。

サ.24。 シ.30。 ス.45。 セ.60。 ソ.90。

幾 何 計 算 サ1.9シ5.9ス6.3セ82.4ソ2.9無0.5

0』.一 一 ウ → 一 ウ → 一 ⇒ →

(19)OA・ 詔 αOB富b.OC=cと

7言 す る 。 点Bが 直 線AC上 に あ っ て 、

了 τ;一3漏 であるとき、み

.ABC

-rレ ー9一 ゆ ■ゆ ■ゆ →

ア.2α+3bイ.15b-10α ウ3b-2α

や ゆ ゆ リ

エ10α 一15bオ.2α 一3b

幾 何 応 用 ア19.2イ18.了 ウ39.9エ9.2オ9・9無3・1

(20)∫(π)=3ズ6+正 の と き 、 ∫(紛 の 導 関 数 は 、 っ ぎ の ど れ か 。

カ.18x5キ.3x5+1

ケ 。36×6z5コ.36

解 析 計 算 力31.3キ20.5ク1了.1ケ11.了 コ16・8

一6一

ク.3■5

無2.5
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国立教育研究所

注 意

① この 調 査 で は、 あ な た の 数 学 や理 科 の勉 強 な ど の こ と に つ い て

きい て い ま す が 、 答 え が正 しい とか 、 まち が って い る と か を調 べ

る もの で は あ り ませ ん 。

② こ の調 査`よ 、 大 き く2つ に 分 か れ て い ます 。 最 初 は あ な た の こ

と を き く質 問 で 、 次 は 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い ての 質 問 で す 。

③ 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か らな い と こ ろ が あ っ た ら、 だ まっ て 手 を あ げ な さい 。

④ 答 え は、 ア ～ オ(カ ～ コ ま たは サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で、

緑 色 の マ ー ク カー ドの お もて の ア～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ りつ ぶ しな さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製を禁ずる

一122〒
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(1)あ な た の 家 に は 、 お よ そ どれ く ら い の 本 が あ り ま す か。

ま せ ん 。)

(マ ンガ本や雑誌は入れ

ア.10冊 以 下 。

イ.ll～30冊 く らい 。

ウ.31～lOO冊 く らい(本 箱 一 つ が100冊 く らい)。

エ.量OI～300丑 く らいo

オ.お よ そ300冊 以 上 。

ア17.6イ28 .了 ウ29.2エ16.0オ8。4無0.1

(2)家 の 人 は あ な た に 勉 強 す る よ うに 言 い ま す か。

カ.勉 強 の こ と は ほ と ん ど何 も言 わ な い 。

キ.勉 強 す る よ う に と 月 に2～3回 は 言 う。

ク.勉 強 す る よ うに と週 に2～3回 は 言 う。

ケ.勉 強 す る よ うに とほ と ん ど奄 日 の よ うに 言 う。

コ.よ くわ か ら な い 。

カ30.8キ30 .2ク20.1ケ14.2コ4.6無0.1

(3)あ な た は 学 習 塾 ・進 学 塾 に 行 って い ます か 。(ビ ア ノ、 絵 画 、 習 字 、 そ ろ ば ん 塾

な ど は λ れ ま.せん 。)

サ.行 っ て い な い。 .

シ.1週 間 に1回 行 っ て い る。

ス.1週 間 に2回 行 っ て い る。

セ.1週 間 に3回 行 っ て い る。

ソ.1週.間 に4回 以 上 行 っ て い る。

サ86.4シ4.了 ス5.7セ2.2ソ0.8無0.1

(4)あ な た は 、 学 校 の 補 習 挨 業 ま た は 課 外 投 業 な ど を どれ く らい 受 け ま した か。

ア.学 校 で は 補 習投 業 は な い。

.イ.叉 休 み 、 冬 休み を除 い て ほ と ん ど毎 週 受 け た 。

ウ.夏 体 み 、 冬 体 み だ け 受 け た。

エ.夏 休 み」 冬 休 み を入 れ て ほ と ん ど毎 週 受 け た 。

オ.補 習 授 業 は ほ とん ど受 け な か っ た。

ア5.8イ5.1ウ21.9エ16 .2オ50.9無0.1

一1一

(5)あ な たは、学校以タトでふつ う1週 間にどれ くらいの時間勉強 してい ますか。(す

べての教科 を合わせて答 えなさい。 また、学習塾 ・進学塾 などでの勉強時間 もλれ

なさい。)

カ.2時 間 く らい まで 。

キ.2時 間 よ り 多 い が5時 閥 く らい ま て。

ク.5時 間 よ り 多 い が10時 間 く らい まで 。

ケ.10時 問 よ り 多い が20時 間 く ら い ま で 。

コ.20時 閥 よ り 多 い 。

カ40.3キ23.7 .ク21.2ケ12.0コ2.8無0.1

(6)あ な た は 、 学 校 以 タトで ふ つ う1週 間 に ど れ く ら い の 時 間 を、 数 学 の 勉 強 に 佼 っ て

い ます か 。(学 習 塾 な ど で の 数 学 の 勉 強 時 間 も入 れ な さい 。.)

サ.0時 間。

シ.2時 間 く らい まで 。

ス.2時 間 よ り 多 い が5時 間 く らい ま で 。

セ.5時 閥 よ り 多 い がio時 間 く らい まで 。

ソ.lO時 閥 よ り 多 い 。

サ33.5シ42.1ス19 .1セ4.8ソ0.4無0.1

(7)あ な た は 、 学 校 以 外 で ふ つ う1週 間 に どれ く ら い の 時 間 を、 塁 壁 の 魁 強 に 使 っ て

い ます か 。(学 習 塾 な ど で のi壁墾 の 勉 強 時 間 もλ れ な さ い 。)

ア.0時 閥 。

イ 、2時 間 く らい ま で 。

ウ.2時 閥 よ り 多い が5時 間 く らい ま で 。

エ.5時 問 よ り 多い がlQ時 間 く ら い ま で 。

オ.10時 間 よ り 多 い。

ア58.8イ34 .了 ウ5.6エ0.5オ0.3無0.1

(8)あ な た の 数 学 の 成 績 は 、 他 の 教 科 と比 べ て ど う で す か。

カ.最 も 良.い。

キ.他 の教 科 よ り 良 い 方 だ 。

ク.他 の 教 科 に 比 べ て 、 良 い と も悪 い と も い え な い 。

ケ.他 の 教 科 よ り悪 い 方 だ。

コ.最 も悪 ㌧・。

ヵ6.6キ21。0ク32.0ケ21.9コ18.4無Oj
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(9)あ な た の 理 科 の 成 襖 は 、 他 の教 科 と比 べ て ど うで す か 。

サ.最 も 良 い 。

シ.他 の 教 科 よ り良 い 方 だ 。

ス.他 の教 科 に 比 べ て 、 良 い と も悪 い と も い え な い 。

セ.他 の教 科 よ り悪 い 方 だ 。

ソ.最 も忌 い。

サ5.5シ24.6ス46.4セ18』 ソ5.3無0.1

(10)他 の 教 科 と 比 ぺ て 、 教 学 は 好 き で す か 。

ア.最 も好 きだ 。

イ.他 の教 科 よ り好 き な 方 だ。

ウ.他 の教 科 に 比 べ て 、 好 き と も鎌 い と も い え な い 。

エ.'他 の教 科 よ り嫌 い な 方 だ。

オ.最 も嫌 い だ 。

ア 了.3イ26.0ウ .28」 エ20.1才18.4無Oj

(ll)他 の 教 科 と比 ぺ て、 理 科 は 好 きで す か 。

カ.最 も好 きだ 。

キ.他 の 教 科 よ り好 き な 方 だ。

ク.他 の教 科 に 比 べ て 、 好 き と も嫌 い と も い え な い 。

ケ.他 の 教 科 よ り嫌 い な 方 だ。

コ.最 も嫌 い だ。

カ6.0キ 、29.4ク39.4ケ18」 コ7.0無0.0

(12)あ な た は 、 ど こ ま で 学 校 を続 け るつ も り で す か。

サ.高 等 学 校 ま で 。

シ.高 等 学 校 卒 業 後 各 種 学 校 ま た は 専 修 学 校 ま で 。

ス.短 期 大 学 ま で。

セ.大 学 まで 。

ソ.大 学 院 ま で 。

サ13.2シ1了.6ス9.4セ56。8ソ2.9無Oj

(13)あ な た は 、 自分 の 進 学 す る 学 校 を決 め る と き に、 どん な こ と を ま ず 第 一 に 考 え ま

す か。

ア.進 学 す るつ も りは な い 。

イ.将 来 つ き た い 職 業 の こ と を考 え て 決 め る。

ウ.自 分 の 成 績 や 興 味 に よ っ て決 め る。

エ.親 や 先 生 の す す め に 従 っ て決 め る。

オ.そ の 他 の こ と を考 え て 決 め る。

ワ 、A1ノ='}A{'・^ハ_^一7一 一 」 一7鯉 匠A雪

(14)あ な たは、あなたの将来の職業 として、 どの方面に進みたいですか。

カ.工 学 関係(工 業 技 術 者 な ど)。

キ.医 学 、 薬 学 関 係(医 師 、 薬 剤 師 な ど)」

ク.他 の 理 科 ・工 学 関係(科 学 ・数 学 研 究 者 、珪 科 ・数 学 教 師 な ど)。

ケ.理 科 ・工 学 関 係 以 外 。.、

コ.わ か ら な い、 ま た は 、 ま だ は っ き り し な も㌔

力12.8キ10.5ク5.了 ケ40.4コ30.4無0.1

(15)あ な た は、 あ な た の 将 来 の 職 業 の こ とに つ い て、 家 の 人 と話 し合 う こ とが あ り ま

す か。

サ.話 し合 う こ とは ほ とん ど な い 。

シ.と き.ど き話 し合 う。

ス.ひ ん ば ん に話 し合 う。

セ.家 の 人 以 外 の 人(家 庭 教 師 な ど)と 話 し合 う。

ソ.よ くわ か らな い 。

サ19.7シ66,2ス9.5セ0.8ソ3」 無0・0

次 の(16)、(17)の 質 問 は 、 あ な た が 将 来 職 粟 を選 ぶ と き、 ど の よ う な考 えで 自 分 の

職 業 を選 び た い と 思 っ て い るか を た ず ね る もの で す 。 あ な た の 考 え は 下 の① ② の ど ち ら に

近 い と 思 い ま す か 。.あ て は ま る もの を選 び な さ い 。

(ib)

①[経 済的 にめ ぐまれなくても、世の中のためになる職1粟につ きたい。ユ

②[世 の中のため1二なるとい うことよ りも、経済的に豊かな生活がで きる職業につきた

い。ユ

ア.① の よ う に考 え て い る。

イ.ど ち らか と い えば 、 ① の 考 え に 近 い。

ウ.ど ち ら と も い え な い 。 ま た は 、 よ くわ か ら な い 。

エ.ど ち らか と い え ば 、 ② の 考 え に 近 い。

オ.② の よ う に考 え て い る 。

ア7.1イ20.8ウ26.1エ35.2オ10」 無0.1

」
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(17)

①[忙 しくてゆ っくり楽 しむための時間が なくて も、自分が うちこめ る職業につきたい。]

②[仕 事は きまった時間内に終わ り、楽 しむための時間を十分 に持てる職業につきたい。]
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カ.① の よ う に 考 え て い る。

キ.ど ち らか とい え ば 、 ① の 考 え に 近 い 。

ク.ど ち ら と もい え な い 。 ま た は、 よ くわ か ら な い 。

ケ.ど ち らか と い えば 、 ② の 考 え に 近 い。

コ.② の よ う に 考 え て い る。

力20.0キ24.9ク13.1ケ24.4コ17.6無Oj

(18)学 校 で は 、 何 の ク ラ ブ 活 勤 あ る い は 部 活 動 に 入 っ て い ま す か。 最 も よ く活 勤 して

い る もの を1つ 選 び な さい 。

サ.理 科 、 数 学 、 マ イ コ ン な ど の ク ラ ブ また は 部 。

シ.文 化 、 芸 術 な ど の ク ラ ブ ま た は 都 。

ス.運 勤 ク ラ ブ ま た は 部 。

セ.ボ ラ ンテ ィ ア 活 勤 な ど の ク ラ ブ ま た は 部 。

ソ.入 っ て い ない 。 ま た は 、 ほ とん ど活 勤 して い な い。

サ1.8シ15.9ス51.5セ2・1ソ28・6無0・0

(19)あ な た は ど ん な種 類 の 本 を よ く読 み ま す か 。 畏 もよ く読 む もの を1つ 選 び な さ い 。

ア.科 学 に 関 す る 本 。

イ.文 学 、 小 説 な ど。

ウ.ス ポ ー ツ な ど の 本 。

エ.そ の 他 の 本 。

オ.ほ と ん ど読 ま な い 。

アL5イ30.9ウ12,0エ42.9オ12.7無0,0

(20)あ な た は 、 普 逓 の 日(土 曜 や 臼曜 以 タトの 日)に テ レ ビ を何 時 間 ぐ ら い 見 ま す か 。

カ.ほ と ん ど 見 な い 。

キ.1時 問 以 下。

ク.1時 間 よ り 多 い が2時 間 以 下 。

ケ.2時 間 よ り 多 い が3時 聞 以 下 。

コ.3時 間 よ り 多 い 。

力5.0キ10.3ク33.1ケ29.1コ22,4無0,1

-5一

■ロ 」'一

こ の べ 一 ジ と 次 の ペ ー ジ の 質 問 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(21)か ら(40)の と こ ろ に 記 λ し な さ い 。

次 の(2Dか ら(40)ま で は 、 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い て 書 い て あ り ま す ・

そ れ ぞ れ 書 い て あ る こ と に つ い て 、[答 え の らん の]

・ほ と ん ど 毎 時 間 な らば ア(扶 は カ 、 サ)

・週 に{度 く ら い あ る な らば イ(扶Uキ ζ シ)

・ 月 に 一 度 く ら い あ る な らば ウ(ま 紺 ク 、 ス)

・学 期 に 一 度 く ら い あ る な らば エ(1た ロ ケ 、 セ)

・ ほ と ん ど な い な ら ば .オ(鉄 は コ 、 ソ)

を ぬ りつ ぶ し な さ いo

(2書)

を と っ た り し て'い ま す 。

サ85.5シ6.3ス1.4セ.0.5ソ6.2無0.2

(22)数 学 の 授 業 で は 、 例 、 問 い 、 練 習 問 題 と い う形 で 授 業 が 進 め ら れ

て い き ま す 。

ア90.3イ4.6ウ0.了 工0.3オ3.8無0,2

(23)数 学 の 授 業 で は 、 先 生 は 一 つ の 問 題 に つ い て 、 い ろ い ろ な 解 き 方

を教 え て くれ ま す 。

力30.8キ44」 ク11.4ケ2」 ・10・8無0・3

(24)数 学 の 授 業 で は 、 練 習 問 題 を 解 い た あ と に 、 先 生 は 「誤 り が な い

か 自 分 で 見 直 し な さ い 」 と 言 い ま す 。

サ12.5シ1了.8ス9.4セ5,8ソ54.3無0.3

(25)数 学 の 投 業 で は 、 同.じ 問 題 を2時 間 に わ た っ て 話.し 合 い ま す 。

ア2」 イ8.1ウ8.9エ5.6オ74・4無0・2

(26)数 学 の 授 業 で は 、 先 生 と生 徒 あ る い は 生 徒 ど う し で 、 い ろ い ろ な

考 え 方 や 問 題 点 に つ い て 話 し合 い ま す 。

カ3.7キ 了」 ク8.1ケ5.9コ 了4・3無0・4

(27)数 学 の 授 業 で は 、 私 た ち が 模 型 を作 っ て 考 え ま す 。

サ1」 シtOス1.3セ2.5ソ94.0無0・3

(28)先 生 は 、 数 学 が い か に 生 活 と 深 く か か わ っ て い る か を 説 明 し て く

れ ま す 。

ア0.9イ2.了 ウ7.5エ13」 オ 了5・5無0・3

[答 えの らんは]

数 学の授 業中の大部分の時間は、 先生 の説明 を聞いた り、 ノー ト

サ行

ア 行

力行

サ行

ア 行

力 行

サ 行

ア 行
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(29)数 学 の 投 業 で は 、 電 卓 を使 い ま す 。

力0.5キ1.0ク2.7ケ8.3コ8τ.1無0.4

(30)数 学 の 投 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー ク を 使 い ま す 。

サ0.6シ0.9ス0.了 セ0.8ソ96、.5無0・4

(31)先 生 は 謹 科 の 投 業 の 始 め に 、 前 の 時 間 の 復 習 を し て くれ ま す 。

ア21.8イ32.6ウ14.0エ5.8オ25.1無0・6

(32)理 科 の 擾 業 で は 、 教 科 書 に あ る 内 容 だ け を 勉 強 し ま す 。

力51,7キ19.4ク8.8ケ4,2コ15.4無0.4

(33ノ 理 科 の 投 業 中 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 が 黒 板 に 書 い た こ と を 、 ノ

ー トに 写 し ま す
。

サ70」 シ10」 ス4・9マ2・8ソ11・6無0・5

(34)先 生 は 、 理 科 の 投 業 で 、 生 徒 の 考 え や 希 望 を入 れ て くれ ま す 。

ア7.7イ13.5ウ12.7エ10.6オ54.9無0.6

(35)先 生 は 、 興 味 深 い珪 科 の 投 業 を し て くれ ま す 。

力17.6キ19 .9ク18.1ケ11.2コ32.5無0.7

(36)理 科 の殻業 では、わ た したちに実験 ・観寮 を← らせ て くれ ます。

サ4.了 シ10.8ス38。1セ28.2ソ1了.了 無0.5

(37)理 科 の 投 業 で は 、 先 生 が 実 験 を 見 せ て く れ ます 。

ア4.1イ12.了 ウ28.2エ25.3オ29.1無0、5

(38)理 科 の 投 業 て は 、 野 タトで の 撹 寮 活 勤 を や り ます 。

力0.7キ1.0ク2.6ケ7.3コ8了,7無0.7

(39)理 科 の 投 案 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を使 い ます 。

サ0.6シ0.6ス1.1セ3.2ソ93.8無0.8

(40)環 科 の 投 業 で 、 先 生 は 科 学 が い か に 生 活 と深 く か か わ っ て い る か

を 説 明 し て くれ ま す 。

ア4.5イ10.3ウ14.7エ14.3才55.3無0.8

力行

サ 行

ア行

力行

サ 行

ア行

力行

サ 行

ア行

力行

サ 行

ア行

一7一
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調 査B 95一 高 質E

5AM-ATT

生 徒 質 問 紙II

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① この 調 査 で は 、 あ な た の 学 校 の こ とや 教 学 や理 科 の授 業 の こ と

に つ い て き い て い ます が 、 答 えが 正 しい とか 、 ま ち が っ て い る と

か を調 べ る もの で は あ りませ ん。

② 印 刷 が は っ き り しな くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か らな い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て手 を あげ な さ い。

③ 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま たは サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

紫 色 の マ ー ク カー ドの お もて の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ りつ ぶ し な さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

一127一



高 態 度

次 の(1)か ら(40)ま で は 、 数 学 ・理 科 の 授 業 な ど い ろ い ろ な こ と に つ い

て 書 い て あ り ま す 。 そ れ ぞ れ 書 い て あ る こ と に つ い て 、

あ な た が も し[回 答 欄 の]

・ そ う だ と 思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(賛 成)… ア(ま 紺 力 、サ)

・ ど ち らか と い え ば そ う 思 う と き は ・ ・ …(や や 賛 成)・ イ(ま たは キ 、シ)

・そ う で は な い と 思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ …(反 対)… ウ(ま 超 ク 、ス)

・ ど ち らか と い え ば そ う で は な い と思 う と き は(や や 反 対)・ エ(ま 紺 ケ 、セ)

・ど ち ら と も い え な い と き は 。 ・ ・ ・ ・ …(中 立)・ ・ 。 オ(鉄 ロ コ 、ソ)

を そ れ ぞ れ ぬ りつ ぶ し な さ い 。

[回 答 欄 は]

(1)理 科 は 学 ぶ 内 容 が 多 す ぎ ま す 。 ア 行

ア33.† イ32.9.ウ6。0エ6.了 オ20.7無0.0

(2)科 学 の 発 明 は 、 世 の 中 を あ ま り に も複 雑 に し て き ま し た 。 力 行

力15。2キ19.8ク23.0ケ16.1コ25.8無0.0

(3)理 科 で 、 実 験 が あ る と 楽 しい で す 。 サ 行

サ54.1シ2了.0ス4,2セ3.了 ソ10.6無0・3

1(4)電 車 を 使 え ば 、 も っ と た く さ ん の 数 学 や 理 科 の 内 容 を 勉 強 す る

ド

鵠 こ と が で き ま す 。 ア 行

}ア13 .9イ20.2ウ19.0エ14.3オ32.4無0.1

(5)数 学 や 科 学 を よ く 身 に つ け れ ば 、 一 層 生 活 が 豊 か に な り ま す 。 力 行

力13」 キ26.0ク14.4ケ13.5コ32.8無0.1

(6)自 然 科 学(数 学 や 科 学)は 、 日 常 生 活 の 問 題 を 解 決 す る の に 役

立 ち ま す 。 サ 行

サ14.8シ33.0ス11.3セ1L9ソ28.8無0.1

(7)数 学 や 科 学 は 、 国 の 発 展 に と っ て 非 常 に 重 要 な もの で す 。 ア 行

ア26.7イ34.6ウ 了.6エ6.3オ24.8無0,0

(8)こ の 世 の 中 の 神 秘 的 な こ と が ら も 、 い つ か は 科 学 が そ の 秘 密 を

解 き 明 か す で し ょ う。 力 行

力14.9キ20.1ク24.3ケ13.9コ26.6無O.2

(9)科 学 的 な 発 見 は 、 益 よ り 害 を 多 く も た ら し ま す 。 サ 行

サ10.4シ19.6ス13.3セ13.9ソ42.8無Oj

(10)こ の 世 か ら戦 争 を な くす こ と は 不 可 能 で す 。.ア 行

ア19.了 イ14.9ウ35,2エ12」 オ17.2無0.3

(ll)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

<is)

(i9)

20)

<2i)

(22)

(23)

(24)

(25)

[回 答 欄 は]

い ま 数 学 や 理 科 で 学 ん で い る こ と が 、 な ぜ 必 要 な の か わ か り ま

せ ん 。.力 行

力21.6キ26.8ク12.8ケ1了.1コ21.4無0。3

工 作 を す る(何 か を 作 る)こ と が 好 き で す 。

サ41.3シ25.8ス9」 セ8.8ソ14.3無0.0

概 算 ・概 測 す る こ と は 、 大 切 な 数 学 的 科 学 的 能 力 の 一 つ で す 。

ア23.6』 イ35.4ウ6.2エ4.3オ30.4無0.1

国 は 、 科 学 闘 係 の 研 究 に も っ と お 金 を か け る ぺ き で す 。

カ10.9キ13 .5ク18.5ケ15.0コ41.8無0.3

ほ と ん ど の 数 学 の 問 題 に は 、 い ろ い ろ な 解 き 方 が あ り ま す 。

サ45.0シ37.3ス2.6セ2.6ソ12.2無0.3

科 学 の た め に 、 世 界 が だ ん だ ん 破 懐 さ れ て い き ま す 。

ア19.8イ29.0ウ11.1エ10.2オ29.7無0.3

教掌で、図 をかいて考 えることが好 きです。

カ13.0キ23.6ク21.6ケ16」 コ24.8無0.2

電 卓 を使 え ぱ 、 数 学 の 問 題 を 解 く こ と が も っ と 楽 し く な り ま す 。

サ9.8シ16.9ス23.7セ.15.9ソ33.8無0.0

一 般 市 民 で も、 国 の 政 策 に 影 審 を 与 え る こ と が て き ま す 。

ア31。2イ25.7ウ10.8工 了」 オ24.5無0.1

数 学 で は 、 計 算 問 題 よ り 文 章 題 を 解 く方 .が好 き で す 。

カ5.2キ6 .8ク48.2ケ19.2コ20.5無0.2

科 学 上 の 発 児 が 続 い て い く と、 し ま い に は 人 間 は 臼 分 で も の を

考 え な い よ う に な る で し ょ う。

サ15.5シ21.5ス23.9セ12.5ソ26。4無0.2

そ ろ ば ん に よ る 計 算 は 上 手 な 方 で す 。

ア11」 イ12」 ウ53.0エ10.2オ12.2無0.2

そ ろば ん を使 え れ ば 、 教 学 の 問 題 を解 く こ とが も っ と楽 し く な

り ま す 。

カ5.了 キ11.6ク39」 ケ15.了 コ2了.2無0.1

数 学 や 科 学 を 学 ん で い く こ と の で き る の は 、 特 に 才 能 の あ る 人

に 限 られ て い ま す 、,

サ11.9シ20.9ス30.3セ17.3ソ19.5無0.0

世の中の問麺 の 多くは、科 李 と技術が原因 となっています。

ア14 .0イ21.2ウ14.1エ13.3オ3了.3無0.1

-2一

サ 行

ア行

力行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

ア行

力行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

ア 行



高態度

(26)

(27)

[回 答 欄 は]

理 科 は 計 算 が 入 る と む ず か しい て す 。 力行

力55.4キ28.7ク4 .5ケ5.0コ6.1無0.2

電 卓 を 佼 え ば 、 実 際 の 複 雑 な デ ー タ を 使 っ た 勉 強 も す る こ と が

で き ま す 。 サ 行

サ19.6シ31.2ス11.4セ10.1ソ27.7無Oj

(28)科 学 関 係 に お 金 を使 う 一 と は 、 十 分 に 価 値 の あ る 一 と で す 。

ア15.9イ24.2ウ11.4エ13.0オ35.3無0.2

(29)そ ろ ば ん を使 う と、 数 の し くみ が よ くわ か る よ う に な り ま す 。

カ8.5キ14.2ク24.2ケ14.3コ38.6無0.1

(30)計 算 が 速 くて き る こ と は 大 切 な こ と で す 。

サ43.3シ32.4ス16.9セ5.1ソ12.0無0・3

(31)計 算 が で き る と 、 日 常 生 活 で 大 い に 役 立 ち ま す 。

ア42.9イ34 .8ウ6.2エ3.8オ12。2無0・1

(32)数 学 は お も し ろ い と 思 い ま す 。

力15.3キ25.2ク24.6ケ11.8コ22.8無0・3

(33)屋 外 で 生 物 を観 察 す る こ と や 地 形 を観 察 す る こ と は 楽 し い で す 。

サ39.9シ31.了 ス6.0セ マ.2ソ15.1無Oj

(34)一 碗 命に努力すればだれでも成功できます・

ア43.1イ28。5ウ9.5エ5.5オ13.3無0.1

(35)そ ろ ば ん や 電 卓 を使 え る な ら、 計 算 の しか た を 勉 強 し な く て も

よ い で す 。

カ4.3キ4.2ク5了.6ケ19。3コ14.5無0.1

(36)人 の 成 功 不 成 功 は 運 し だ い で す 。

サ10.8シ19.4ス28.4rセ16.4ソ24.8無0.2

(37)数 学 は 学 ぶ 内 容 が 多 す ぎ ま す 。

ア44.6イ28.9ウ5」 エ5.2オ15.5無O」

(38)科 学 や 数 学 の 読 み 物 や テ レ ビ の 科 学 番 組 が 好 き で す 。

カ9.1キ15.9ク30.7ケ21.4コ22.6無O.2

(39)理 科 は 器 具 の 取 り扱 い が あ る と む ず か し い で す.

サ τ0,1シ27,1ス16,4セ22.0ソ24.2無0.3

(40)理 科 は お も し ろ い と 思 い ま す 。

ア20.4イ30 .6ウ12.oエ11.0オ25.了 無o・3

ア 斤

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

.ア行

力 斤

サ 行

ア行

力 斤

サ 行

ア 膏

一3一
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調査C
195一 高 質 皿[

SAY-WR,TOUS

生 徒 質 問 紙IH

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

最 後 の ペ ー ジ の 現 在 履 修 して い る数 学 お よ び理 科 の科 目 に つ

い ての 調 査 に ま ず 回 答 して くだ さ い。 回 答 は 、 茶 色 の マ ー ク カ

ー ドの う らの 問 題 の(1)～(19)に 記 入 して くだ さ い
。

注 意

① この 調 査 は 、 読 解 調 査 と科 学 観 調 査 の2つ の 部 分 に 分 か れ て い

ます。

② 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろが あ っ た ら、 だ ま っ て手 を あ げ な さい 。

③ 答 え は、 ア～ オ(カ ～ コ また は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

茶 色 の マ ー ク カ ー ドの お も て の ア ～ オ(カ ～ コ また は サ ～ ソ)を

ぬ りつ ぶ しな さい 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁 ず る

一130一



回 即 騒 「ノ『

こ の ペ ー ジ の 問 題 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(1)

か ら(10)の と こ ろ に 記 λ し な さ い 。

i

お
一

i

[1]次 の(1)か ら(10)の 下 線 を ひ い た 漢 字 の 読 み か た を、 そ れ ぞ れ

ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ 選 び な さ い 。

げい

(1)至 え る

ア1.9

ア.そ ろ イ25
.4イ

.と と ウ0
.0ウ

.か ぞ エ0
.2

穿:書 満 ■ ・2・・
無0.0

(2)塑 め る

カ.つ と

キ.み と

ク.す す

ケ.た か

コ.お.さ

たい

(3)携 帯

サ.じ ゅ う

シ..け い

ス.す い

セ.ほ .う

ソ.て い

.
ら《

(4)里 落

ア.・ ず い

イ.だ つ

ウ.ぼ つ

工.つ.`い

オ.だ

　　ぬ う

(5)篁 黄

力.り ゅ う

キ.し ゅ う

ク.ち ゅ う

ケ.り ょ う

コ.い

カ35.3

キ0.9

ク63.4

享0.3

コ0.1

無0.0

サ2.7

シ90.5

天2.9

セ2.2

ソ1.了

無0.0

ア4.2

イ8.9

ウ2.1

エ34.3

オ50.5

無0.0

カ6.6

キ0.2

ク0.1

ケ0.0

]93.0

蕪0.0

一1一

(6)恒 星

サ.こ う

シ.か ん

ス.た ん

セ.わ く

ソ.か い

ぢゆう

(7)中 整

ア.す い

イ.お う

ウ.す う

エ.か く

オ.く

(8)墨

力.が

キ.き

ク.た い

ケ.せ い

コ.ぐ う

ぐ　 よん

(9)些 約 分

サ.が い

シ.き

ス.こ う

セ.そ く

ソ.ぐ う

きユく サん

(10)丞 曲 線

ア.ふ た

イ.ま た

ウ.ふ

エ そ う

オ.に

すう

数

い

ザ93.6

JZ.2

ス0.5

セ2.0

ソ1.5

無0.1

ア14.2

イ0.5

ウ83.5

王1.0

オ0.8

無0.0

力93.了

=F5 。0

ク0.8

ケ0.3

コ0.2

無0.0

すう

数

サ29.9

シ54.5

天8.9

.セ6
.3

ソ0.4

無0.1

ア1.0

イ0.3

ウ1。5

エ96 .6

…Fo.7

無O.0

こ の べ 一 ジ の 問 題 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの お も て のOl)か ら

(15)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[2]次 の(ll)と(12)の 問 題 で 、 下 線 を ひ い た 二 つ の 言 葉 と 同 じ な か ま

に 入 る も の を ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ 選

び な さ い 。

(目)ダ ム 、

ま

ト ン ネ ル

カ.ぬ

キ.湖

ク.海

ケ.小

コ.運

川

河

カ4.7

キ12.1

ク2.4

ケ2.1

コ78.4

無0.2

(12)百 発 百 中 、 五 分 五 分

サ.

シ.

ス.

セ.

ソ.

再 三 再 四 サ17,3

三 三.五 五 シ25.0

千 差 万 別 ス11.4

千 客 万 来 セ 了.1

十 中 八 九 ソ39.1

無0.1

[3]次 の(13)か ら(15)の 問 題 に つ い て 、 下 線 を ひ い た 二 つ の 語 の 関 係

と 同 じ 関 係 を 表 す も の を それ ぞ れ ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中

か ら 一 組 選 び な さ い 。

(13)こ ん 虫:み つ ば ち(属)せ ま い:広 い

ア.は き も の:く っZ二62・1カ.

イ13.6イ
.花:み つ キ.

ウ8.6ウ
.時 計:ふ り こ ク.

エ13.7
エ .薬 局:く す ワ ケ.

オ.パ タ_,チ_ズ オ1・9コ.

無0.0

(15)積 極 的:消 極 的

サ.

シ.

ス.

セ.

ソ.

サ4.6

利 己 的:信 人 的
シ3.7

楽 天 的:楽 観 的
ス83.3

具 体 的:抽 象 的 一
セ5.1

合 理 的:実 際 的
ソ3.2

生 産 的:経 済 的 無0
.1

-2一

力8.0

に ぶ い:す る1ど い.圭78・8

赤 い:自 い ク3.0

ケ2.6わ か い:お さ な い

コ7.5軽 い:大 き い

無0.1

長 い:'」 ・さ い



高読み

3べ 一 ジ か ら4ペ ー ジ ま で の 問 題 に 対 す る答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(16)か ら(20)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[4]つ ぎ の(16)か ら(20)の 問 題 の 答 え を 、 そ れ ぞ れ ア ～ オ(ま た は

カ ～ コ、 サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

(16)248993を 四 捨 五 入 して 、 一 万 の 位 ま で の 撰.数 に し な さ い 。

(19)恒 星 と は 、 ど の よ う な も の か 。

i

お
堅の

i

ア.200000 イ.240000 ウ.248000

エ.249000オ.250000

ア3.3イ2.3ウ1.3エ10.2才83.0無0.0

(17)次 の 数 の う ち 、 既 約 分 数 は ど れ で す か 。

カ.5キ.4ク.20ケ.9
一 一i-

tOO41S16

カ5.0キ23.1ク12.4ケ16.5⊃42.6

(18)下 の 図 の う ち 、 双 曲 練 は ど れ で す か 。

サ シ γ ス

Y

O

コ.2

3

無0.4

Y

X

ア.た と え ば 、 地 球 の よ う に 太 勝 の ま わ り を回 っ て い る 天 体

イ.た と え ば 、 月 の よ う に 地 球 の ま わ り を 回 っ て い る 天 体

ウ.た と え ば 、 金 星 の よ う に 太 陽 の 光 を反 射 し て 光 っ て い る 天 体

工.た と え ば 、 太 陽 の よ う に 自 分 か ら 光 を 出 し て い る 天 体

オ.た と え ば 、 ア ン ドロ メ ダ の よ う な た く さ ん の 星 の 集 団

ア12」 イ9.9ウ14 .5エ60.3オ3.2無0.0

(20)硫 黄 は 、 常 温 で は 、 ど ん な 状 態 か 。

a
X of

カ.気 体

キ.液 体

ク.溶 液

ケ.金 属固体

コ.金 属以外の固体.

力10.8キ8.2ク3.3ケ15.9三6t6無0.2

セ Y

「
L

ソy

0
x

こ こ ま で 終 わ っ た ら 、 そ の ま ま で 先 生 の 指 示 を 待 っ て い て く だ さ い 。

サ14.2シ0.了 ス7.8セ 了6.7ソ0.4無0.2

一4一
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5ペ ー ジ か ら10ペ ー ジ ま で の 問 題 に 対 す る答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(21)か ら(35)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[5]次 の(21)か ら(35)ま で は,自 然 科 学(理 科 、 数 学 な ど)に 対 す る 考

え 方 や 態 度 を み る た め の も の で す 。 各 問 に 対 し て 適 当 な も の を、 ア ～ オ 、

カ ～ コ 、 サ ～ ソ の 中 か ら 一 つ だ け 選 び な さ い 。

(21)以 前 には宗教 家や政 治家や商人 などアマチュアの人ぴ とが重要 な科 学

上 の発 見 をす るこ ともあ りましたが、今 目では そうした ことは少 な くな

りま した。 その理由 として最 も適当 なものは どれですか。

サ.他 の職業 の人 び とは以前 の.ように科学に興味 をもた な くなった

か ら。

シ.今 目では、科 学の研 究には 多年にわた る専門的 な勉強や訓練が

必要 だか ら。

ス.重.要 な発 見には、今 目では科学者 しか使 え ないよ うな高価 な設

備 を必要 とす るか ら。

セ「今 日の重要 な発 見に必要 な能力は、科学者 しか もってい ないか

ら。

ソ・1今 目では1自 分 の仕事 が忙 しいので、 アマ チュア と して科学の

研 究 をす るよ うな暇 が ないか ら。

サ16,3シ45.8ス18.4セ4.3ソ15.2無G.1

(22)数 学 を何 のために勉 強 してい るのだ と思いますか。

ア.数 学 の 大 切 な 考 え 方 を 身 に つ け る た め 。

イ.数 学 は 入 試 に 役 に 立 つ か ら。

ウ.数 学 は 社 会 の い ろ い ろ な 面 で 役 に 立 つ か ら。

エ.数 学 の 授 業 が 学 校 に あ る か ら。

オ.そ の 他 。

ア23.3イ12.8ウ32,6エ1了.8オ13,6無0,0

一5一

(23)電 力 の需要 がふえ、原 子力発電 が行 われ るよ うに なりましたが、事故

によ る放射 能沼れや放射性廃 棄物 の処理 などの問題 が表面化 して きま し

た。 当面の対 策 と して、 あなたの意 見に景 も近い ものは どれです か。

カ.原 子力発電は いっ さい禁止.し、電力は他 のエ ネルギー源で まか

なえる分 だけとす る。

キ.他 のエネルギー源 を総動 員 し、 それで も不足 する分 だけ原子力

発電 を許可 す る。

ク.原 子力発 電所 の数 を現状 くらいに してお き、 電力需要 が増 えて

も原子力発電所は これ以上増 や さない。

ケ.原 子力発電の割合 を現 状 くらいに してお き、電力需要 が増 えた

ら原子力発 電所 も増 やす。

コ.火 力発電 な どによ る環 境問 題 を大 きくしないために も、原 子力

発 電は今後 のエネルギー源の主力 として もっ と開発 を急 ぐ。

あ9.6キ29.9ク31.2ケ 了.1コ22.2無0.0

(24)理 科 で は い ろ い ろ な 理 論 や 法 則 が 出 て き ま す が 、 こ の 理 論 や 法 則 に つ

い て 、 あ な た が 最 も 大 切 だ と 思 う も の は どれ で す か 。

サ.理 諭 や 法 則 を で き る だ け た く さん 覚 え る こ と。

シ.理 論 や 法 則 を 使 っ て た く さ ん の 問 題 を 解 き 、 理 論 や 法 則 に な れ

る こ と。

ス.そ れ ぞ れ の 理 論 や 法 則 が ど う や っ て 出 て き た の か 、 理 由 を知 る

こ と。

セ.理 論 や 法 則 を忘 れ て も、 ど こ を 調 べ れ ば よ い か を知 っ て い る こ

と 。

ソ.理 論 や 法 則 を 忘 れ て も、 自 分 で 導 き 出 せ る よ う に す る こ と。

サ5.1シ28.6ス33.8セ4.2ソ28.4無0.0

(25)次 の 数 学 の 問 題 を 、 自 由 な 方 法 で 解 い て よ い と 言 わ れ ま し た 。 あ な た

は 、 ど ん な 方 法 で 解 き ます か 。

「4っ の コ ッ プ が あ り、 そ れ ぞ れ0.85リ ッ トル 、0.97リ ッ トル 、1.15

リ ッ トル 、0.91リ ッ トル の 水 が 入 っ て い る。4つ の コ ッ プ の 水 を 、4

リ ッ トル 入 の ヤ カ ン に 入 れ る こ ζ は で き る か 。 」

ア.筆 算 で 計 算 をす る。

イ.暗 算 で 計 算 を す る。

ウ.電 卓 で 計 算 を す る。

エ.そ ろ ば ん で 計 算 を す る。

オ.お よ そ の 数 で 考 え る。

ア45.2イ23.9ウ12.5エ1.5オ16.8無G.0
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(26)あ る 天文学者 が金 星に植 物が生 えている証拠 を見つ けたと鞭告 しま し

た。 科 学者 たちが この報告 を重 要 な証拠 と して認め るの はどの場合 てす

か。

カ.そ の 人 と は 全 く 別 に 行 な っ た 幌 察 で も 、 ま た こ の こ と が 確 誕 さ

れ た と き。

キ.そ の 人 が 植 物 の 種 類 や 植 物 存 在 の 理 由 を は っ き り示 し て い る と

き。

ク.天 文 学 会 が 、 そ の 規 察 は 正 しい と保 証 し た と き。

ケ.金 星 に は 酸 素 が あ る と い う こ と が わ か っ た と き 。

コ.そ の 天 文 学 者 が 、 同 時 に 著 名 な 生 物 学 者 で も あ る と き。

力39.6キ31.9ク10.6ケ16.3コ1.6無0.0

(27)現 在 目本では乗用車や トラックなど自動車が年 々増 え、排 気ガスで大

気がよ ごれ、光化 学スモ ッグ などの原因 になってい ます。 また、 年間1

万人 の死 亡者 を出す交過事故 も問題 となってい ます。 これ に対 して、 あ

なたの意見に最 も近い と思 うもの は どれですか。

サ.自 勤車 などはい っさい使 わず、昔 の生活 に もどる。

シ.生 活に どうして も必要 な車(救 急車、公共車、生活物 資運 ばん

j巨等)以 タトは佼わ ない。

ス.現 状はが まんす るが、技術 革新 を急 ぎ、排気 ガス が少 なく、 事

故に対す る安全性の高い車 をつ くる。 その ことによって車 の値段

などが高 くなるのは やむをえ ない。

セ.現 状 くらいが よい。

ソ.車 は現代社会 の必 需品 であ り、 非常に人 間の役に立ってい るの

で、車 が増 えるこ とで、 排気ガスで大気がよ ごれ、 交通事故が塔

えるのは ある程度 しかたがない。

サ2.2シ5.6ス75.5セ9,8ソ6.8無0.0

一7一

(28)友 だ ち が 黒 板 で 図 形 の 証 明 問 題 を解 き ま し た 。

途 中 ま で は あ っ て い ま し た が 、 最 後 の と こ ろ で ま ち が っ て し ま い ま し

た 。 あ な た は こ の 解 答 に つ い て ど う 思 い ま す か 。

ア.非 常 に お し い 解 答 だ.考 え 方 は あ っ て い る の だ か ら90点 く ら

い だ と 思 う。

イ,途 中 ま で は あ っ て い る の で 、70点 く ら い だ と思 う。

ウ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、50点 く ら い だ と思 う。

エ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、30点 く ら い だ と思 う。

オ.証 明 問 題 は た と え1か 所 で も ま ち が っ た らO点 だ と思 う。

ア33.9イ34.6ウ16 .8エ4.4オ10.2無0.0

(29)あ な た の 考 え る、 科 学 の 研 究 の 主 要 な 目的 は 次 の ど れ に 最 も近 い で す

か 。

カ.自 然 界 に お け る 絶 対 的 な 真 理 を 見 い 出 す こ と。

キ.自 然 現 象 を、 原 理 や 理 諭 を 使 っ 「:考 察 し た り説 明 し た り す る こ

とn

ク.自 然 界 に つ い て 、 で き る だ け 多 ぐの 事 実 を発 見 し た り、 収 集 し

た り、 分 析 し た り す る こ と.

ケ.世 界 の 人 び と に 、 よ り幸 福 な 生 活 が で き る よ う な 手 段 を与 え る

こ と。

コ.世 界 を よ り技 術 的 に 進 歩 さ せ る こ と。

カ8.6キ9.0ク31.3ケ39.2コ11.8無0.1

(30)理 科 を勉 強 して い る理 由 と し て 、 あ な た が 最 も 主 要 だ と考 え て い る も

の は 次 の ど れ に 近 い で す か 。

サ.科 学 の 考 え 方 を 知 る こ と が 大 切 だ か ら。

シ.科 学 は 、 社 会 の い ろ い ろ な 面 で 役 に 立 つ か ら 。

ス.理 科 を勉 強 す る と 、 考 え る カ が つ くか ら。

セ.理 科 の 学 習 が 試 験 に 必 要 だ か ら。

ソ..理 科 の 授 業 が あ.る か ら。

サ31.1シ29.2ス10.0セ10.6ソ18.9無0。1

一8一
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(31)A店 で 販 売 し て い た 宝 く じで 、 こ れ ま てi回 だ け1等 が で ま した 。B

店 で 飯 売 し て い た 宝 く じは 、 ま だ1度 も1等 が で た こ と が あ り ま せ ん 。

も し あ な た が 宝 く じ を 買 う と し た ら、 あ な た の 考 え に 最 も 近 い の は ど れ

で す か 。

ア.1度 あ る こ と は ま た あ る と 考 え ら れ る の て 、A店 で 買 う。

イ.B店 は ま だ1度 も1等 が で て な い の で 、B店 で は 買 わ な い 。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、 違 い は ほ と ん ど な い の で 、 ど ち ら

で 買 っ て も よ い 。

エ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、1回 確 か に 遵 う の で 、A店 で 買 う。

オ.な ん と も い え な い 。

ア26.0イ2 .3ウ3L3工 了.8オ32.6無0.0

(32)臓 器 移 植(欠 陥 の あ る心 臓 や 肝 臓 な ど を健 康 な も の と取 り 替 え る 手 術)

}ξい ま ま で 助 か ら な か っ た 人 々 を 救 う 最 終 手 段 と して 脚 光 を 浴 び て き ま

し た 。 し か し、 そ の 多 くの 場 合 、 心 臓 は 勤 い て い る が 脳 死(脳 は 死 ん て

い る)状 態 に あ る 人 か ら 、 臓 器(心 臓 や 肝 臓 な ど)を も ら わ な け れ ば な り

ま せ ん(臓 器 を あ げ た 人 は 体 も死 ん で し ま い ま す)。 日本 で も 臓 器 移 植 と

脳 死 の 問 題 が 議 治 さ れ て い ま す が 、 あ な た の 意 見 は 次 の ど れ に 最 も 近 い

で す か 。

カ.脇 死 とは関係 な く、臓 器移植はい っさい認 めない。

キ.脳 死 は認 めず、他 人の死 とは関係 .のない腎臓 な どの移植のみ認

める。

ク、現状 では脳死 は認 めず、他 人の死 とは関係 のない移植 のみ認め

るが、人工臓器 による移植 の研 究を促進 し、 多額 の研 究費 を出す。

ケ.現 状 では勝死 を認 め、臓 器 移植 も認 めるが、 人工臓器 によ る移

植 の研 究を促進 し、 多額 の研 究費を出す。

コ.未 解決の問題 が 多い人工臓器 の移植 よ りも、脳死 を認 めて臓器

移植 を推進 してい くo

カ4,0キ14.5ク15.5ケ31.5コ34.1無0。4

一9一

(33)理 科 の 実 験 で 、 目新 し い 実 験 器 具 を使 う こ と に な り ま し た 。 あ な た な

ら ど う し ま す かQ

サ 。 初 め て 見 る 実 験 器 具 に は 興 味 が あ る の で 進 ん で 使 っ て み る。

シ.興 味 は あ る が 使 い 方 に 自 信 が な い の で 、 友 達 が 実 験 す る の を 見

て か ら 自分 で 便 っ て み る 。

ス.興 味 は あ る が 、 自 分 で は 使 わ ず 友 達 が 佼 う の を 見 て い る。

セ.新 し い 実 験 器 具 と い っ て も特 別 興 味 は な い が 、 自 分 で も使 っ て

み る。

ソ.新 し い 実 験 器 具 と い っ て も特 別 興 味 は な く、 友 遂 が 実 験 す る の

を 見 て い る。

サ45.6シ24.8ス4.7セ18.1ソ6.6無0.1

(34)こ れ か ら の 社 会 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ が さ ら に 広 く使 わ れ る よ う に な る

と 言 わ れ て い ま す 。 数 学 で コ ン ピ ュ ー タ を伎 う こ と に つ い て ど う 思 い ま

す か 。

ア.計 算 力 が 落 ち る か ら、 コ ン ピ ュ ー タ は 使 わ な い 方 が よ い 。

イ.ど ん な 問 題 を解 く と き に も、 コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た 方 が よ い 。

ウ.複 雑 な 問 題 を解 く と き に 、 と き ど き は コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た 方

が よ い 。

エ .複 雑 な 問 題 を 解 く と き に 、 ど ん ど ん コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た 方 が

よ い 。

オ.数 学 の 勉 強 と コ ン ピ ュ ー タ は 関 係 が な い 。

ア6.了 イ6.8ウ42。4エ30.2オ13.了 無0.2

(35)現 代 の 科 学 者 は 、 昔 の 科 学 者 よ り、 も っ と 複 雑 な 問 題 を 解 明 す る こ と

が で き ます が 、 そ の 理 由 と し て 最 も 適 当 な も の は ど れ で す か 。

カ 。 現 代 の 科 学 者 は 者 の 科 学 者 が 考 え た こ と の 多 くが 誤 り で あ る こ

と を 知 っ て い る か ら。

キ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 よ ワ、 も っ と想 像 力 に 富 ん て い る か

ら。

ク.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 の 考 え や 発 見 の 上 に た っ て 仕 事 が で

き る か ら、,

ケ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 よ り、 理 解 力 が す ぐれ て い る か ら。

コ.現 代 の 科 学 者 は 昔 の 科 学 者 よ り 、 よ い 教 育 を 受 け て い る か ら。

力4.3キ5.了 ク70.9ケ3.2コ15.5無0.3



高履修

数学および理 科の各科 曾について、現 在i週 間に何時蘭(校 時)授 業 を受 け

てい るか、 次の例に したがって答 え、回苓 はマー クカー ドの 「うら」の(1)

～(19)に 記 λ して くだ さい。

そ の 科 目 を 回 苓 欄 の

現 在 は 受 け て い な い ・ ・ … ア 、カ 、サ の 段

週 に1～2校 時 受 け る ・ … イ 、キ 、シ の 段

3校 時 受 け る ・ ・ 。 ・ ウ、ク、ス の 段

4校 時 受 け る ・ … 工 乱ケ 、セ の 段

5校 時 以 上 受 け る ・ … オ 、コ、ソ の 段

を ぬ りつ ぶ し て く だ さ い 。

[数 学]

(1)数 学1

(2)数 学H

(3)数 学 皿

(4)数 学A

(5)数 学B

(6)数 学C

回 答 欄 は

ア9了.3イ0.5ウ1.5エ0.0オ0.2無0.5

カ18,4キ4」 ク21.9ケ3了.7コ1了.3無0.4

サ98.5シ0.4ス0.2セ0.0ソ0.1無OJ

ア84.5イ13.了 ウ0.6エ0.1オ0.3無OJ

力56。7キ12.0ク15.3ケ0.6コ14.8無0.6

サ99.0シ0.1ス0.1セ0.1ソ0.0無0.6

[珪 科]回 答 欄 は

(7)総 合 理 科 ア98.7イ0.2ウ0 .1エ0.1オ0.2無0.6

(8)物 理IA力98.8キ0.1ク0 .3ケ0.2コ0.0無0.7

(9)物 珪1Bサ 了5.了 シ2.1ス 了.3セ14.0ソ0,3無0.6

(10)物 理Hア98.7イ0.1ウ0.2エ0.3才0.0無0.7

(11)化 学IA力97.7キ1.3ク0.2ケ0 .1コ0.1無0。 了

(12)化 学IBサ78.1シ13.2ス6.1セ1.8ソ0.1無OJ

(13)化 学nア98」 イ0.3ウOjエ0.2オ0,0無0.7

(ib)生 物IA力98.了 キ0.3ク0.1ケOjコ0.0無0.7

(15)生 物IBサ3了.6シ10.2ス15.4セ34.2ソ1」 無1.4

(16)生 物Hア9了.0イ1.1ウ0.7エOj才0.0無1.0

(17)地 学IAカ98.4キ0.3ク0.2ケ0.1コ0.0無0.9

(18)地 学IBサ91.8シ0.7ス3.7セ2.0ソ0.1無1.5

(19)地 学 ロ ア98.2イ0.1ウ0.1エ0.2オ0,1無L3

回 答 欄 の(20)は 空 欄 の ま ま 、 何 も書 き込 ま な い よ う に して くだ さ い 。
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3.学 校質問紙(高 校用)お よび教師質問紙

学校 および先生方 に対 する調査項 目を次 に示す。なお,中 学校用の学校質問紙では項

目13が 「高校への進学」 になるが,そ れ以外 はいずれの調査 も中学校な らびに高等学校

に共通 で あ る。

94-6学 質

SA皿一SCH

学 校 質 問 紙

国立教育研究所

この質問紙は、学校長 もしくはそれに代わる先生に

ご回答をおねがいいた します。

注 意

① この質問紙の問いの中には、正確に答えるには困難なもの もあるとは思いますが、そ

の場合には、だいたいの見当でよいですか ら必ずお答えください。

② 問いには選択肢がある場合と、数字で記入 していただく場合とがあります。数字で記

入する場合には、該当する場所にご記入 ください。選択肢で答える場合には、ア、イ、

ウ … 等の記号を一つ選んで、それを○で囲んで ください。

都道府県名

学校名

複製を禁ずる
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学校質

1あ なたの学校の学級数、在籍生徒数はいくらですか。学年別、男女別にご記入 くだ さ

いo

5.あ なたの学校の1校 時(時 限)の 授業は、普通、何分ですか。(年 間を通 して)

学 年

1年

2年

3年

合 計

学級数 生 徒 数

男 子 女 子 合 計

1校 時(時 限) 平均 分

6.あ な たの学校のPTA(父 母 と教師の会)な どは、次の項目のよ うな活動を してい

ますか。 「はい」または 「いいえ」のいずれかを○で囲んで ください。ただし、 この

種の会がない場合には、(7)の 「ない」を○で囲んで ください。

2あ なたの学校の教員数は、何名ですか。ただ し、産休や長期休暇教員を除き、産休等

代替教員を含めて ください。なお、非常勤講師は別にしてご記入 ください。

教 員 数

全 体 男 子 女 子

非 常 勤 講 師 数

全 体 男 子 女 子

Cl)

C2)

C3)

C4)

C5)

C6)

C7)

地 域 社 会 活 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … は い

社 会 的 文 化 的 活 動 ・ … 、・ ・ ・ … 三は い

学 校 運 営 へ の資 金 的 な援 助 ・ ・ ・ ・ … は い

特 定 の教 科 内 容 な ど に っ い て の 討 論 … は い

学 校 の一 般 的 な方 針 に つ い て の 討 論 … は い

父 母 の た め の 広 報 活 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … は い

・な い

いいえ.

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

1

　

認

1

次に、数学、理科にっいてもご記入 ください。 7.あ なたの学校の授業形態は、次のどれにあたりますか。ただ し、体育等は除きます。

教 員 数

教科＼性別 男 子

数 学

理 科

女 子

非 常 勤 講 師 数

教科＼性別

数 学

男 子

理 科

女 子

ア.男 女同 じカ リキュラムで共学である

イ.男 女同 じカ リキュラムだが、男女別学である

ウ.男 女は別々のカ リキュラムである

エ、その他(男 子校または女子校).

3.あ なたの学校の年間授業 日数は何日ですか。 日

4あ なたの学校の1週 間の総授業時間数は、普通、何校時(時 限)で すか。学年別にお

答 え くだ さ い。

8あ なたの学校では、必修教科において、習熟度別、適性別、興味関心別等によるコ

ース別編成を行っていますか。

ア。 していない

イ.し ている(教 科名、 目的(習 熟度別など)と 学年をお書きください)

教科名、目的と学年:

学年

1学 年()校 時(時 限)

2学 年()校 時(時 限)

3学 年()校 時(時 限)

一1一 一2一



学校質

9.あ なたの学校では、学校全体で校内研修会(研 究会)を 年間何回 ぐらい行いますか。

年間 約 回

10.あ なたの学校には、次のような特別教室はありますか。

(1)

(2)

C3)

C4)

数学科教室

理科教室

視聴覚教室

コンピュータ教室

ア.

ア.

ア.

ア.

ない

ない

ない

ない

イ.あ る(

イ.あ る(

イ.あ る(

イ,あ る(

室)

室)

室)

室)

11.あ な た の 学校 で は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ(パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ)を 備 え て い

ま す か。

ア.備 え て い な い イ。備えている

内訳:学 校事務用 台 授業用 台

12あ なたの学校では、現在、校内暴力、いじめ、非行などの生徒指導上の ことについ

てどの程度問題あると感 じていますか。

ア.非 常に問題である イ.か なり問題である

エ.あ まり問題ではない オ.全 く問題 ない

ウ.や や問題である

13。 あなたの学校の上級学校への進学率はどの くらいですか。ただ し、大学 ・短大 と各

種学校に分け、浪人は進学先を見積ってご回答 ください。

大学 ・短大 %, 各種学校 %

14.あ な たの学校では、 クラブ ・部活動は月曜日か ら金曜日まで、普通、毎 日何時間 ぐ

らい行 ってよいことになっていますか。

ア.1時 間未満

イ.1時 間以上2時 間未満

ウ.2時 間以上3時 間未満

ヱ,3時 間以上(制 限ある)

オ.制 限はない

ご協力ありがとうございました。

一3一

一139一



團
SA騒 一TCH

教 師 質 問紙

国立教育研究所

この質問紙は、調査対象学年の算数 ・数学および理科 を

担当されているすべての先生護こご回答をお願い致 します。

注 意

① この質問紙の問いの中には、正確に答えるには困難なものもあるとは思いますが、そ

の場合には、だいたいの見当でよいですから、あなたご自身のお考えで、必ずお答えく

ださい。

② 問いには選択肢がある場合と、数字で記入 していただく場合とがあります。選択肢の

場合には、ア、イ、ウ … 等の記号の中から一つ選んで、それを○で囲んで ください。

都道府県名

学校名

お名前 C 才:男 女)

調査対象学年(調 査実施の手引き参照)で の

担当教科 ・科 目名 及び 指導学級名(科 目毎にすべてお書きください)

組

組

複製を禁ずる

一1一
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弘 日Ψ貝

1.あ なたの教職経験年数は、今年を含めて何年ですか。( 年)

2.あ なたは、中等教育終了後、大学教育(旧 制高校等を含む)を 何年受けましたか。

(定時制の場合は全 日制に換算 してお答え ください。)

ア.大 学教育を受けないで教員資格 をとった イ.1年 間

ウ.2年 間(短 大相当)エ.3年 間

オ.4年 間(4年 制大学相当)カ.5年 間以上(大 学院相当)

3.あ なたは、今学期、1週 間に何学級、延べ何校時(時 限)の 授業を担当していますか。

空欄に適当な数字をご記入 ください。

担 当 学 級 数

学o

担 当 時 間 数

全 体

校

内 訳

算数 ・数学

校

理 科

校

その他

校時

i

置
目

i

4.あ なたは、算数 ・数学教育または理科教育や教育一般に関する学会誌や定期刊行物を

どの程度読んでいますか。

ア.か なりひんぱんに読む イ.と きどき読む ウ.ほ とんど読まない

5.あ なたは、過去1年 間に、算数 ・数学教育または理科教育に関する研修に何日間参加

しましたか。算数 ・数学教育または理科教育についての会議や会合も含めて ください。

1日 以下の短いものは、合わせて日数に換算 して ください。

ア.全 く受けていない イ.1目 未満 ウ.1～2日

工.3～5日 オ.6日 以上

6.あ なたは算数 ・数学または理科の授業に際 して、次の指導法をどの程度使いますか。

ア.し ばしば使う イ.と きどき使 う

ウ.ほ とんど使わない エ.ま った く使わない

(1)教 師 の発 問 と児 童 ・生 徒 の応 答 を 中 心 とす る指 導 … ア.イ.ウ,エ.

(2)児 童 ・生 徒 の疑 問 を重 視 した 指 導 ・ ・ ・ ・・ ・ ・ … ア.イ.ウ 。 エ.

(3)教 科 書 の 例 題 や 考 え方 に沿 っ た 講 義 中 心 の指 導 ・ … ア.イ.ウ.エ.

(4)全 員 に同 じ課 題 を 与 え 、 解 決 さ せ る 指 導 ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(5)グ ル ー プ別 に課 題 が 異 な る指 導(実 験 ・実 習 を 含 む)・ ア.イ.ウ.エ.

(6)個 別 指 導(プ リ ン ト学 習 や 実 験 ・実 習 を含 む)・ … ア.イ.ウ.エ.

一2一

(7)視 聴 覚 教 材 を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(8)ク ラ ス 全 員 を 対 象 と す る 野 外 で の 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(9)実 験 ・観 察 の た め に 実 験 室 を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(10)電 卓 を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(11)コ ン ピ ュ ー タ を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

7.あ なたは、算数 ・数学または理科で、次の教材をどれ ぐらいの頻度で使いますか。

ア.い つもまたはしばしば使用する イ.と きどき使用する

ウ.ま った く、または、めったに使用 しない

(1)教 科 書 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア ・ イ ・ ウ ・

(2)市 販 の ワ ー ク ブ ッ ク ま た は 問 題 集 ・ ・ σ ・ ・ア.イ.ウ 。

(3)市 販 の テ ス ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(4)市 販 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ フ ト ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(5)自 作 の 教 材 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ●ア ・ イ ・ ウ ・

(6)自 作 テ ス ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ ・ ウ ・

(7)自 作 の コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ ト ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

8.あ なたは、算数 ・数学 または理科の学習の評価をする時、次の評価方法をどれ くらい

使いますか。

ア.よ く使 う イ.と きどき使う

ウ.ほ とんど使わない エ.ま ったく使わない

(1)市 販 テ ス ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア ・ イ ・ ウ ・ エ ・

(2)教 師 作 成 の 記 述 形 式 テ ス ト ・ ・ ・ … ア.イ.ウ,エ.

(3)教 師 作 成 の 客 観 テ ス ト ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ ・ エ ・

(4)宿 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(5)実 験 ・観 察 な ど の 研 究 レ ポ ー ト ・ … ア.イ.ウ.エ.

(6)授 業 中 の 児 童 ・生 徒 の 態 度 の 観 察 … ア.イ.ウ.エ.

【算数 ・数学科教師に対する質問】

(算数 ・数学を1時 間でも教えている方はお答え ください。そうでない方は、

10.に お進み ください。)

9.あ なたは、調査対象の学年の指導にあたって、次の項目をどの程度強調 しますか。

他の項目と比較 して、

ア.と くに強調 して指導する イ.や や強調 して指導する

ウ.あ まり強調 しない
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教師質

(1)数 学 の 論 理 的 構 造 を 理 解 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ 。 ウ.

(2)証 明 の 性 質 を 理 解 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ .ウ.

(3)数 学 に 興 味 を も た せ る よ う に す る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア .イ 。 ウ.

(4)数 学 的 事 実 、 原 理 や ア ル ゴ リ ズ ム を 知 ら せ る ・ ・ ・ ・ … ア.イ .ウ.

(5)問 題 解 決 の 態 度 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ .ウ.

(6)日 常 生 活 で の 数 学 の 重 要 性 を 認 識 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(7)速 く、 正 確 に 計 算 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(8)基 礎 科 学 や 応 用 科 学 に お け る 数 学 の 重 要 性 を 認 識 さ せ る ・ ・ア.イ.ウ.

(10)判 断 ・意 志 決 定 に 関 す る 態 度 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(11)入 試 問 題 の 解 き 方 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(12)数 学 の 文 化 的 な 意 義 を 知 ら せ る ・ ・ ・ ・ … り ・ ・ … ア.イ.ウ.

1人 の成 功不 成 功 は 運 しだ い で あ る 。 ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.

2数 学(算 数)は,学 習 す る内 容 が 多 す ぎる 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ 。

3自 然 科 学(数 学 や 科 学)は,日 常 生 活 の 問題 を解 決 す る の に役 立 つ 。 ア.イ.

4一 所 懸 命 に努 力 す れ ば だれ で も成 功 で きる 。 ・ …7・ ・
.・ ・ ア.イ.

5女 子 も男 子 も 同 じ程 度,科 学 に 興 味 を持 って い る。 ・ ・ ・ … ア.イ.

6男 子 は 女 子 よ り生 れ つ き数 学 的 科 学 的 能 力 を も っ て い る 。 … ア.イ 、

7理 科 は,学 習 す る 内 容 が 多 す ぎ る。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.

8こ れ か らは,だ れ で も コ ン ピ ュ ー タ につ い て,な ん らか の 勉 強 が

必 要 に な るで あ ろ う。 ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.

9数 学 や 科 学 を よ く身 に つ け れ ば,一 層 生 活 が 豊 か に な る 。 … ア.イ.

10女 子 も男 子 も同 じ程 度 に専 門的 な 職 業 に つ く必 要 が あ る 。 … ア.イ.

ウ,エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

i
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【理科教師に対する質問】(理 科を 玉時間も教えていない方はU.に お進み ください。)

10.あ なたは、調査対象の学年の指導にあたって、次の項 目をどの程度強調 しますか。

他の項目と比較 して、

ア.と くに強調 して指導する

ウ。あまり強調 しない

イ。やや強調 して指導する

(1)科 学 的 概 念 を 系 統 的 に 理 解 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(2)科 学 的 思 考 能 力 を 持 た せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(3)科 学 に 興 味 を も た せ る よ う に す る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(4)科 学 的 事 実 や 原 理 を 知 ら せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(5)問 題 解 決 の 方 法 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(6)日 常 生 活 で の 科 学 の 重 要 性 を 認 識 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(7)正 確 に 多 くの 知 識 を 記 憶 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(8)他 の 学 問 に お け る 科 学 の 重 要 性 を 認 識 さ せ る ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(10)判 断 ・意 志 決 定 に 関 す る 態 度 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(11)入 試 問 題 の 解 き 方 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(12)科 学 の 文 化 的 な 意 義 を 知 ら せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

11.次 の こ と に つ い て,あ な た ご 自身 の 意 見 を お 尋 ね しま す。 あ な た が も し

・そ う だ と思 う と き は ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(肯 定)・ ・ ア

・ど ち らか とい え ば そ うだ と思 う と き は ・ …(や や 肯 定)イ

・そ う で は な い と思 うと きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(否 定)・ ・ ウ

・ど ち ら か とい え ば そ うで は な い と思 う と きは ・(や や 否 定)エ

・ど ち ら と もい え な い と きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(中 立)・ ・ オ に ○ をつ け て くだ さ い 。

il男 子 は女 子 よ りも よ り多 く自然 科 学(数 学 や 理 科)に つ い て知 って

い る必 要 が あ る 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …'・"ア.イ.ウ ・エ.オ.

12こ れ か らは どの 職 業 に も数 学 や 科 学 の 知 識 が 必 要 とな る で あ ろ う。ア.イ.ウ.エ.オ.

13そ ろば ん を使 う と,数 の し くみ が よ くわ か る よ うに な る 。 … ア.イ.ウ.エ 。 オ.

14科 学 関 係 に お金 を 使 う こ と は,十 分 に価 値 が あ る。 ・ ・ ・ … ア.イ.ウ 。エ.オ.

15一 般 市 民 で も,国 の 政 策 に影 響 を与 え る こ とが で きる 。 ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

16字 が きれ い な こ とは,社 会 に出 た と き有 利 で あ る。 ・ ・ ・ … ア 。イ.ウ.エ.オ.

i7科 学 的 な発 見 は,益 よ り害 を多 くも た らす 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

18職 業 に つ くに は.数 学 や 科 学 を よ く知 って い る こ と が大 切 で あ る。 ア.イ.ウ.エ 。 オ.

19電 卓 を使 えば,実 際 の 複 雑 な デ ー タ を使 った 勉 強 も す る こ とが で

きる 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

20コ ン ピ ュ ー タ は ほ とん どす べ ての 問 題 を 人 間 が や る よ り も上 手 に

解 決 す る 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ….....ア.イ.ウ.エ.オ 。

21こ の世 か ら戦 争 を な くす こ とは 不 可 能 で あ る 。 ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.

22国 は,科 学 関 係 の研 究 に も っ と お金 を か け る べ きで あ る 。 … ア.イ.

23科 学 の 発 明 は,世 の 中 を あ ま りに も復 雑 に して き た。 ・ ・ … ア.イ.

24数 学 や 科 学 は,国 の 発 展 に と っ て非 常 に重 要 な もの で あ る 。 ・ ・ ア.イ.

25男 子 は 女 子 よ りも科 学 者 や 技 術 老 に む い て い る。 ・ ・ ・ ・ … ア.イ.

26学 校 で よい 教 育 を受 け て お くこ と は,た い せ つ で あ る 。 ・ … ア.イ.

27世 の 中 の 問 題 の 多 くは,科 学 と技 術 が 原 因 と な って い る 。 … ア.イ.

28こ の世 の 中 の 神 秘 的 な こ とが ら も,い つ か は 科 学 が そ の 秘 密 を解

き明 か す で あ ろ う。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ○ ●'"。 ア ・イ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ 。エ 。 オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.

ウ.エ.オ.
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12.履 修状況調査

算数 喉数学および理科の問題は、い くつかの地域の児童 ・生徒の学習達成度 を同一の

問題によって調べようとするものですので、学校によりカリキュラムが異なると思われ、

先生の学校の児童 ・生徒にとって未習のものや不適切なものもあるかと思われます。

そこで、調査の対象となった学年の児童 ・生徒を念頭にお きなが ら、先生のご判断で

以下のA～Cの 質問について、児童 ・生徒用の算数 ・数学問題または理科問題の各問い

毎に選択肢ア～オ、カ～コ、サ～ソからそれぞれ一つずつ選び、右べ一ジの回答欄にご

記入 ください。問いの中には、正確に答えるには困難なものもあると思いますが、その

場合にはだいたいの見当でよいですから、必ずお答え ください。

ご回答いただ く教科 ・科 目は調査対象学年(調 査実施の手引 き参照)の 教科 ・科目につ

いてです。次の 「担当教科 ・科目」で該当するものに○をつけて ください。対象学年を

複数の先生方で担当されている場合は、先生がご担当の学級について回答 して ください。

担 当 教 科 ・科 目(算 数,数 学,理 科,第1分 野,第2分 野,物 理,化 学,生 物,地 学)

i

崔
W

i

また、高校で調査学年に当該科目が開設 されていない場合は、次に記載 して ください。

開設 されていない科目(教科)名()

イ.調 査学年の他科 目()の 先生が回答

ア.()学 年の担当科 目の先生が回答

ウ.そ の他()

A.児 童 ・生徒の履修状況:こ の問題は、 この学年の、

ア

イ

ウ

エ

オ

.ほ ぼ全員の児童 ・生徒が学んでいる。

.お よそ4分 の3の 児童 ・生徒が学んでいる。

.お よそ半数の児童 ・生徒が学んでいる。

.お よそ4分 の1の 児童 ・生徒が学んでいる。

.ほ ぼ全員の児童 ・生徒が学んでいない。

B.問 題の履修状況:こ の問題を解 くのに必要なことは、

カ

キ

ク

ケ

コ

.こ の調査学年の前の学年までに学んでいるはずだ。

.こ の調査学年で学んだ。

.こ の調査学年でこれから学ぶはずだ。

.こ の学校の上の学年で学ぶはずだ。

.こ の学校では学ばないはずだ。

C.児 童 ・生徒の予想平均正答率:

この問題に対する、この学年の児童 ・生徒の予想平均正答率は、

サ.20%未 満である。

シ.20%以 上40%未 満である。

ス.40%以 上60%未 満である。

セ.60%以 上80%未 満である。

ソ.80%以 上である。
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【算数 ・数学】それぞれの問題番号は、児童生徒用の算数 ・数学問題の番号を指します
。

(算数 ・数学調査実施月 日 月 日)

慶誘A、 児童生徒の履修状況 B.問 題の履修状況 C.予 想平均正答率

(1)ア.イ.ウ.工.オ.

(2)ア.イ .ウ.工.オ,

(3)ア,イ.ウ.エ.オ.

(4)ア.イ,ウ.エ .オ.

カ.キ.ク.ケ.コ

カ.キ ・.ク.ケ.コ.

カ 。 キ,ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ .コ

サ.シ.ス 。 セ.ソ .

サ,シ,ス.セ.ソ .

サ,シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

(5)ア.イ.ウ.エ.オ.

(6)ア.イ.ウ.工.オ.

(7)ア.イ.ウ.エ .オ.

(8)ア.イ.ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ

カ.キ.ク.ケ.コ,

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ .コ

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

(9)ア.イ.ウ.エ オ.

(10)ア.イ.ウ.エ.オ.

(1Dア.イ,ウ.エ.オ.

(12)ア.イ.ウ.エ,オ .

カ.キ.ク.ケ.コ

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ .コ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ .

サ.シ.ス.セ 。 ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

(13)ア.イ,ウ.エ オ.

G・Dア.イ,ウ.エ.オ.

(15)ア.イ.ウ.エ.オ.

(16)ア.イ.ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ .コ

カ.キ.ク.ケ .コ.

カ.キ,ク.ケ.コ.

カ.キ,ク.ケ.コ

サ.シ,ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ 。 ソ .

サ.シ.ス.セ.ソ .

サ.シ,ス.セ.ソ.

(17)ア.イ.ウ.工.オ.

(18)ア.イ.ウ.エ.オ.

(19)ア.イ.ウ.エ.オ.

(20)ア.イ.ウ.エ,オ .

カ.キ.ク 。 ケ.コ

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ .コ

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

[理科】それぞれの問題番号は、児童生徒用の理科問題の番号を指 します
。

(理科調査実施月 日 月 日)
罷誘A.児 童生徒の履 修状況 B.問 題 の履修状況 C.予 想、平均正答率
(1)ア.イ.ウ.エ.オ .

(2)ア.イ.ウ.工.オ.

(3)ア.イ.ウ.工.オ .

(4)ア.イ.ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ .

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ

サ.シ.ス.セ.ソ,

サ.シ.ス.セ,ソ .

サ.シ.ス.セ.ソ .

サ.シ.ス.セ.ソ.

(5)ア,イ.ウ.エ オ.

(6)ア.イ.ウ.工.オ.

(7)ア.イ.ウ.エ.オ,

(8)ア.イ,ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク,ケ .コ

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

(9)ア.イ.ウ.エ.オ .

(10)ア.イ.ウ,エ.オ.

(11)ア.イ.ウ.エ.オ.

(12)ア.イ.ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ .コ.

カ.キ.ク.ケ.コ .

カ.キ.ク,ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

サ.シ.ス .セ.ソ.

サ.シ.ス.セ .ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ .

サ.シ.ス.セ .ソ.

(13)ア.イ.ウ.エ.オ.

(14)ア.イ.ウ.エ.オ.

(15)ア.イ.ウ.エ .オ.

(16)ア.イ.ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク .ケ.コ

サ.シ,ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ 。

(17)ア.イ.ウ.エ.オ.

(18)ア.イ.ウ.エ.オ.

(19)ア.イ.ウ,エ.オ.

(20)ア.イ .ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ .コ

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ .ク.ケ.コ.

サ.シ..ス.セ .ソ.

サ,シ.ス,セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

ご協力あ りがと うございま した。
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